















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　えー、毎度おなじみきくたけでございます。

『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ（以い降こう、ＡＲ２Ｅ）』のリプレイ、新シリーズ開かい幕まく!!

　というわけで、今まで『ＡＲ２Ｅ』リプレイを知らなかったというあなたも、ぜひぜひこれを機に手に取ってくださいませ。




　そして表紙に惹ひかれ、本書が小説だと思って手に取られたあなた。

　最初に言っておきますと、本書に収しゆう録ろくされているのは、富ふ士じ見み書しよ房ぼうから発売中のＴＲＰＧである『ＡＲ２Ｅ』を使用した〝リプレイ〟と呼よばれるものです。

　ＴＲＰＧってなんだ？

『ＡＲ２Ｅ』とは？

　それにりぷれいって？

　こんな言葉に耳みみ慣なれていない方のために、まずは軽く解かい説せつをば。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table talk Role-Playing Game)の略りやく称しようで、その名のとおりゲームの一種です。

　ＭＭＯＲＰＧ───いわゆる大だい規き模ぼネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創つくって（これをＰＣ、プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操あやつり、仲間と一いつ緒しよに冒ぼう険けんや物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機が必要なく、代わりに参加者のひとりがゲームマスター（以降、ＧＭ）という立場になり、物語の進行管理を行ないます。

　今、ＰＣがどういうシチュエーションにおかれているのか？

　どんなイベントが発生したのか？

　出しゆつ現げんしたモンスターは、誰だれをどのように攻こう撃げきするのか？

　物語の途と中ちゆう、ＧＭは脇わき役やくキャラを演えんじてＰＣを助け、また時にはモンスターを操り、行く手を阻はばみます。敵てきも味方も、ＧＭの担たん当とうとなるわけです。

　戦せん闘とうの勝敗や、ＰＣの行動の成せい否ひは、ＧＭの指し示じのもと、ダイス（サイコロ）を用いて行なう判はん定ていによって決定されます。

　強しいて言うなら、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭが再ふたたびプレイヤーたちに返していく。この積み重ねによって、みんなでストーリーを進めていくわけです。

　仲間同士で、アドリブで演えん劇げきをするような雰ふん囲い気きが近いかもしれません。

　ＴＰＲＧにはシミュレーションゲームのような勝ち負けはありません。参加者みんな、そのストーリーや扱あつかったキャラクターを楽しむことができれば、それが〝勝ち〟と言えるでしょう。




　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風景を文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

〝リプレイ〟は、ちょっと口では説明しにくいＴＲＰＧという遊び、その遊び方やプレイしている雰ふん囲い気きを伝えるのに最さい適てきな手しゆ段だんなのです。

　本書を読んで、「面白い！」、もしくは「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひともこの本を友人にも読ませて、遊び仲間を開かい拓たくしてみてください。

　なお、今回のリプレイでは、私わたしが執しつ筆ぴつする本シリーズ〝黒シユヴアルツ〟と、『ＡＲ２Ｅ』のシステム＆ワールドデザインを手がけた久保田悠羅くぼた・ゆうらが担当する〝白ヴアイス〟という二シリーズが、さまざまな関わりを持ちながら進行していくという、ちょっと特とく殊しゆな進行を取っています。

　それぞれのシリーズ単たん独どくでも楽しむことができるようになっていますが、両方を読むことによって面白さが増ますという部分もあります。もし、本書を通して興きよう味みを持たれましたら、『ヴァイス』の方も読んでやってくださいませ。




　このリプレイで使用されているＴＲＰＧ基き本ほんルールブックは、富士見書房から発売されている文ぶん庫こ判ばんＴＲＰＧ『ＡＲ２Ｅ』および、その関連商品です。

　もし、本書を読んで興味を持ったら、ぜひともルールブックも手に取ってやってください。全国書店、並ならびにゲームショップで絶ぜつ賛さん発売中でございます。

　関連書しよ籍せきについては、以下のサイトで紹しよう介かいされていますので、そちらを見ていただけると幸いです。




富士見書房（※）

　http://www.fujimishobo.co.jp/

富士見ＴＲＰＧポータル（※）

　http://www.fujimi-trpg.jp/

FEAR online

　http://www.fear.co.jp/




※富士見書房および富士見ＴＲＰＧポータルは、二〇二二年現在サービスの変更にともない次のサイトに移動しています。

https://fujimi-trpg-online.jp/




　では、説明が終わったところで、そろそろ本ほん編ぺんの方に参りましょう！
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆無茶です、死んでもやってください。




「『アリアンロッド』リプレイの新シリーズを始めようと思うんだ」




　私わたしこときくたけは、おもむろにそう切り出した。

　時に二〇一二年某ぼう月げつ某ぼう日じつ───日本で牛のレバ刺さしが食べられなくなる……そんな話題が全国を駆かけ巡めぐり出した頃ころのことだ。

　場所は、とある都内の焼肉店。

　テーブルを挟はさんでそこに座すわるふたりは、私の言葉にきょとんとした。




小こ暮ぐれ：え、いつからです……？

きくたけ：二〇一二年一一月発売予定で……。

荻おぎ原はら：『サガ』と同時並へい行こうでやるんですか？

　このふたり、ご存ぞんじな方も多いだろう。

　声せい優ゆうの小暮英え麻まさんと荻原秀ひで樹きさんその人である。




小暮英麻

『ナイトウィザード The ANIMATION』（緋室灯ひむろ・あかり、アンゼロットの二役）、『ToHeart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など、多た彩さいな役を演えんじる女じよ性せい声せい優ゆうさん。

『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』の他、数多くのリプレイに参加しているベテランプレイヤーでもある。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．がお送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティとしてもおなじみだろう。




荻原秀樹

　ティーズファクトリー所しよ属ぞくの男だん性せい声優さん。主な出しゆつ演えん作さくは、『あの夏で待ってる』（石垣哲朗いしがき・てつろう役）、『らぶドル～Lovely Idol～』（藤沢智弘ふじさわ・ともひろ役）などがある。その他、インターネットラジオのパーソナリティやトークライブなどでも活かつ躍やくしている。

　ＴＲＰＧ方面では『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズにプレイヤーとして参加した。




小暮：その時期って、『セブン＝フォートレス』のリプレイもやってますよね？

きくたけ：うん。さらにファンブックもやるぞ。そのリプレイも、ＣＤの台本も。

小暮・荻原：…………。

小暮：し、死んじゃいますよ、きくたけさん。

荻原：がんばりすぎるとたしかに死ぬ（笑）。で、そのリプレイが……？

きくたけ：うん、小暮さんと荻さんにプレイヤーで参加してほしいんだ。

荻原：死んでもがんばってくださいっ!!

きくたけ：っ!?

小暮：荻さん……（笑）。

荻原：いやあ、今やってる『セカンドウィンド』シリーズ、もう終わるじゃないですかー。やっと慣なれてきたとこだったので、もっとやりたいんスよぉ！

小暮：そのリプレイって、なにやるんですか？

きくたけ：ここ数年、『サガ』シリーズでアルディオン大たい陸りくを舞ぶ台たいにしたリプレイを書いてたけど……今回はルールブックの基き本ほん背はい景けいにもなってるエリンディル大陸。そして……！

店員：ご注文、お持ちしました。カルビとロース、ハラミになります。

小暮：わーい♪

きくたけ：そして、焼き肉で一番うまいと思うのはカルビだということだ（偏見）。

小暮：もぐもぐもぐもぐもぐ。

荻原：たしかにカルビはうまいですねー……もぐもぐもぐもぐ……じゃなくてっ!!（笑）

小暮：話を続けて！（笑）

きくたけ：もぐもぐ……もぐ。そして、だ。この新リプレイでは、前に出していた『ルージュ』シリーズの設せつ定ていをベースに、ストーリーを展てん開かいしようと考えてる。

小暮：おー、りっきーの（笑）。




『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズ

　主役プレイヤーに声優の力りき丸まる乃のりこさんを迎むかえ、全四巻かん＋外伝一巻が発売された。

　肩に薔薇ばらの刻こく印いんを持つ少女、ノエル・グリーンフィールドが生き別れの母に会うべく仲間と共に旅をする中、その手がかりとなる〝薔薇の武ぶ具ぐ〟と呼よばれる五つのアイテムを探さがす物語。旅はやがて、人類を滅ぼさんとした神しん竜りゆうゾハールとの決戦へと持もち込こまれる。

[image: ]

　すでに絶ぜつ版ぱん状じよう態たいだったが、二〇一二年一〇月より、順次電子書しよ籍せき版ばんがリリースされているのでぜひともお手にとっていただきたい。

『シュヴァルツ』シリーズは『ルージュ』を読んでいなくても楽しめるように描えがかれるが、読んでいるとその面白さは倍ばい増ぞうである！




きくたけ：で、さらにね。その新リプレイは俺おれが書く一本だけではなく、久保田悠羅の描えがく新シリーズと同時並行で進めようと思ってるんだわ。

小暮：ゆーらさんと？

荻原：『セカンドウィンド』ではお世話になりました（笑）。

きくたけ：（笑）。久保田の始めるのが『ヴァイス』シリーズ、俺が始めるのが『シュヴァルツ』シリーズ……そんな名称になる予定だ。

荻原：ドイツ語で『白』と『黒』？

きくたけ：そうそう（笑）。この二本は内ない容ようをリンクさせつつ、それぞれ単体で読み進めても問題ないよう構こう成せいする予定だ。で……どう？（笑）

小暮：やるやる（笑）。『ルージュ』、読み直しておこう。

荻原：誘さそってくれてありがとうございます！（笑）

きくたけ：ちなみに、今回は『セカンドウィンド』と逆ぎやくにしてＰＣ①を小暮さん、ＰＣ②を荻さんでいくつもり。

荻原：ＰＣ②かー……どんなキャラがいいっスかね？

きくたけ：まだ細かくは決めてないんだけど、その身に刻印を持つＰＣ①巫女みこと、それを守る忠ちゆう誠せいのＰＣ②……みたいなネタがやりたいんだよね。ひとりの女性を守るために忠誠を誓ちかう騎き士しとか、かっこよくない？

荻原：あー、いいっスねー！

小暮：ああ、『ルージュ』のノエルのお母さん（巫女）と……巫女を守る騎士……みたいな。

きくたけ：そうそう（笑）。ノイエとガーベラ、あれはどっちもＮＰＣだったけど、今回はそれをプレイヤー側でやれたら面白いかな、と。

小暮：あれ？　薔薇の巫女ってノエルとお母さんだけじゃないんですか？

きくたけ：うひひ。

小暮：うひひってなによ！（笑）

きくたけ：まあ、細かい設定はまだどーでもいいんだ。ぶっちゃけ、現げん状じようで細かいことはなんにも考えてないので、ＰＣ①と②でどんなことやるか、雑ざつ談だんしたいなと思って今日、一いつ緒しよにごはんを食べたくなったわけで。

小暮：ごちです。

きくたけ：ワリカンです。

小暮：も、もちろんです。

きくたけ：荻さんのおごりでもいいです。

荻原：なんでですかっ！　いや、おごってもいいですけどぉ！

きくたけ：冗じよう談だんです。で、まずは簡かん単たんなところで……なんかやりたいクラスとかある？

小暮：んー……あたしは、純じゆん粋すい支し援えん系けいか弓ゆみ使つかいがいいかなー。

きくたけ：弓使い？　小暮さんが戦せん士し系けいとはめずらしい。

小暮：あたし、弓キャラ好きじゃないですか。ほら、『モンハン』でも（笑）。

きくたけ：ああ、弓キャラだったね……（笑）。じゃあ、その方向で考えようか。

小暮：はーい。荻さんは？

荻原：いいなー、主を守るために忠誠を誓う騎士……いいなー。

小暮：（笑）

荻原：守るなら騎士系がいいな。剣けんで殴る方が好きだし。

きくたけ：ちなみに、『アリアンロッド』では基本となる四つのクラスはちゃんと配分するのが基本だよ。小暮さんがウォーリアを選ぶと、他のプレイヤーが選ぶメインクラスはそれ以外ということに。

小暮：守る感じにするなら、アコライトでもいいんじゃ？

荻原：それだと騎士って感じがしないなあ、うーん……。

きくたけ：んじゃ、サポートクラスにウォーリアを取ったら？　そうすると、《プロテクション》とかの防ぼう御ぎよ魔ま法ほうと、《カバーリング》みたいに身を挺ていして味方を守るスキルも取れる。もちろん、武ぶ器きも持てる。

荻原：それだ！　それでいきます！

きくたけ：まあ、くわしいデータは今度詰つめよう（笑）。んじゃ、他のプレイヤーにもクラスの配分はしておくわ。

小暮：はーい。

荻原：きくたけさん、『ルージュ』の設せつ定ていを引ひき継つぐんですよね、今回。細かい設定とか今、聞いておいてもいいですか？　ちょっとどんなキャラをするか、考える材料がほしいです。

きくたけ：設定というと……裏うら設定も？

小暮・荻原：裏設定っ!?

きくたけ：実は『ルージュ』を書いてる当時、その絵を描かいていた佐さ々さ木きあかねといろいろ裏設定を話していて……使われなかった設定は山ほどありまして……。

荻原：聞く聞く。

きくたけ：セッションしながら順次、必要な部分だけ出す方向でいくつもりだけど……。

荻原：話せるとこだけでいいです！　朝まではまだいっぱい時間はあります！




　なお、この段だん階かいで時じ刻こくはまだ二〇時半である。




きくたけ：徹てつ夜やする気かよっ!?

小暮：終電で帰る気ないよ、荻さんっ!!

荻原：だってせっかく会って話してるのに終電で帰ったら寂さびしいじゃないですかー。

小暮：荻さん……（笑）。

きくたけ：相変わらずどんだけ寂さびしがりや……。




　なお、この荻原秀樹という男……一いつ緒しよに呑のんで終電で帰る際も「ひとりで帰るのは寂しい」という理由で、私の地元駅までついてくるような人物である。

　地元駅に到とう着ちやくし、そこで別れる際には、まるで犬コロのようなつぶらな瞳ひとみでいつまでもいつまでもこっちが見えなくなるまでずっと車しや窓そうから覗いている。

　その表ひよう情じようは、荷馬車に揺ゆられて去って行く仔こ牛うしのようである。




きくたけ：と、ともかく。ご飯を食べながら───話をしようか？

小暮：じゃあ、追加注文しましょう。肉ー。

きくたけ：荻さんのおごりだしね……っ！（笑）

荻原：なんでですかっ!?




　こうして、わいわいと騒さわぐ中で楽しい時間が過すぎていく。

　やはり、ＴＲＰＧにおいてキャラの話をするのは楽しいひと時だ。

　なお、話を終えてお店を出た時……時計の針はりは朝六時を指していた。







◆Preplay02◆今回予告とハンドアウト




　───というわけで。

　焼肉屋の話し合いがもたれて幾いくばくかの時が過ぎ、セッション当日はやってきた。




きくたけ（以下、ＧＭ）：ではこれよりセッション本番を始めるぞー。

一同：はーい。

ＧＭ：なんか俺がＧＭで小暮さんがプレイヤーって、すごい久ひさしぶりな気がするな。

小暮：プレイヤーでは一緒だったんですけどね（笑）。

ＧＭ：そうそう。さて、今回から新シリーズ『シュヴァルツ』始動ということで、心機一転。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！（笑）

ＧＭ：最初に言っておこう。今回、目指すはいい話だ……！

小暮：……だって、天さん。

天：わかった。じゃあ、俺のキャラは持病があったことにしよう。「ウッ!?」と倒たおれて、「あなたたちのことを愛していたの、どうか戦って、そして勝って」って言って死ぬ。

荻原：うわー、いい話だなー（←棒読み）。

ＧＭ：いきなり死ぬなよ！

天：大だい丈じよう夫ぶ、いけるって！　ことあるごとに残ざん留りゆう思念として現あらわれればＯＫ！

ＧＭ：ＯＫじゃねえ！　いいから話を進めさせろや！（笑）

天：す、すいません。どうぞ先に進めてください！

久保田：最初からカオスすぎる……。

小暮：天さん……（笑）。




　───ではここで、すでにご紹しよう介かいした小暮さんと荻さん以外のメンツを紹介しよう。




きくたけ

　本名は菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わし、泣かせることに命を懸かけている。いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えるのが日課。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




久保田悠羅

『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のシステムデザイナーとワールドデザイナーを兼けん任にんする男。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社内において、もっとも大人といわれているが、不意に「うにゅう」などと鳴くから油ゆ断だんできない。

　代表作に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズ、『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』シリーズなどがある。また、本リプレイと対になる『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』のＧＭ兼けん執しつ筆ぴつも彼かれの担たん当とうだ。




田中天たなか・たかし

　みんな大好き田中天。

　天と書いて〝たかし〟と読む。だが、みんなからは〝てん〟と呼ばれて親しまれている、マフィアのボス風の男。ライター。『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ』シリーズ、『天下繚りよう乱らんギャラクシー（ジャイブ刊）』シリーズなど、多数のリプレイを精せい力りよく的てきに執筆しているため、ご存じの方も多いと思う。

　ＴＲＰＧのプレイヤーとしての芸風は、変な男にあやしい男、ねじが消し飛んだとしか思えないような男と実にさまざま。

　口からほとばしるセリフの数々は、もはや大だい惨さん事じ発はつ生せい装そう置ちである。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：じゃあ、そろそろゲーム本ほん編ぺんに入っていこうか。まずは今回予告から！




●今回予告

　かつて、世界を破は滅めつに導みちびく大きな事じ件けんがあった。

〝薔薇ばらの災さい厄やく〟と呼ばれたそれは、英えい雄ゆうたちの手により神竜ゾハールが打うち倒たおされたことにより、事なきを得た。

　その事件より四年───。

　今再ふたたび、神竜の鼓こ動どうは鳴った。




　すべては、エリンディル北方にある寒かん村そんブリギット村から始まった。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』

　　　　　───みっしょん01「ＰＣ①と漆しつ黒こくの薔薇」




　これは、白と黒の運命に翻ほん弄ろうされる少女の物語───。




小暮：なんか、タイトルが変なんですけど（笑）。

荻原：〝ＰＣ①〟ってなんですか、〝ＰＣ①〟って（笑）。

ＧＭ：うむ、ＰＣ①の名前が決まったら正式なタイトルが決定されるという意味だ。いやね、『ルージュ』の時みたいに、タイトルにＰＣ①のキャラクター名を入れたくてさ。

久保田：ああ。『ルージュ』の時は、各巻タイトルは『ノエルと●●』って形でしたっけ。

天：けど、まだＰＣ①の名前は決まってないから、〝ＰＣ①〟と仮あてしたと。

ＧＭ：そういうことだ。あと、ハンドアウトを配る時にくわしく説明するが、荻さんはちょっと特とく殊しゆな出身のＰＣで、他の三人は全員、ブリギットという寒村の出身になってもらう。

小暮：荻さんだけは別なんだ？

ＧＭ：うん。くわしくはあとで説明するが、荻さんには、今回のキャンペーンの重大な設定に関わるキャラクターを担当してもらおうと思っててね。

天：ほほう。で、今回はどんな出だしなので？

ＧＭ：キミたちは全員、ブリギットという寒村に住まう人たちになる。

荻原：ブリギット村？

ＧＭ：今回のシリーズで新たに設定した村だ。パリス同盟よりも北部、山奥深くにひっそりとある村で、近くをヴェンガルド川に繋がる支流のひとつが流れている。
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小暮：田舎いなかの村っぽいですね。

ＧＭ：実際、田舎だよ。他の村や町に出ようとすると数日かかるしな。んで、キミたちはブリギット村で幼おさない頃から厳きびしく鍛きたえられてきた……そんな感じで行きたいと思う。あとで説明するけど、厳しく特訓してきたのは、ＰＣ①のおじいさんだ。

小暮：おじいさんに……？

ＧＭ：名前はグランジ。寡か黙もくな老ろう爺やで腕うでが立つんで、村では頼たよりにされてるな。外見のイメージは『宇う宙ちゆう戦せん艦かんヤマト』の沖田十三おきた・じゆうぞう。もっさりと白い髭ひげをたくわえた威い厳げんのある老人だ。

荻原：渋しぶい（笑）。

天：みんなからはグラン爺とか呼よばれてそうだ。グランジ爺とか言いにくいし（笑）。

ＧＭ：いいんじゃないかな。グラン爺のが言いやすいし。じゃあ、村人はグラン爺って呼んでることにしよう。みんなは好きに呼んでくれ。

小暮：はーい。でも、幼い頃からおじいさんに厳しくなんて、『あずみ』ぽいですね（笑）。

天：おおおおお俺たち殺し合わないとっ!?




『あずみ』

　江え戸ど初期、泰たい平へいの世を作り上げるべく、暗あん殺さつ者しやとして仲間と共に「爺じい」に育てられた少女「あずみ」の戦いと苦く悩のうを描く、小山ゆうのコミック。一緒に育てられた子こ供どもたちは、その選別試験としてお互たがい殺し合うというイベントがあったのである。




ＧＭ：いや、殺し合わないでいいからっ！　セッションにならんっ！（笑）

荻原：ともかく俺たちはみんな、同じ村で育てられた幼なじみ、と。

ＧＭ：そうなるんだけど、荻さんだけちょっと特殊なセッティングが用意されている。

荻原：俺だけ!?

久保田：なんで荻さんだけ（笑）。

ＧＭ：いえね？　この企き画かくを立ち上げて以い降こう、夜な夜な「あれがやりたいこれがやりたい」といろいろ話した結果、荻さんだけやや特殊なことに……。

天：げはは。

ＧＭ：まあ、村に一緒に住んでいるところは変わらないので（笑）。

天：あ、今回は一巻で一話の構成なので？

ＧＭ：基き本ほん的てきにはそうなるね。

一同：…………。

小暮：基本的に、ってなに……（笑）。

ＧＭ：うひひ。ちょっと今回、変なことをしようと……。

一同：変なことっ!?

小暮：その笑顔があやしいよっ！（笑）

ＧＭ：じゃあ、ハンドアウトを読み上げまーす！




▼ＰＣ①（小暮英麻）用ハンドアウト

コネクション：ミラ　　　関係：親友

　キミは、ブリギット村で一番の弓使いだ。

　弓の技ぎ術じゆつは、幼い頃から尊そん敬けいする祖そ父ふグランジに教わってきた。

　だが、一五歳さい（仮かり）になった今も、祖父はキミが村の戦せん士し団だんに入ることを認みとめてはくれない。それが唯ゆい一いつの不満だった。

　そんなおり、幼なじみのひとりミラが、〝聖せい都と〟ディアスロンドに留りゆう学がくすることが決まった。

　キミの心に、動どう揺ようが走った。
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小暮：なんか、年齢指定がある（笑）。

ＧＭ：ＰＣ①～ＰＣ③は子供のキャラクターにしてほしかったんで、そういう形にしたんだ。ちなみに、一～二歳ぐらいは前後しても問題ない。

小暮：なるほど。あとはミラって親友がいて、それが留学しちゃう、と。

ＧＭ：おおざっぱに言うとそうだね（笑）。

小暮：あたしは、その子が超ちよう大だい事じ……ふむふむ。ちなみにどんな子なんですか？

ＧＭ：エルダナーンの少女で、キミたちと同じ年頃の少女だ。ちょっと線の細い感じで、儚げな雰囲気がある。美しく豊かな髪が特徴で、髪型をポニーテールにしてるんだが、それでも膝下あたりまで届くぐらい長い。

小暮：それは、お手入れが大変そうですね（笑）。

ＧＭ：（笑）。ちなみにとてもいい子だ。あと、幼少時は病弱だったんで、村人からはなにかと気に懸けられている存在になっている。ＰＣたちにとっては、小さな頃から一緒に育ってきた幼なじみの間柄だ。

小暮：なるほど。じゃあ、ミラと私たちは仲がいいんですね。

ＧＭ：うむ、とてもな。ミラはキミたちを大切な人と思って、親しく接しているぞ。




▼ＰＣ②（荻原秀樹）用ハンドアウト

コネクション：薔薇ばらのアザの少女　　　関係：忠ちゆう誠せい

　キミは、かつて守れなかった。

　あれはいったいいつのことだろうか？

　憶おぼえている最後の記き憶おくは、漆しつ黒こくのコートを纏まとった男が最愛の少女の胸むねに剣けんを突つき立たてた風景。そして、その少女の身体に刻きざまれた、黒い薔薇の形の刻こく印いんだった。

　そう、キミは少女を守しゆ護ごする騎き士しだった。




久保田：なんか一緒の村で過すごした幼なじみとは思えないこのハンドアウト（笑）。

小暮：……って、黒い薔薇の刻印……？　あれ？　『ルージュ』に出てきたノエルって、赤というか、ピンクっぽい色でしたよね？　黒の薔薇ってなんですか。

ＧＭ：そこは今は気にしなくていい。

小暮：気になりますよっ!?

ＧＭ：まあ、やってるうちにわかる。荻さん、こんな感じでわかる？

荻原：大丈夫です！　つまり最初に戦って負ければいいですよね！　任まかせてください！

久保田：い、いや、そんな張はり切きって言うようなことでもないような（笑）。

ＧＭ：気合いが入ってるのはいいことだ（笑）。

天：ハンドアウトを読む限かぎり、荻さんのキャラって最初は俺らと一緒にいない？

ＧＭ：そうだね。荻さんだけ、ちょっと不思議な立場に置かれる。ずばり言うと、彼だけ今から八〇〇年ほど前の話になる。

天：八〇〇年前の騎士！　か、かっこいい……っ！　オオオオレじゃだめですか!?

ＧＭ：荻さんで（笑）。というか、まだお前のハンドアウトを読み上げてもいないだろ。

久保田：もしかしたら、そっちの方が気に入るかもよ？

天：そうか。じゃあ、騎士は荻さんに任まかせた。

荻原：がんばりまーす（笑）。




▼ＰＣ③（久保田悠羅）用ハンドアウト

コネクション：グランジ　　　関係：信しん頼らい

　キミは、子供の頃から仲間たちのまとめ役だった。子供たちの中で（精せい神しん）年ねん齢れいも高く、またグランジからもまとめ役を任まかされていた。

　今から何年前のことだろう、仲間たちとギルドを作ったのは。

　冒ぼう険けんに出る時にはギルドを組むこと……それを知っていたのはたしかにキミだった。




久保田：ちょっと待て（笑）。なんだこの回想シーンやりますよ的なハンドアウトは。仲間たちのまとめ役的なことをしてほしい、ということは伝わったが（笑）。

ＧＭ：いやまあ、まとめ役でなくてもいいんだが。今回は新しいリプレイだからね。『アリアンロッド』やその世界観について無理なく知っている立場になってほしい、ってことだ。

久保田：それまとめ役って言わない！（笑）

小暮：（手を叩たたいて笑いながら）おばあちゃんの知ち恵え袋ぶくろ的な！（笑）

久保田：おばあちゃんにしないでいただきたい。

天：（げらげら笑いながら）つまりアレだ！　シナリオ中になにか世界観にまつわる疑ぎ問もんが出た時、ゆーらさんのキャラがすらすら答えて……「知っているのか、雷らい電でん！」と言われる。

久保田：誰だれが雷電だっ!?




▼ＰＣ④（田中天）用ハンドアウト

コネクション：ロイド　　　関係：任にん意い

　キミは幼い時より村の戦士団の長・グランジに冒険の技を叩たたき込こまれてきた。訓練は厳しく、たまに挫けそうになることもあったが、そんな時にキミを助けてくれたのは村の神官であるロイドだった。彼がグランジのもとから逃げ出すと、かくまい、暇つぶしにと村の外の話をしてくれることがあった。

　その影響もあったのだろうか。キミは子供の時から外の世界での冒ぼう険けんに憧あこがれていた。

　グランジに仕込まれた冒険の技わざには自信がある。

　そう、キミが持つ夢ゆめとは───。




天：（げらげら笑いながら）なんだよ、この投げっぱなしのハンドアウトは！（大だい爆ばく笑しよう）　なにも書いてないのと同じじゃねえか！（笑） そもそもコネクションがロイドって書いてあるのに、なにをするのかさっぱしわからねえ！（笑）

ＧＭ：ちなみにロイドってのはこのブリギット村で唯一の神官だ。不良っぽい初老のおっさんで、口調は荒いしガラも悪いんだが、意外と親切で子供の頃から妙みようにウマが合う。

天：なにか困こまったら、ロイドを頼たよれってことだけはわかった！（笑）

小暮：天さんのキャラの夢ってなに？

天：んー……そうだな……（しばらく考えて）……小暮さんやゆーらさんのＰＣと一緒に自分のギルドを世界一にすることが俺の目的……！

荻原：漠ばく然ぜんとした夢だ。

天：いいんだよ！　夢だけはでっかいんだよ！　冒険だよ！　デストロイだよ！（渋い声で）「子供だからって甘あまく見みるんじゃねえ。オレは世界一のギルドになる運命を背せ負おう男だ」

ＧＭ：どんな子供だよ！（笑）

天：そう、俺は栄光を求めてさすらう男。おお、グローリー……！　デストローイっ!?

ＧＭ：やかましいわっ!?（一同爆笑）

小暮：さすが天さん……（笑）。

ＧＭ：さて、それではライフパスだけ振ふって、キャラクターの紹しよう介かいといこうか！




　今回、セッションに使うキャラクターのレベルは６という想定だったため、あらかじめデータは作成しておいたのである。




天：ところで菊池さん。データは作ってきたけど、１レベル時のデータも残しておいてくれって言われたのは……なんなんです？

ＧＭ：うひひ。ちょっと今回、変なことをすると言っただろう。

久保田：あの笑顔がこわい……。

小暮：嫌いやな予感しかしない……（笑）。

ＧＭ：うっひっひ。では、紹介に移うつろう！

一同：はーい！




▼小暮英麻の場合

───シェフィル・グラニー

ＧＭ：じゃあ、小暮さんから。ちなみに６レベル時のでお願い。

小暮（以下、シェフィル）：はーい。シェフィル・グラニーです。年ねん齢れい一五歳の女の子で、クラスはウォーリア／レンジャーで、種族はヒューリンです。
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ＧＭ：レンジャーってことは弓使い？

シェフィル：はい。後方から《バッシュ》でバシバシと矢を撃ちますよ。あと武器が雷らい鳴めいの弓で、ダメージに加えて［放心］も与あたえられます！

ＧＭ：メジャーアクションのダイスが１個こ減へるバッドステータスだな。喰らいたくねー。

シェフィル：ふふ。射しや撃げき攻こう撃げきがメインですけど、《クローズショット》を取ってるんで、一いち応おう近きん接せつもいけますね。ちなみに弓を撃うつ時は、横撃ちします。

天：きましたよ、横撃ちが（笑）。

久保田：ふつうに考えたら滅め茶ちや苦く茶ちや撃ちにくいのに（笑）。

シェフィル：かっこいいから、いいんです！（笑）

ＧＭ：うむ、かっこいいのは重要だ。

シェフィル：基本的にダメージを重じゆう視ししてますけど、切きり札ふだとして《シュートアウト》とかも取りました……！

荻原：《シュートアウト》……ってどんなスキルです？

久保田：射撃攻撃と魔法攻撃の妨害ができるレンジャーのスキルですね。スキルレベル１なので一シナリオに一回しか使えませんけど。

ＧＭ：めずらしいスキルを取ったシェフィルさん（笑）。

天：プレイヤーのスタンスで取る取らないが分かれるスキルですからな。白兵攻撃には対応できないから、敵によっては使えない可能性があるし。

シェフィル：そこは備えあれば憂いなしということで（笑）。あと《カバーリング》を取得したので、状じよう況きように応おうじてダメージを引き受けることもできますね。

久保田：遠近に対たい応おうの、攻撃妨害や仲間も守れるアタッカー。この柔じゆう軟なん性せいは頼りになりそうですね（笑）。

シェフィル：ライフパスは［出自：放ほう浪ろう者しや］［境きよう遇ぐう：平へい凡ぼん］［目的：友ゆう情じよう］。一いち人にん称しようは「わたし」。快かい活かつな性せい格かくで、村の子供からは好かれてます。ただ、ちょっと流されやすいところがあって、押おしに弱かったりします。

天：では、そんなに押しが強いわけではないんですね。

シェフィル：ないです、ないです。あの、平凡なんで。

ＧＭ：平凡……本当に？（笑）

シェフィル：本当ですよー！　ほら、［境遇：平凡］ですし（笑）。

ＧＭ：あとは、グランジとの関係はどんな感じにする？　ちなみに無ぶ骨こつな奴やつだけど、かなりいい人だよ。

シェフィル：グラン爺じいちゃんは、みんなには厳きびしいんですけれど、わたしにだけ見せる優やさしい表情があって、怖こわがってないですね。むしろ大好きです。「じっちゃん」って呼んで懐なついてます。

ＧＭ：了りよう解かいした。じゃあ、次は荻さん、お願い。




▼荻原秀樹の場合

───イリス

荻原（以下、イリス）：名前はイリス。年齢一八歳の男で、種族はドゥアンの天翼族オルニスで身長二メートル近い男です。一九〇センチくらいがいいなー。

シェフィル：でかっ！（笑）

イリス：ドゥアンは総そうじて肉体的に恵めぐまれてるみたいなんで、思いっきり大きくしてみました。丁てい寧ねい語ごで話す礼れい儀ぎ正ただしい少年って感じですね。クラスはアコライト／ウォーリア。
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ＧＭ：神官戦士って感じか。

イリス：ですです。戦い方は盾たてで防ぼう御ぎよを固めながら、スピアで突つく感じ。

天：あ、いいですね。槍やりと盾って、古来からのスタイルですごく俺は好きだ。

久保田：アコライトで槍使いはちょっとめずらしいですね。

ＧＭ：ハンマー使いのが一いつ般ぱん的ではあるな。

イリス：変わったことがしたかったので、変へん則そく的な組み方をしてます（笑）。ダメージも固こ定てい値ちで勝負するタイプで、《バッシュ》とか取ってないです。

天：（キャラクターシートを確かく認にんして）ほほう。《ホーリーウェポン》で、攻こう撃げき力りよくを強化して、突きまくるのか。

イリス：そうです。本当は《シールドラッシュ》とか《バーサーク》とかも取りたかったんですけど、手が回りませんでした。

ＧＭ：そこは今後の課題ってことで。

イリス：ですね。さらなる固定値の強化のために、精しよう進じんしていく所しよ存ぞんです。ライフパスは［出自：騎士］［境遇：親友］［目的：人ひと捜さがし］。大昔は騎士でしたが、封ふう印いんされて現げん代だいに流されることになるみたいです。

久保田：ハンドアウトに思いっきり敗北したって書いてありますもんね。

イリス：そうなんですよ（笑）。そんなわけで、時を流れ流れて、孤こ独どくな身の上に。すでに騎士としての矜きよう持じは打うち砕くだかれ、記憶も色いろ褪あせて自分のこともよくわからなくなってますが、それでも仕つかえるべき主を求めてます。

天：おおっ、かっこいいじゃないか。

イリス：髪かみの色はホワイトバイオレットで、瞳ひとみの色はパープル。と紫むらさき系けいの色になります。ちなみにイリスって名前も紫系のアイリス───菖蒲あやめ色から取ったものです。

天：キャラ設定的には？

イリス：かつて、自分には仕えるべき女性がいました。八〇〇年前に。でも、それを殺され、自分も封印されていました。少し前に掘ほり起おこされて、ブリギット村に住むようになった……そんな感じです。

天：あっさりとひどい設定を言う（笑）。

ＧＭ：ま、まあ……そこはシーンの中で演えん出しゆつしていこう（笑）。次、ゆーらさん！




▼久保田悠羅の場合

───カナデ

久保田（以下、カナデ）：はい、久保田悠羅です。キャラクター名はカナデ。種族はヒューリン。年齢は一六歳でシェフィルよりひとつ上。ハンドアウトにまとめ役とあったので、ふつうにお姉さんなキャラにしようかなと。
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ＧＭ：ストレートにきたな。

イリス：なんだか名前が和風ですね。

カナデ：母親が東方世界のダイワ出身ということにしたので、和風な名前にしました。……で、ちょっとＧＭに相談が。ブリギット村の出身じゃなくて、小さい頃に外から流れてきたことにしてもいいですか？

ＧＭ：ふむ。その心は？

カナデ：ライフパスが［出自：王おう侯こう貴き族ぞく］、［境遇：師し匠しよう］、［目的：名めい誉よ］となりまして。どこかの国の貴族と、東方から流れてきた楽がく師しだった母の間に生まれた子供ってことに……。

イリス：なんだか、ドラマティックな物語がありそうな感じですね。

カナデ：そうそう。ドラマのような恋れん愛あいののち、事じ情じようがあって別れることになって、この村に流れてきたと。

ＧＭ：なるほど。子供の時から住んでるなら問題ないよ。その設定でいこう。

カナデ：ありがとうございます。クラスはメイジ／バード。魔ま法ほう攻こう撃げきと支し援えんの両立を目指してみました。セットアッププロセスで《クイックソング》から《エチュード》をかけて、範はん囲いの対象が与あたえるダメージを＋15できる。

ＧＭ：カナデも攻撃力強化できるんだな。イリスとカナデの強化が重なると、一気にダメージ＋30か。意味がわかんないな（笑）。

カナデ：《エチュード》以外は《ウォータースピア》を撃うちます。

ＧＭ：《ウォータースピア》ってことは、ダメージが入ると［放心］も喰らうのか。

カナデ：ですね。通つう常じようの火力は控ひかえめですけど、《リゼントメント》は取ってるので、瞬しゆん間かん火力は出せるかと。あと《ファイトソング》があるんで、スキル使用回数の回かい復ふくも可か能のうです。

天：回復するなら《ボルテクスアタック》、《リゼントメント》、《インタラプト》あたりかな。

カナデ：そこは状じよう況きように合わせて回復させるってことで。あと特とく徴ちよう的てきなことといったら、常つねにバイオリンを持ち歩いてることですかね。

ＧＭ：バイオリン？

カナデ：母の形見の品で、ふつうに演えん奏そうしたり、魔ま術じゆつを使う際さいの精神集中の道具として使います。イメージ的には楽器を弾ひくと、魔術が発動する感じ。

シェフィル：お母さん、死んでるんですか？

カナデ：無理して旅してきたようで、村についてからしばらくしてぽっくりと。その後はグランジにいろいろと面めん倒どうを見てもらいながら生活してるってことで。あ、それと……一人称は〝カナデ〟と自分の名前を使います♪

天：おぅ、ぐふっ……おう……っ、痛ぇ、痛ぇよぅっ!?　一人称に自分の名前を使う女は人類の敵だぁああぁあっ!?（一同爆笑）

一同：なんでだよっ！（笑）




▼田中天の場合

───クロヴィス

ＧＭ：最後は天。自じ己こ紹しよう介かいしてくれ。

天（以下、クロヴィス）：うーい。６レベル時点を言えばいいんだよな。名前はクロヴィス。年齢はシェフィルに合わせて一五歳にした。性せい別べつは男で、種族はヴァーナの狼族アウリル。クラスはシーフ／シャーマンだ。

ＧＭ：シャーマンかよ！（笑）




シャーマン

『エリンディル西方ガイド』で追加された地ち域いきクラス。

　呪じゆ術じゆつと呼ばれる特殊な魔術の使い手たちで、祖そ霊れいに祈いのりを捧ささげることで、ダメージを与あたえたり、判はん定ていを不利にしたり、バッドステータスを与えたりすることができる。
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クロヴィス：特徴的なのは右みぎ腕うでで、《マシンリム》でサイバーアームになってる。こいつは、すごく細い金きん属ぞく糸しが束たばなって手の形を作ってまして、これを自じ在ざいに操あやつって、敵てきを攻撃するイメージです。

ＧＭ：……ちなみに、それってちゃんとデータ的な裏うら付づけある？

クロヴィス：武ぶ器きがシックルチェインなんで、鞭むち相当の金属糸ということでひとつ！　指から金属糸がズバババッと伸のびて、相手を絡からめ取とって切きり裂さく。

ＧＭ：まあ、それならいいか（笑）。

クロヴィス：あと《ワイドアタック》で複ふく数すうの敵てきを同時に吊つるしたり、《ウェポンフォージ》で武器を強化したりもできる。さらに極めつけは《シックネス》による［衰すい弱じやく］だ！

カナデ：シャーマンだもんね。［衰弱］使うよね（笑）。

イリス：［衰弱］？

クロヴィス：［衰弱］はシャーマンが使うバッドステータスの一種で、相手が判定するたびに［効果強度×５］点のＨＰロスを与えるというもの。オレの場合は効果強度２になるので、10点のＨＰロスですな。

ＧＭ：ふざけんなよ！（笑）

イリス：一回の判定で10点はでかいですね（笑）。

クロヴィス：攻撃しても減る。回かい避ひしても減る。判定すればとにかく減る。

ＧＭ：き、きつい……。

クロヴィス：《シックネス》のいいところは、自分以外のキャラクターの攻撃にも使えるところ。たとえば、シェフィルが雷らい鳴めいの弓を撃うったところに使えば、その攻撃のダメージに加えて、さらに［衰弱］を与えることができるのです。

イリス：おお、便利ですね。

シェフィル：［衰弱］以外にはなにができるの？

クロヴィス：《エンタングル》で敵の移動を封じたり、《ピアシングペイン》で対象が与えるダメージを貫かん通つうダメージに変えたり……その他にもいろいろなことができます。

ＧＭ：……なんかさ、今思ったんだけど、グランジは戦せん闘とう員いん作ってるよ（笑）。

クロヴィス：明らかにここ、忍にん者じやの里ですよ。

ＧＭ：忍者の里ではない（笑）。データはだいたいわかった。次はパーソナルな部分を教えてくれ。

クロヴィス：ういっす。ライフパスは［出自：冒ぼう険けん者しや］［境遇：師匠］［目的：名誉］。この師匠はグランジってことで。性格は猪ちよ突とつ猛もう進しん型がた。だけど、名誉を重んじるので、侮ぶ辱じよくされるようなことをやられると、速そつ攻こう喧けん嘩かを売ってしまうという。（渋しぶく低い声で）「侮辱は、死をもって償つぐなえ！」

カナデ：どんな子供だ！（笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：キャラクター紹介が終わったところで、次はギルドを作成しよう。今回はキャラクターレベルが６からのスタートなので、ギルドレベルもちょっと上がって３からだ。

カナデ：ギルドマスターはどうします？

イリス：シェフィルでいいんじゃないですか。みんなを引っ張っていってくれそうですし。

シェフィル：まとめ役のカナデじゃなくて？（笑）

カナデ：ハンドアウトの内容からすると、フォロー役って感じなので、リーダーよりは参謀っぽい気がしますね。

クロヴィス：シェフィルでいいと思う。オレもキャラ的にリーダーより、特攻隊長とかのが似合うだろうし。

イリス：というわけで、ギルドマスターはシェフィルで（笑）。

シェフィル：がんばります（笑）。

ＧＭ：了解。んで、ギルド名だが……これはセッション中に決めよう。実際にギルドを組んでもらうシーンがあるんで、そこまでに考えてみてくれ。

一同：はーい。

シェフィル：じゃあ、あとはギルドサポートですね。

カナデ：３レベルだと取得できるギルドサポートは四つ。なにを取りましょうか？

クロヴィス：やはり《蘇生》、《陣形》は外せないでしょう。

イリス：《祝福》に《限界突破》、《高機動部隊》あたりも強いですよね。

シェフィル：《目利き》とかよくないですか？（笑）

イリス：《目利き》!?




　やいのやいのと取得するギルドサポートを検討する一同。

　そして、一〇分後───。

　彼らが取得したギルドサポートは、次のとおりである。




▼取得ギルドサポート

　《蘇生》《祝福》《陣形》《限界突破》




ＧＭ：うし、これでギルドの作成もＯＫ。あとはＰＣ間コネクションを決めて、セッションを開始しよう！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆過か去この敗北




　遥はるかなる過去の一ひと幕まく───。

　無数の岩が突つき立つ荒こう野や。乾かわいた風が吹ふき抜ぬける大地には、無数の破は壊かいの痕あとが穿うがたれ、無む惨ざんな姿すがたをさらしている。

　それはふたりの巫女みことそれを守る騎士が矛ほこを交えた場所だった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズ。最初はイリスから始めよう。それは、八〇〇年前に起きた闘とう争そうの一部を回想するシーンだ。

イリス：ハンドアウトに書かれていたシーンですね。

ＧＭ：そうそう。そして、キミが守るべき存そん在ざい───〝薔薇ばらの巫女〟を失なう場面でもある。

シェフィル：あれ？　イリスが仕えていた主って……やっぱり薔薇の巫女？　でも、刻こく印いんの色は黒ってさっき言ってなかったっけ？　ノエルはピンクっぽい色だったよね？




薔薇の巫女

　かつてこの地上に神しん竜りゆうゾハールが降こう臨りんした時、人間たちがそれを世話するために差し出した者。生来、強い魔ま力りよくの資し質しつを持ち、その身体の一部に薔薇を模もした〝刻印〟が刻きざまれていることからこう呼よばれる。

　また、巫女にはゾハールより〝薔薇の守しゆ護ご者しや〟と呼ばれる騎士が与あたえられたと伝でん承しように残っている。




ＧＭ：そうだね。少なくとも、イリスが仕えている少女は、〝薔薇の巫女〟と呼ばれる存在なのはまちがいないようだ。

シェフィル：〝薔薇の巫女〟って複ふく数すういたの？　しかも刻印の色が黒って。

ＧＭ：さてね？（笑） ともかく演えん出しゆつを続けよう。……場所はいずこかの荒野。大小無数の岩が突き立つ、荒あれ果はてた険けわしい大地だ。

イリス：僕ぼくはどんな状じよう態たいなんでしょうか？

ＧＭ：満まん身しん創そう痍い、精せいも根も尽つき果はてて、立つことすらままならない。岩に背せを預あずけて、ギリギリ立っている、というところだ。

イリス：いきなりやばい!?　じゃあ僕が守っているという巫女様は？

ＧＭ：少し離はなれた場所で倒たおれてる。キミほどではないが、彼かの女じよもまた傷きずついている。だが、それでもキミのもとに近づくため、立ち上がろうとしているな。

シェフィル：そこで、巫女がイリスの名前を呼よんだりしますよね。（弱々しい声で）「イリス……」

ＧＭ：か細い、今にも消え入りそうな声が、イリスの心に突つき刺ささる。

イリス：マスター、無理はなさらず。今、そちらへ参ります……！　槍やりを杖つえ代わりに、なんとか彼かの女じよのもとに向かおうとします。

ＧＭ：だが、キミの歩みを阻はばむように、ひとりの男───漆しつ黒こくのコートを身に纏まとった騎士が立たち塞ふさがる。

イリス：む、誰だれですか？

ＧＭ：その顔ははっきりとは見えない。少なくとも、キミの記憶にない人物だ。

クロヴィス：あれ？　その黒騎士っぽい奴やつも巫女に仕えている感じ？

ＧＭ：そのとおり。とりあえず黒騎士としておくが……彼の背はい後ごにもひとり、その身に〝薔薇の刻印〟を刻きざまれた少女が立っている。青ざめた表ひよう情じようで震ふるえているね。

クロヴィス：え、なんだこのシチュエーションは（笑）。

シェフィル：でも、敵てき側がわの巫女はあまり戦いたくない雰ふん囲い気き……？

ＧＭ：うん、彼女は戦いに消極的みたいだね。黒騎士に向かって、「ねえ、もうやめよう？」って言ったりもしている。

イリス：……お？

ＧＭ：少女の言葉に黒騎士は静かに首を横に振ふる。「なりません。今ここで───を殺さねば、あなたが死ぬことになる」

イリス：ん？

カナデ：名前の部分がよくわからなかったんですけど。

ＧＭ：実じつ際さいよく聞こえないんだよ。イリスは記き憶おくの一部を失なってるから、守ろうとしていた少女の名前はこの場ではわからないという演出だな。

イリス：ああっ、なるほど！

ＧＭ：巫女の願いを退しりぞけ、黒騎士が剣けんをイリスに突つきつける。

イリス：了りよう解かいです。じゃあ、槍を構かまえながら、黒騎士に言います。まだだ……！　マスターは僕が守ってみせる！

ＧＭ：しかし、その直後、黒騎士の背後から、キミが仕える巫女の声が聞こえてくる。「イリス……やめて……」

イリス：マスター？

ＧＭ：視し線せんを転じると、ボロボロになりながらも微笑ほほえむ主の姿すがたが見える。彼女はキミに向かって言う。「もういいの……」

イリス：な、なにを言うんですか。諦あきらめないでください！

ＧＭ：「いいえ、もう十分です。この時をもってあなたを騎士の任にんから解ときます。だから、どうか生きてください」そう告げる巫女の瞳ひとみからは、一ひと筋すじの涙なみだが流れる。

イリス：ええっ!?　騎士の任にん命めいって簡単に解けるものなんですか？

ＧＭ：薔薇の巫女と騎士の契けい約やくは魔ま法ほう的なものだけど、解こうと思えば解けるよ。巫女が望んで、騎士───つまりイリスが同意すればね。キミの意い志ししだいだ。

イリス：なら、拒きよ否ひしたいんですが。

シェフィル：じゃあ、ここでかっこいいセリフだね（笑）。

イリス：ええっ!?

ＧＭ：いいねえ。荻さん、今日はいいセリフ言うまで……逃にがさないよ？（笑）

イリス：えーっと、んー……じゃあ。あなたを守ることが、騎士である僕の本分。僕はあなたのためにここに居いるんです。だから、あなたとの契約を破は棄きする気はありません！

ＧＭ：いいね。すると彼女は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせたのち、少し笑顔になって───。

シェフィル：（巫女になって、嬉しさに涙ぐむような芝居で）「バカ……」

イリス：イエス、マスター。バカでかまいません。あなたを守ることが僕の本ほん懐かい。

カナデ：おおー、かっこいいですね。

ＧＭ：「見事な忠ちゆう義ぎだ。ならば、最後の慈じ悲ひを示しめそう。主の死を見たくあるまい。まず貴き様さまから仕し留とめる」言うや否いなや、黒騎士が大だい上じよう段だんから剣を振ふり下おろす！

イリス：くっ！




　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放たれた黒騎士の斬ざん撃げきを、イリスが槍で受け止めた。

　しかし、それが限げん界かい。続く横よこ薙なぎの一いち撃げきで槍を弾はじき飛とばされてしまう。

　黒騎士が流れるような動きで刺し突とつを繰くり出だす。

　冷たく輝かがやく刃やいばが、一直線にイリスへと迫せまり───。




ＧＭ：しかし、黒騎士の剣がイリスを貫つらぬくかと思われたその時、ひとつの影かげが割わって入る。

イリス：マ、マスター？

ＧＭ：そのとおり。どこにそんな力が残っていたのか。巫女が、自らの身体を盾たてにキミを守る。その結果、黒騎士の剣は彼女の心しん臓ぞうを貫つらぬいた。───致ち命めい傷しようだ。

イリス：マスター……っ！　慌あわてて、駆かけ寄よります！

ＧＭ：黒騎士が剣を引ひき抜ぬき、巫女の身体が崩くずれ落おちる。そして、キミは彼女をギリギリで抱だき留とめた。

イリス：マスター……っ！　どうして、こんなことを……!?

ＧＭ：「ごめんなさい。でも、あなたに死んで欲ほしくなかったの……」そう言って彼女は微笑み、そっとイリスの頬ほおを撫なでる。

イリス：と、とりあえず傷きず口ぐちを手で押おさえて止血します！

ＧＭ：だが、血は止まらない。流れ出る命が、キミの腕うでを赤く染そめていく。

[image: ]

イリス：あ、ああ……！　こ、これ、トラウマになりますって!?

クロヴィス：戦いに負けた上に、守るべき対象に守られるとは。そりゃ、トラウマになるわ。

ＧＭ：そのためのシーンだからな。巫女は残された力を振ふり絞しぼり、言葉を紡つむぐ。「あなたの騎士の任を解きます。これからは私わたしのことは忘わすれて生きて行きなさい」

イリス：そんな、そんなことできるはずが……！

ＧＭ：イリスが叫さけんだ直後、巫女の命が尽つき果て、その身体が光の粒りゆう子しとなって、腕の中からこぼれ落ちていく。

イリス：ああ……！

ＧＭ：巫女の消しよう滅めつを確かく認にんした黒騎士が、戦いの終わりを告げるように剣を鞘さやに収おさめた。そして、自分の主と共に去ろうとする。

イリス：追いかけます！

ＧＭ：しかし、黒騎士を追いかけようとしたところで、キミの身体が足元から〝ピキピキ……っ〟と石化を始める。

イリス：こ、これは!?

クロヴィス：（黒騎士になって）「もはや私が手を下すまでもない。主を守れなかった騎士として、その惨みじめな姿をさらしていくがいい」

ＧＭ：と、黒騎士はそう言った（笑）。

イリス：くそー……っ！　くやしいけど、どうしようもないですよね……。

ＧＭ：この場面は回想シーンで、過去にあったことだからね。

カナデ：最後になにか言います？

イリス：言いたいです。言いたいんですけど、なにも言えないんですよ。ただ、必死の形相で、黒騎士に手を伸のばすことしかできない。

ＧＭ：では、イリスの身体はどんどんと石化し、やがて意い識しきを失なう。だが、その直前にキミは黒騎士が自分の巫女に跪ひざまずき、こう告げるのを聞く。「もうしばしお待ちを、我が主。必ずや残る巫女を倒たおし、あなたを必ずや───……」




　黒騎士にかしずかれた巫女は、ただ悲しそうに自分の騎士を見ている。

　その悲しい瞳ひとみがイリスへと向けられるのと同時に、彼の意識は闇やみに呑のまれた。

　肉体を封ふうじられ、身動きもできぬまま、無む限げんとも思える時間を過すごす。

　心はすり切れ、記き憶おくは摩ま滅めつしていった。




　そして、八〇〇年の時が流れた───。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、そんなところでイリスは───。

イリス：がばっと起きて、言う。……はっ!?　夢ゆめか───（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：そのとおり（笑）。それはキミ自身が過去に体験した光景。その記憶はもはや薄うすれ、細部を思い出すこともできない。でも、キミには、それはリアルな現げん実じつとして今も夢を見る。たしかにキミには仕えるべき主がいた。

イリス：そして守れなかった。それだけは憶おぼえていると。

ＧＭ：そのとおりだ。

イリス：じゃあ、ベッドから半身だけ起こしてぜえぜえと息をしよう。身体中、冷たい汗あせでびっしょりです。

ＧＭ：うん。で、そんな時だ。〝───コンコン〟　ふいにキミの部屋のドアが、ノックされた…………てなところで、シェフィルに登場してほしいんだが。

シェフィル：はーい。

ＧＭ：その日は、ミラがディアスロンドに旅立つ前日の夕ゆう刻こく。今こん晩ばん、彼女の見送りパーティをすることになってるんだが、会場である村の神しん殿でんに行こうとイリスを迎えに来たんだ。普ふ段だんならとっくに起きている時間な上、集合時間も過すぎているというのに。

シェフィル：じゃ、扉の外から声をかけるね。「イリス、どうかしたの？」こんこん。

イリス：まだ悪夢の中にいるようです（笑）。うーん、うーん……。

シェフィル：い、イリスっ!?　イリス、入るよ！

ＧＭ：部屋に鍵かぎはかかっていない。扉とびらを開いて中に入ると、ベッドの上で上半身だけ起こし、肩で大きく息をしながらうつろな表情でうめくイリスの姿がある。

シェフィル：イリス、大だい丈じよう夫ぶ……？

ＧＭ：と、声をかけたシェフィルの顔と、夢の中の巫女の顔が、イリスにはぼんやりと重なって見える。どことなく似ているような気がする。

イリス：…………。

シェフィル：…………。

イリス：シェ、フィル……？　覚かく醒せいしきってない頭で、ぼんやりとつぶやきます。

シェフィル：イリス……？　また、夢を見たの？

イリス：いえ、大丈夫です……ああ、もうこんな時間ですか。

シェフィル：（心配そうに）しっかりしてよ。今日はミラの見送りパーティの日なんだからさ。みんなもう神殿に行っちゃってるけど……イリス、行ける？

イリス：すみません。今日は、ミラさんを送り出す大切な日でしたね。わかりました、すぐに準備します。あっ、ちなみに僕、上半身裸はだかでいいですか？

シェフィル：裸なの!?

イリス：いやいやいやっ、変な意味はないです！　あと、全身ではなく上半身だけです！　ようは身体に古ふる傷きずがたくさんあるっていうのを見せたかったんです！

ＧＭ：なるほど（笑）。じゃあ、ベッドから出ると、イリスの鍛きたえられた肉体が露あらわになる。齢よわい一八やそこらに見えるイリスだが、身体に刻まれた無数の古傷は、何十年も戦い続けてきた歴れき戦せんの戦士を彷ほう彿ふつとさせる。

シェフィル：さっとうしろを向きながら言う。……は、早く服着て！（笑）

イリス：ああ！　す、すみません！　恐きよう縮しゆくしながら、いそいそと着き替がえます（笑）。

シェフィル：うしろ向いたまま、「───終わった？」って声をかけるね。

イリス：はい、もう大丈夫です。

シェフィル：くるっと振ふり向むくよ。

イリス：その時には、悪夢に憔しよう悴すいしてた顔も元どおりになって、平へい常じよう時じの姿すがたに戻もどっていますよ。服もちゃんと着てます（笑）。

シェフィル：よしっ！　じゃ、行こっか！

ＧＭ：そう言って、笑顔で駆かけ出していくシェフィル。

イリス：では、僕もあとに続きましょう。

ＧＭ：では、ふたりがグラニー家をあとにし、村の神殿に向かったところでシーン終了だ。







◆Opening02◆宴うたげの準じゆん備び




　村の中央に建たつ神しん殿でんは、多くの村人たちで賑にぎわっていた。

　夜のパーティに向けて、準備が進められているのだ。

　先に到とう着ちやくしたカナデとクロヴィスも、それぞれの仕事をこなしている。




ＧＭ：それじゃあ、カナデとクロヴィスの方へカメラを移うつそう。シェフィルとイリスは好きなタイミングで登場していいから。

シェフィル：はーい。

イリス：了りよう解かいしました。

クロヴィス：んで、どんな感じなんだ？

ＧＭ：ふたりは村の中央に建つ神殿で、見送りパーティの準備をしている。神殿といっても規き模ぼはそんなに大きくない。ちょっと大きな家程てい度どだと思ってくれ。

カナデ：そこにパーティ用のテーブルを運はこび込こんだり、飾かざり付つけしてたりするわけですね。

ＧＭ：そうそう。神殿の入口は開け放たれていて、礼れい拝はい堂どうを中心に村人たちがどたばたと出入りしてる。夜に行なわれるパーティの準備で大おお忙いそがしだ。

クロヴィス：んじゃ、オレは礼拝堂の飾かざり付けをしよう。高いところはオレに任まかせときな！　〝シュパー───……ッ〟と金きん属ぞく糸しを飛ばして、器用に飾りを結びつけてる（笑）。

カナデ：カナデは隅すみっこでバイオリンの調ちよう律りつをしてます。パーティといえば演えん奏そうはかかせないでしょう。

ＧＭ：いいね。さて、そんな感じで誰だれもがせわしなく動く中、ひとり居い所どころがなさそうにきょろきょろしている少女がいる。

クロヴィス：ん、誰だ？

ＧＭ：線の細い可憐なエルダナーンの少女で、胸元の開いた服に薄手のケープという出で立ちをしている。キミたちにとっては馴染みの人物───ミラだ。

カナデ：あっ、彼かの女じよもいるんですね。なにをしてるんでしょうか？

ＧＭ：ミラも準備を手伝いにきたんだよ。ただ、パーティの主しゆ賓ひんなんで、村人たちは「いいからあんたは座すわってなって！」って断わってる。ミラは困った様子できょろきょろと辺りを見渡しながら、特徴的な長いポニーテールが尻尾みたいにふりふり揺らしているな。

クロヴィス：手持ちぶさたにしてるんだな。んじゃ、声をかけるか。おう、ミラ。パーティの主役がどうしたんだ。まだ準備中だぞ。

ＧＭ：オロオロしてたミラだが、クロヴィスに気づいてほっとする。「クロさん。私わたしもなにかお手伝いしたいんですけど、みんなに断ことわられてしまって……」

クロヴィス：そりゃ、おめえはパーティの主役だからなぁ。しょうがねえだろ。

ＧＭ：「でも、なんだか落ち着かなくて……」

カナデ：ミラさんらしいですね。合流して、くすりと微笑ほほえみかけます。

クロヴィス：オレはやれやれと肩かたをすくめるぜ。別にやましいことなんかねえんだ。どんと構かまえればいいじゃねえか。

ＧＭ：「そうなんですけど……」やはり申もうし訳わけなさそうなミラ。

クロヴィス：やれやれ、難なん儀ぎな性せい格かくしてんなぁ。

シェフィル：……そろそろかな。三人で話してるところに登場するね。

イリス：では、僕ぼくも一いつ緒しよに。

ＧＭ：了解だ。礼拝堂にふたりが現われると、ミラが気づいて呼よびかけるよ。「あ、シェフィルちゃん！　イリスさん！」

クロヴィス：やっときたか。イリス、寝ね坊ぼうとかしまんねえぞ？　悪あく夢むを見ていたことは知らないから、ふつうに接せつしよう。

イリス：それで問題ないです。わざわざ話すこともないと悪夢のことは黙ったまま、謝あやまっておきますね。すみませんでした。遅れた分は、働いて返しますから。

カナデ：ふふっ、がんばってください。

シェフィル：それで、三人でなにを話してたの？　まだ準備中なのにサボリ？

クロヴィス：ちげえよ。ミラがパーティの準備を手伝いたいって言うから、どうしたもんか思案してたのさ。

シェフィル：そういうこと。もう、ミラちゃん。あなたのためのパーティなんだから、気にしなくていいのよ。どんっと構えてなさい。

ＧＭ：「で、でも……」

シェフィル：いいから、ミラちゃんは座ってる！（笑）

ＧＭ：「は、はい……」ミラはしぶしぶ椅い子すに座った（笑）。

シェフィル：んで、わたしたちは……みんな手伝いにいっちゃうと、ミラちゃんがひとりになっちゃうな。

カナデ：誰か残って話し相手になってあげるといいんじゃないですか？

ＧＭ：そうだな。そうすれば、ミラが暇ひまを持もて余あまさずにすむだろう。

シェフィル：じゃあ、イリス。あなたが話し相手になってくれる？

イリス：僕ですか!?　……シェフィルの方がよいのでは？

シェフィル：イリスがいいと思うな。ちなみに口にはしませんけど、イリスのことをちょっと気き遣づかってます。悪夢見てたので、無理させない方がいいかなって。

一同：ああー。

ＧＭ：たしかに、ミラの話し相手をしてれば、力仕事とか振ふられたりはしないな。

カナデ：なら、なんとなく察して後あと押おしを。そうですね、それがいいと思います。では、カナデは演えん奏そうの打ち合わせがあるので行きますね。

クロヴィス：オレは馬ば鹿かだから気づかないけどよォ、なんとなく合わせるわ。うん？　よくわかんねえけど任まかせた！　飾り付けに戻もどるぜ。

シェフィル：じゃあ、イリスよろしく。ミラちゃん、またあとでね。挨あい拶さつして、わたしも準備に参加する。

ＧＭ：というわけで、ミラとイリスだけが残された（笑）。

イリス：……と、とりあえずミラの隣となりに座って挨拶を。どうも。

ＧＭ：「ど、どうも」ミラがぺこりと挨拶を返す。

イリス：……。

ＧＭ：……。

一同：……。

シェフィル：荻さんっ、なんか喋しやべって！（笑）

イリス：す、すいません。フリーズしてしまいました（笑）。えーっと、ミラはディアスロンドに行くとのことですけど、めでたいことなんですよね。

ＧＭ：うむ。ディアスロンドは神殿の総そう本ほん山ざん。そこに才覚を認みとめられて受け入れられるってことは、かなり名めい誉よなことだ。

イリス：では、素す直なおにそのことを祝いましょう。おめでとうございます、ミラ。

ＧＭ：「ありがとうございます」照れくさいのか、少し頬ほおを赤らめてミラがお礼を言う。

イリス：ただ、会えなくなってしまうのは寂さびしいですね。

ＧＭ：「でもずっと離はなれるわけではないですし、長期休暇には戻もどってきますから」

イリス：そうですか……。そしてまた沈ちん黙もくが（笑）。

クロヴィス：気まずいな！（笑）

イリス：あ、あはは……。どうしたものでしょうか。この八年間で失なわれた力はある程てい度ど戻りましたが、騎き士しとして女じよ性せいを喜ばせる話わ術じゆつは戻っていません（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ミラも気まずいから、パーティ会場の設せつ営えいをしてるシェフィルに助けを求める視し線せんを送ろう。

シェフィル：「にこっ」って笑顔を返します（笑）。

イリス：続けろと!?　というか、僕は記き憶おくがないから話せることは多くないんですよね。もう困こまり果はてて、僕もシェフィルに助けを求める視線を送ります（笑）。

シェフィル：よし、わかった！　じゃあ、荷物が重いと助けを求めよう。イリス～！　これ、重い～！　ちょっと運んでちょうだい！

イリス：はい、今いきます！　ミラにはひと言断ことわって席を離はなれましょう。指し示じに従したがって、荷物を持ってあげたりします。

ＧＭ：では、ふたりで準備を進める様子を、ミラがぽーっと見ているわけだ。ちょっと羨うらやましそうかな。

シェフィル：ミラからしたら、そんな関係が「いいなー」ってことなのかな？

ＧＭ：「仲がよくていいな」とは思ってるだろうね。

クロヴィス：まあ、放っておくのもなんだし、オレもミラともう少し話そう。イリスと入いれ替かわりで、ミラのとこに行くぜ。

ＧＭ：「クロさん、もう飾り付けはいいんですか？」

クロヴィス：一段だん落らくってところだなぁ。つーか、ミラ、なんか暗いぞ？　じっとしてるからしけた面つらになっちまうんだ。一丁景気づけに、歌ったらどうだ。ほら、練習なら、カナデと一緒にできるだろ？

シェフィル：なになに、ミラの歌？　わたしも聴ききたい！

イリス：いいですね。ぜひ！

カナデ：そういうことなら伴ばん奏そうしますよ。

クロヴィス：───そして炸さく裂れつする殺人バイオリン。

シェフィル：殺人バイオリンっ!?

ＧＭ：……そういや、バイオリンを奏かなでて魔ま術じゆつを使うって設せつ定ていだったな。

カナデ：いや、必ずしも演奏＝魔術ってわけじゃないですから（笑）。ふつうに演奏します。

ＧＭ：じゃあ、カナデの演奏に合わせてミラが歌い出す。透き通るような美しい声に、村人たちもちょっと手を止めて、彼女の歌に耳を傾かたむける。

イリス：うまいものですね。

ＧＭ：ミラの歌を聞くイリスの脳裏に、この村で過ごした思い出が浮かび上がっていく。そして、おもむろに思い出す。自分が、シェフィルたちと出会ったあの日のことを───。

一同：は？

シェフィル：なに、いきなり……（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、ここから長大な過去の回想に突とつ入にゆうします。

一同：長大なっ!?

ＧＭ：うむ。思い出すのは、今から八年前に起きた、とある事件の記憶だ。

イリス：では、遠い目をしてつぶやきましょう。───もう、八年も経つんですね。僕が彼女たちと出会い、この村で過ごすようになってから……。

ＧＭ：そして、その言葉をきっかけに……イリスは、あの日の風景を心の中で思い出し始めて───……。




　───ここで、物語は少しばかり時を遡る。
















◆Opening03◆子こ供どもたちの決意




　聖せい暦れき一〇〇二年、エリンディル北方の寒村ブリギット。

　その中に建つ家のひとつ───グラニー家で、ひとりの少女の命が危き機きにさらされていた。

　懸けん命めいの看かん護ごも虚むなしく、少女の命は燃もえ尽つきようとしていた。




ＧＭ：というわけで、ここから回想シーンに入る。時間を巻き戻して聖暦一〇〇二年のブリギット村───時じ刻こくは夕方、空が茜あかね色いろに染そまる頃ころ合あいだ。イリス以外の三人は登場してくれ。

シェフィル：はーい。

クロヴィス：八年前だと……オレとシェフィルが七歳、カナデが八歳の時か。

カナデ：一番やんちゃな時期ですねぇ。

ＧＭ：うむ。そして、この回想の間、キミたちのデータは６レベルのものではなくなる。というわけで、１レベルのキャラクターシートを使ってくれ。

クロヴィス：うお！　時間だけでなくデータも巻き戻ったぞ！（笑）

カナデ：このために１レベル時のデータを残しておかせたわけですか（笑）。

ＧＭ：そういうこと。なお、１レベルと６レベルのデータは別々に管理する。たとえば、１レベル時にＨＰやＭＰが減ってたり、フェイトやアイテムを使ったとしても、６レベルのデータには影響しない。

イリス：ＭＰとかフェイトを無理に温存しなくてもよいと。

ＧＭ：そうだ。ガンガン使っちゃってくれ。と、説明したところでシーンを再開しよう。キミたち三人は、いつも一いつ緒しよに行動してる仲間だと思ってくれ。外から人がくることが滅めつ多たにないんで、遊ぶ面子めんつも自然と同じになるんだな。

カナデ：とはいえ、まったく外界と交流がないわけではないんですよね？

ＧＭ：そうだな。ブリギット村は北部辺境にあって、環かん境きよう的てきに厳きびしい場所だ。自給自足はできないから、一週間に一回、外と交こう易えきしながら、細々とやりくりしている。

イリス：そんなにきついのなら、別の場所に移うつった方が楽そうな気もしますが。

ＧＭ：ところが、不思議と外に出ようとする村の人間はいない。そこら辺には、村の隠かくされた秘ひ密みつがあったりするんだが───。

クロヴィス：子供だからオレたちは知らない、って感じかぁ。

ＧＭ：そのとおり。んで、今キミたちは、シェフィルが住んでいるグラニー家の二階にある寝室にいる。室内にはひどく重い空気が流れていて、キミたちはベッドに横たわる人物を心配そうに見守って───。

シェフィル：じっちゃん!?

ＧＭ：ちがう！（笑）ベッドで休んでいるのは、幼なじみの少女ミラだ。

シェフィル：あ、ミラちゃんなんだ。

カナデ：みんなで集まって心配してるってことは、病気かなにかで？

イリス：そういえば、子供の頃は病弱だったという話でしたね。

ＧＭ：うん。今、ミラは相当な高熱が出ていて、呼こ吸きゆうもかなり荒あらい。ベッドに横たわる彼女は、一目見ただけでわかるほど苦しそうにしている。

シェフィル：お医者さんは？

ＧＭ：小さな村だし専せん門もんの医者はいないんだよ。さらに、他の村や町までは距きよ離りがあるから、外から医者を呼よぶにもかなりの時間が必要だ。

クロヴィス：やべえじゃん！

ＧＭ：一いち応おう、村の神しん殿でんを管理してる神官が医者代わりにきてはいる。ちなみに神官ってのはロイドのことだ。彼は神しん妙みような表情でミラの容よう体だいを看みてるよ。

クロヴィス：おお、オレのコネが（笑）。

ＧＭ：ロイドがミラを診しん察さつしている様子を、キミたち三人が心配そうに見ていると、彼の診察が終わる。そして彼は頭を掻きながら、「チッ……。だめだ、こりゃ」とかつぶやく。

シェフィル：そんな口調なの!?（笑）

カナデ：しかも、舌した打うち……（笑）。

ＧＭ：ぱっと見、無精髭を生やした、いかにも不良中年って風体の男なんだよ。

クロヴィス：じゃあ、診察を終えたロイドに聞くぜ。なあ、ミラ、なおるんだろ？

ＧＭ：（妙みようにひねくれた感じで）「あぁ？　治るに決まってんだろ、俺が看てるんだぜ？　お前らが心配する必要はねぇよ」

シェフィル：で、でも、熱がどんどんあがって……。

クロヴィス：すげえくるしそうだぜぇ!?

カナデ：それにさっき、「チッ」って……。

ＧＭ：「おーおー、相変わらずお前はいろんなところを見てるなぁ！　生意気なお子ちゃまがぁ！」ロイドは誤ご魔ま化かすように、カナデの頭をぐりぐりと撫でる。

カナデ：きゃー！　い、いたいです！（笑）

ＧＭ：「騒さわぐとミラの身体に障さわる。看かん病びようしたいなら静かにしろ。できなきゃ外で遊んでな」

シェフィル：（幼い、舌っ足らずな声で）……うー、わかった。しずかにする……。

ＧＭ：では、三人が心配そうにミラの様子を看ていると、村人がひとり入ってきて、交こう換かん用の冷たい水の入った桶おけと清せい潔けつなタオルを置いていく。

カナデ：頭を冷やす用のですね。

シェフィル：じゃあ、タオル絞しぼって、頭にのせてあげる。……ミラちゃん、くるしそう。

ＧＭ：額ひたいに置かれたタオルのひんやりとした感かん触しよくを感じ取り、ミラが目を開く。そして、キミたちの姿すがたを見て、「大だい丈じよう夫ぶ……」とか細く応こたえる。

シェフィル：ミラちゃん！

クロヴィス：ミラ！

カナデ：ミラさん。

ＧＭ：「ごめんね、心配かけて……でも、大丈夫、だから……」と、今にも消え入りそうな、弱々しい声で言う。

クロヴィス：いや、ぜんぜん大丈夫じゃねえだろ！（笑）

シェフィル：このままだとやばいよね？

ＧＭ：うむ、今にもぽっくり逝いきそうだ。とまあ、そんなやり取りをしていると、今度はシェフィルの祖そ父ふグランジが現あらわれる。

シェフィル：じっちゃん！

ＧＭ：彼はキミたちとミラを安心させるように視線を返してから、ロイドに近づき、何事かをささやく。ただ、声が小さいせいで、その内ない容ようはうまく聞き取れない。

クロヴィス：なんだ、なんだ？

ＧＭ：しばらくして、ロイドはミラの看病をキミたちに任まかせて、グランジと一緒に部屋をあとにする。「悪いがちょっと話してくる。お前ら、ミラのこと、見ててやってくれ」

クロヴィス：お、おう！

カナデ：まかせてください。

シェフィル：わざわざ場所を変えるなんてあやしいなぁ。

ＧＭ：シェフィルの視線を無む視しして、ロイドは部屋を出て行く。しばらくして、階下から大人たちの話し声が微かすかに聞こえてくるよ。

シェフィル：聞きたい！　けど、ミラちゃんを放っておくわけにはいかないよね……。

カナデ：なら、カナデが水とタオルを交換しに出て行くので、その途と中ちゆうで内容を聞くというのはどうでしょう。

クロヴィス：いいね、オレもつき合うぜ！

シェフィル：それがいいかな。じゃあ、わたしはミラちゃんの看病に残るということで。

ＧＭ：わかった。じゃあ、カナデとクロヴィスが部屋から出て、階かい段だんを降おりようとしたところで、焦あせった感じの大人たちの声が───。

シェフィル：（グランジになり）「まさか、ここまで深しん刻こくだとはな……」

クロヴィス：（ロイドになり）「まいったな。手持ちの薬じゃどうにもならん。〝あの薬草〟が手に入れば、なんとかなるんだが……」

イリス：（村人になり）「なに、あの崖がけの上にある薬草か!?」

ＧＭ：なんで知ってるんだよ!?　そうだよ、そういう話だよ！（一同爆ばく笑しよう）

クロヴィス：本当にそうだったのか（笑）。

ＧＭ：概おおむね当たってる（笑）。あらためてちゃんと演えん出しゆつするぞ。カナデとクロヴィスが階段を降りようとした時、まずロイドの声が聞こえる。「……このままじゃ助からねぇ」

カナデ：足を止めて、耳を澄ませます。

クロヴィス：オレも耳をダンボにするぜ。

ＧＭ：すると村人たちの会話を聞くことができる。「街の医者は？」「……だめだ。今、〝例のヤツ〟のせいで、この村にゃ誰だれも入れねぇんだ。お前も知ってんだろ」

シェフィル：〝例のヤツ〟って？

ＧＭ：具体的になんなのかは、すぐに思いつけない。ただ、村人の声音に混じる恐怖や怯えから、それがとても危険なものだろうというのはわかる。

クロヴィス：（小声で）むむむ、なんだかむずかしい話してるぜ……。

カナデ：（小声で）そうですね……。

ＧＭ：ふたりが怪け訝げんそうにしている間にも、村人たちの会話は続く。「ヤツをなんとかできないのか？」「何人か森に送った。もうすぐ帰ってくるだろう」と言った瞬しゆん間かん、〝バンッ〟と勢いきおいよく扉とびらを開ける音が、階下で鳴なり響ひびく。

クロヴィス：お、なんだ？

ＧＭ：次いで、どたばたと慌あわただしい足音、切迫した叫び声が聞こえてくる。「ロイドッ！　仲間がやられた！　治ち療りようを頼たのむ！」「チッ、どうやら朗ろう報ほうは聞けそうにねえな……」

クロヴィス：なんだ、なんだぁ？　なにがあったんだ？（笑）

シェフィル：これ、子供なら行っちゃうよね！

カナデ：行っちゃいますね（笑）。

クロヴィス：カナデと一緒に超ちよう降りていくぞ。なんだ、なんだぁ!?

カナデ：なにかあったんですか～？

ＧＭ：階段を降りると、武ぶ装そうした村人───自じ警けい団だんの面々が十数人ほど玄げん関かんから入ってくるのを目もく撃げきする。ちなみに、彼らは全員負ふ傷しようしてるぞ。幸い、死者はいないようだが、血まみれで意識を失なっている者がいたりはする。

クロヴィス：うわぁ！

イリス：こ、これは子供には見せちゃいけない類たぐいの光景では……。

カナデ：ぎょっとしちゃいますね。なにが、あったんですか……？

ＧＭ：「お前らは上に行ってろ！　子供が見るもんじゃねぇ！」とロイドの怒ど号ごうが飛ぶ。ただ、キミたちを追い出す余よ裕ゆうもなく、すぐに怪け我が人にんの治ち療りように取りかかる。

クロヴィス：あわわ!?　とりあえず、様子を見るぜ。

ＧＭ：「首しゆ尾びは？」ロイドが治療しつつ、比ひ較かく的てき軽けい傷しような村人に尋たずねる。「だめだ、〝ヤツ〟には歯が立たねぇ」と、村人が沈ちん痛つうな面持ちで答えた。

カナデ：〝ヤツ〟……さっき話題に上がってた〝例のヤツ〟のことでしょうね。それで、それと戦って負けたってところでしょうか。

ＧＭ：うん、そのとおりだ。ここでキミたちは、最近この村の周囲を徘はい徊かいしている伝説の動物がいるらしい、という噂を聞いたことを思い出す。

クロヴィス：伝説の動物って、なんか赤カブトみたいだな。

カナデ：それは勝てない。犬をいっぱい連れていかないと。

ＧＭ：そのネタわかんないと思う……（笑）。

イリス：そんな。伝説の動物が熊とは限らないじゃないですか（笑）。

ＧＭ：ともかく、治療を受けている村人が無念の表情で言う。「これじゃあ医者を呼よびに行けねえ。面目ない……！」

カナデ：えっ！　お医者さん、呼びに行けないんですか？

ＧＭ：「……〝ヤツ〟は村の外に出る道に張はっている。退たい治じしようとしたが、とても歯が立たない。送おくり込こんだ戦士も、みんな返かえり討うちにされた……」

クロヴィス：デンセツのドウブツって、つよいんだな!?　あわあわと慌ててるぜ。

ＧＭ：村人たちも頭を抱かかえている。「このままだとミラは、どうなる？」「……助からねえだろうな。せめて〝あの薬草〟があれば、まだ可か能のう性せいはあるんだが」

イリス：出た！　出ましたっ！（笑）

シェフィル：薬草が……っ！（笑）

カナデ：ちなみに、どんな薬草なんでしょうか？

ＧＭ：一年に一度、夜に咲さく白い花で、地元の人間は月つき夜よ花ばなと呼んでいる。開花している時のみ薬やつ効こうを発揮する魔法の植物なんだが、幸運にも今晩、花が咲さく可能性が高い。

イリス：なんと！　偶ぐう然ぜんにも！（笑）

カナデ：カナデたちは、月夜花については知ってます？

ＧＭ：いいよ。キミたちが親と一緒に冒ぼう険けんした時、見たことがあることにしよう。

クロヴィス：なら、ぱっと表情を輝かがやかせよう。ツキヨバナがあれば、ミラは助かるのか！

カナデ：あの花でしたら、今夜あたりに咲くはずですよぉ。

ＧＭ：ふたりが喜んでいると、グランジとロイドの会話が聞こえてくる。「だが、あの洞どう窟くつはこの間の嵐あらしで崩ほう落らくし、入口が潰れておる」「今から土ど砂しやをどけて……いや、それじゃ間に合わねえな」「洞内に続く別の穴あなもあるが、大人が入れるような大きさはない……」

クロヴィス：つまり、子供のオレたちなら通れるってことだな！　これは行くしかねぇよ。

カナデ：ですね。

ＧＭ：キミたちが密ひそかに決意を固めている間にも、グランジとロイドの会話は進む。「ミラは今晩の様子を看みよう。最悪諦あきらめるしかあるまい」「ざけんな！　俺がどんな思いであいつの面倒を見てきたと思ってるんだ!?」

シェフィル：えっ、光ひかる源げん氏じ計画!?（笑）

ＧＭ：ちげえ！（笑）ロイドは身み寄よりのない子供の後見人になってるんだ。グランジは彼に協力していて、子供を育てるのを手伝ったりしてるの。

シェフィル：そうなんだ。子供を集めてなにを作るんだろう、って思った（笑）。

クロヴィス：密かに育成して戦せん闘とう集しゆう団だんにするんじゃねえの（笑）。

カナデ：ろくな大人じゃない（笑）。

ＧＭ：ちがうっつーの！（笑）ともかく、ロイドの言葉にグランジは厳いかめしい顔つきで黙だまり込こむ。するとロイドは、「チッ、俺は一度神殿に帰って医い療りよう道具をあさってみる。ミラの容体が変わったら教えろ」と言って、走り去る。

カナデ：グランジさんはどうします？

ＧＭ：ロイドが去ったあと、自警団の面めん倒どうを見始める。重じゆう傷しよう者しやをベッドに寝ねかしたり、軽けい傷しよう者しやには毛もう布ふや食事を配ったりとか。

カナデ：じゃあ、まだ上には戻ってこなさそうですね。今の内に寝室に戻って、月夜花のことをシェフィルに伝えましょう

クロヴィス：おう、勢いよく部屋に駆け込んで言うぜ。シェフィル！　ヤクソウがあれば、ミラは助かるみたいだぜ！

シェフィル：ホント!?　って、ミラちゃん、具合が悪いし、あんまり騒ぐとよくないよね。どこか別に話せる場所ないかな？

ＧＭ：なら、屋根裏部屋に移動したことにしようか。普段は倉庫として使われている場所で、農耕具とか日用品のストックとかが、ごちゃごちゃと置かれている。

クロヴィス：屋根裏部屋かー。ほのかにロマンを感じさせる場所だよな。うん、オレたちはきっと、そこをたまり場にしてるにちがいない。

イリス：秘密基地みたいですね（笑）。

クロヴィス：そうそう。せっかくだから部屋の端に自分たち用のスペースを作ってることにしよう。回りを荷物で囲って隠してるつもりなんだが、大人にはバレバレだっていう（笑）。

シェフィル：じゃあ、そこにわたしたちが思い思いに持ち込んだものが転がってたりするんだ。積み木とか人形、パズル、いろいろなオモチャに───。

カナデ：絵本とかお菓子もありますよ～。

クロヴィス：あと、訓練用の的としてオレが自作した木製人形が座してる。こんな格好のやつ（くねくねと珍妙なポーズを取り出す）。

シェフィル：えーっ！　かわいくなーい！（笑）

ＧＭ：……とりあえず、キミたちの夢がいろいろと詰まったカオスな場所だってのはわかった（笑）。んじゃ、キミたち三人は屋根裏部屋にある秘密基地にやってきた。ここなら下の村人たちに話を聞かれることはないだろう。
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シェフィル：さっそくサクセンカイギだよ！　カナちゃん、クロちゃん。ミラちゃんを助けられるヤクソウってなに？

カナデ：えーっと、夜にしか咲かない、月夜花っていう花ですよぉ。

シェフィル：ツキヨバナ！　一度、じっちゃんと見にいったことあるよ！

クロヴィス：もう、とりにいくしかねえだろぉ！

ＧＭ：現在の時刻は夕方遅おそく、外が薄暗くなり始めた頃。急げば夜明け前に戻れるだろう。

シェフィル：それじゃあ、行こう！　わたしたちがいっしょなら、きっとだいじょぶだよ！

ＧＭ：了解。じゃあ、ここでお願いがある。ここでギルドを組む演出をしてもらいたい。

カナデ：そういえばハンドアウトにも書いてありましたね。じゃあ、出発する前に、みなさんに言いますよ。みなさん、出るまえにギルドを組みましょう！

クロヴィス：ぎるど……ってなんだ？（笑）

イリス：そこからですか（笑）。

カナデ：まだ子供ですし（笑）。じゃあ、神官の認にん可かを受けてギルドを結成することで、ギルドサポートが使えるとか、基き本ほん的てきなことを説明しますね。

シェフィル：わかった！　なら、それつくらなきゃ！

クロヴィス：でも、それってロイドのキョカがいるんだろぉ？

シェフィル：あのおじさん、怖いからなぁ……。

ＧＭ：お兄さんだ！（笑）たしかに、村ではすごい怖いと言われているが。

クロヴィス：……でも、オレたちしかいけねぇんだから、みとめさせるしかねぇよ！

シェフィル：そっか！　そうだね！

カナデ：ミラさんを助けるためですもの。ゆるしてくれますよ、きっと。

クロヴィス：よし、シェフィル！　オレたちのギルド、けっせいだ！

一同：お───っ！

ＧＭ：それじゃあ、ギルドを作ろうか。本来は神殿で登とう録ろく証しようをもらうんだが、ここは手書きのギルド登録証に書き込むことになる（笑）。

カナデ：まずギルドマスターを決めましょう。

クロヴィス：ギルドマスター……あたまってことだな。オレ、やりたいぜ！　おとこならやっぱり、てっぺんとらねえとよ！

カナデ：クロちゃんは頭が悪いからだめ（笑）。

クロヴィス：えーっ！　たしかにオレは馬ば鹿かだけどよぉ、だからってよぉ!!（笑）

シェフィル：いちばんしっかりしてるから、カナちゃんがギルドマスターがいいと思うなっ。

カナデ：そう……？

クロヴィス：えー、カナデずりぃよー！　ちょっと年上なだけじゃん！

カナデ：むー、じゃあ、シェフィルがギルドマスターでいいんじゃないですか？

シェフィル：（超うれしそうに）むりだよぉーっ!!（一同爆笑）

イリス：なんだか今、すごい作さく為い的てきなものを感じたんですけど（笑）。

シェフィル：そんなことないです（笑）。ギルドマスターってえらいんでしょ。なら、おとなにイチバンしんらいされてるのはカナちゃんだよ。

クロヴィス：でもよー、カナデはどっちかっていうと「さんぼー」ってやつだろ。

カナデ：ああ、いいですねー。ちなみに参さん謀ぼう役やくはトップにはなりません（笑）。

クロヴィス：だな。オレも、なんだかんだやるより、いわれるほうがいいや。よーし、きりこみタイチョーになる！　みんな、役職きめよーぜー。

シェフィル：そっかー。うん、わかった！　じゃあ、わたしが〝ぎるどますたあ〟で、カナちゃんは〝さんぼう〟！　クロちゃんは……〝てっぽうだま〟！（一同爆笑）

クロヴィス：てっぽうだま！　かっけぇなー！　シェフィル、天才だなっ！（一同爆笑）

イリス：えええっ!?　それでいいんですか!?

クロヴィス：ほら、オレは馬鹿だから、「オレも死ぬけど相手も死ぬんだろ？　じゃあかっこいいぜ！」って感じで……（笑）。

ＧＭ：なんつう思考だ（笑）。

カナデ：ギルドマスターを決めたら、つぎはギルドの名前をきめましょう。

シェフィル：ギルドのなまえ……どうしよう？

クロヴィス：やっぱかっこいいのがいいだろー、かっこいいのがよー。

イリス：月夜花っていう花を捜さがしに行くためですし、花を由来にした名前とかはどうです？

シェフィル：ああー、それいいかも。……なら、〝エーデルワイス〟とかどうですか。エリンディルにエーデルワイスがあるのかって疑ぎ問もんはありますけど（笑）。

ＧＭ：そこは気にしなくていいよ。薔薇ばらがあるし、他の花があっても変じゃない。

カナデ：ですね。

クロヴィス：〝黒〟のメンバーが、白い花ってのは面白いな。

カナデ：ちなみに対ついになる〝白〟シリーズ側のギルドは〝ヘッジホッグ〟です（笑）。

イリス：ハリネズミ（笑）。

ＧＭ：ギルド名は特に規き程ていないんで、これっていうのをつけてくれればいいよ。

シェフィル：じゃあ、〝エーデルワイス〟で！　でも、クレヨンで書いた登録証には〝えーでるわいス〟って書いちゃいます（笑）。

ＧＭ：なんで、〝ス〟以外はひらがななんだ（笑）。

シェフィル：まだ子供だから、全部はちゃんと書けないの（笑）。回想以外では〝エーデルワイス〟になりますよ。

ＧＭ：了解。じゃあ、最後に持っていくギルドサポートを決めてくれ。回想中、キミたちはキャラクターレベルが１だから、１レベル分のギルドサポートしか持っていけないんでな。

カナデ：最初は《蘇そ生せい》か《陣じん形けい》がいいらしいですよ。

ＧＭ：適てき切せつだ！　英才教育すぎるだろ！（笑）

シェフィル：でも、いちばんかっこいいのは《ゲンカイトッパ》だよ！

クロヴィス：《ゲンカイトッパ》！　かっけぇなー！　それしかねえだろぉ！

ＧＭ：《限界突破》かよっ!?　《蘇生》じゃねえのかよっ!?（笑）

イリス：アグレッシブな子供たちですね（笑）。




　どのギルドサポートを持っていくか相談する一同。

　そして、五分後───。

　彼らが選せん択たくしたギルドサポートは《限界突破》であった。

　どこまでも前のめりな子供たちである。




ＧＭ：こうして、〝えーでるわいス〟は結成されたのであった。

クロヴィス：よし、《ゲンカイトッパ》だー！　かっこいいー!!　あ、オレ、バカだ（笑）。

カナデ：ギルドもできたし、こっそり準備して、洞窟に向かいましょうか。

シェフィル：じゃあ、そこら辺に散乱してる道具類から、装備品を拾い集めよう。ショートボウにレザージャケット、マント！　じゅんびできたー！

カナデ：クロスアーマーにマント、あとバイオリン！（笑）これは忘れてはいけません。形見の品ですからね。

クロヴィス：えーっと、ハットにローブにマントと……金属糸！　両手でびしっと金属糸を構えて言おう。（低く渋い声で）オレのことは〝ワイヤード〟と呼びな。

ＧＭ：いきなりなに言ってんだ、お前（笑）。

クロヴィス：コードネームとかふたつ名とか、そういうのに憧れる年頃なんだよ！　急に思いついちゃったんだよ！　言うしかないだろ！（笑）

シェフィル：えーっ、わたしにとって、クロちゃんはクロちゃんだよ！

カナデ：それにクロさん、その名前、恥ずかしい……（笑）。

クロヴィス：むう、生温かい視線に首を捻る。カッコいいとおもうんだけどなぁ。……まあいいや。じゅんびはできたし、ミラにあいさつしていこうぜ！

ＧＭ：急いで冒険の準備を調ととのえたキミたちは、二階の寝室に一度戻ってミラのもとに駆け寄る。ベッドに横たわる彼女はやはり苦しそうで、先ほどより衰すい弱じやくしているようにも見える。

シェフィル：ミラちゃん！　今からヤクソウとってくるから！

クロヴィス：ツキヨバナがあれば、いっぱつでなおるらしいんだ！

カナデ：苦しいかもしれませんけど、もう少しだけがまんしてくださいね。

ＧＭ：友人たちが自分を案じ、助けるために動いてくれている。ミラは苦しそうにしながらも、わずかに表情を和らげ、「うん」と頷うなずいた。

シェフィル：よし、みんないこうっ！　〝えーでるわいス〟しゅっぱーつっ！

カナデ・クロヴィス：おーっ！

イリス：ふつうに出て行こうとしたら、大人に見つかっちゃいそうですね。

カナデ：じゃあ、窓まどのカーテンを結んで、二階から垂たらして脱だつ出しゆつを。するするする……。

シェフィル：カナちゃん、なぜか慣なれてる（笑）。

クロヴィス：ちなみにオレは話を聞かずに、鴨かも居いに糸を引ひっ掛かけて飛とび降おりてる……っ。

シェフィル：一緒に降りればいいのに！（笑）

カナデ：じゅ、準備を無視された……（笑）。

シェフィル：大丈夫だよ！　あたしはつかうからね！　よいしょ、よいしょっ……よし！

ＧＭ：キミたちが外に出ると、すでに太陽は山さん塊かいに沈み、夜の闇やみが周囲を覆おおっている。そして、遠くからは狼おおかみの遠とお吠ぼえが。

シェフィル：うわっ、まっくらだ！

カナデ：だいじょうぶ。冒険者セットから、ランタンを出して灯あかりをつけます。

シェフィル：おおっ！　さすがカナちゃん！（拍はく手しゆ）

クロヴィス：すっげぇな、さすが〝さんぼう〟だぜ！

カナデ：ふふ、じゃあ行きましょう！

ＧＭ：ランタンの灯りを頼たよりに、キミたちは歩き出す。かつて見た月夜花を求め、暗い山道を駆かけていった。というところで、一旦シーンを切ろう。







◆Opening04◆月夜の誓せい約やく




　シェフィルたちは村を出て、小さな灯りを頼たよりに夜の闇の中を進んでいく。

　月夜花の生える洞どう窟くつを目指し、子供たちは走った。

　だが、それを背はい後ごから追いかける影かげがひとつ───。




ＧＭ：では次のシーン。まずは目的の洞窟へ通じる山道へ入る場面になる。引き続き、イリス以外登場で。すまんが、イリスはもうちょっと待ってくれ。

イリス：了りよう解かいです（笑）。

ＧＭ：シェフィルたちが、ランタンの灯りを頼りに外へ向かうと、やがて細い山道へとたどり着く。かつて月夜花を見に行った時に通った道だ。

シェフィル：このミチだ！

クロヴィス：おう、オレもおぼえてるぜ！　まちがいねえ！

カナデ：急ぎましょう。

ＧＭ：道を確かく認にんして、あらためてキミたちは走り出そうとする。だが、それと同時に背後に突とつ然ぜん大きな影が現あらわれる！

クロヴィス：ちっ、テキか！　金きん属ぞく糸しで反はん射しや的てきに攻こう撃げきする。ひゅばーっ！

ＧＭ：子供と思えぬ手捌さばきで放たれた一いち撃げきが走る。だが、影はあっさりとそれを受け止めてしまう。「いてえなっ！　確認もせずにいきなり攻撃すんな、ガキが！」

クロヴィス：オレのコウゲキがきかねぇ!?

カナデ：クロさん、ストップです！　その言こと葉ば遣づかい……ロイドさんですか？　ランタンで影を照らしてみますけど。

ＧＭ：カナデの予想どおり、影の正体はロイドだ。金属糸を受け止めた右手を痛いたそうに振ふりながら、面めん倒どうくさそうにキミたちを見下ろしている。

クロヴィス：げっ、ロイドのおっちゃん!?　驚おどろいてあとずさる。

イリス：というか、神官なのにあっさり攻撃を止めるとか、何者ですか（笑）。

ＧＭ：うむ、実はこの神官、結けつ構こうな超ちよう人じんなんだよ。

イリス：超人!?

ＧＭ：くわしいことは秘ひ密みつだ（笑）。ロイドは頭をかきながら、キミたちに言う。「グランジの家に戻もどる途と中ちゆう、外に出て行く灯りを見かけて追いかけてみれば……。おい、ガキども。こんな夜よ更ふけに、どこに行く気だ？」

シェフィル：うっ！　これ、目的を言ってもいいのかな？

カナデ：とりあえず、秘密にしておいた方がいいのでは。

シェフィル：そうだよね。

クロヴィス：え、えっと……ただの、さんぽだよ！（笑）

シェフィル：そ、そうそう！　ソトのクウキがすいたくなったんだよ！

カナデ：ちょっと無理がありますよね。カナデたち、フル装そう備びですし（笑）。

ＧＭ：そうだな（笑）。ロイドはひととおり言いい訳わけを聞くと、「散歩ねえ……」と冷たく言って、ざっ、ざっとゆっくり近づいてくる。

クロヴィス：ひ、ひいっ！

シェフィル：なんか怖こわい！（笑）

ＧＭ：恐きよう怖ふに身を寄よせ合あうキミたちを見ても、ロイドは表ひよう情じようを変えない。なおも無言で歩を進めてくる。ざっ、ざっ、ざっ……。

クロヴィス：だから怖えって！　殺し屋とか暗あん殺さつ者しやの動きになってんぞ！（笑）

シェフィル：もう、正直に言っちゃう（笑）。う、うそでーすっ！

カナデ：ごめんなさい、うそつきました～っ!!

ＧＭ：すると、ロイドはしゃがみこんで、キミたちの頭にぽんと手を置くよ。

シェフィル：ふぇ……？

ＧＭ：「嘘うそなのか？　お前たちは散歩にきただけじゃねえのか？」彼かれの瞳ひとみに、キミたちを責せめる色はない。むしろ、協力しようという気配が感じられる。

カナデ：じゃあ、話を合わせましょう。は、はい、散歩です……。

シェフィル：うん、さんぽ……だよ。

クロヴィス：お、おう。さんぽだよ。

ＧＭ：「そうか。んで、ガキども知ってるか？　危あぶないところに行く時は、ちゃんとギルドってもんを組んでから行くもんだぞ」

シェフィル：だいじょうぶ！　ギルドはもうくんだもんね！

カナデ：こくこくと、勢いきおいよく頷うなずきます。

クロヴィス：ほら、ちゃんとニンカショウだってあるんだぜ。さっき書いた手書きのギルド認にん可か証しようを見せよう。

ＧＭ：「おお、そうか。賢かしこいなぁお前らは。んじゃ、ちょいと認可証見せてみろ」

シェフィル：はいっ！

クロヴィス：ばばーん！　と、手書きのギルドシートを見せる（笑）。

ＧＭ：「へぇ……あん？　〝えーでるわいス〟って……なんでこれ、最後の〝ス〟だけがカタカナなんだ？」

クロヴィス：ベツにモンダイねえだろ！

ＧＭ：「そりゃそうだが……」

カナデ：ご、ごめんなさい。シェフィル、まだちゃんと字が書けなくて……（笑）。

シェフィル：てへ（笑）。

ＧＭ：「そうか。まだ子供だしな……。まあいいや。んで、持っていくギルドサポートは……ぶふっ!?　《限げん界かい突とつ破ぱ》ぁあああ!?」（笑）

クロヴィス：おう、かっこいいだろ！　オレたちゲンカイをトッパするんだ！

ＧＭ：クロヴィスの力強い言葉に、ロイドはなんともいえない顔になる。「いいか？　最初の冒ぼう険けんの時は《蘇そ生せい》が大事なんだぞ？」（笑）

クロヴィス：《ソセイ》だってよ。

シェフィル：《ソ……セイ》？

ＧＭ：「《蘇生》は、お前たちの命をつなぐ大事なギルドサポートだ。《限界突破》よか、そっちを優ゆう先せんすることの方が多いんだが……」

シェフィル：でもさぁ、《ゲンカイトッパ》のほうがかっこいいよね！

クロヴィス：そうだよ。いのちつなぐ《ソセイ》なんてかっこわるいぜ。おとこじゃねぇ！

ＧＭ：「……そ、そうか。わかった。ただ、次の機会があったら、その時は《蘇生》も持っていくようにしとけよ」

シェフィル：アドバイスされた！（笑）

イリス：いい人じゃないですか（笑）。

ＧＭ：「まあ、最終的に決めるのはお前らだ。お前らがいいっていうなら、それが一番なんだろうさ。んじゃ、ちょっと待ってろ。さくっと処しよ理りすっからよ」

シェフィル：おっ、許きよ可かくれるんだ。

ＧＭ：あげるよ。ロイドは懐ふところからペンを取り出すと認可証にサインをする。「さて、これでお前らのギルドは認可された。あとは自分たちの責せき任にんで行動するんだぞ？」

シェフィル：はーい！　あたし、〝ぎるどますたあ〟なんだ！

ＧＭ：「おお、お前か。素そ質しつがあると思ってたぞ」

シェフィル：そんで、カナちゃんが〝さんぼう〟でぇ、クロちゃんが───。

クロヴィス：〝てっぽうだま〟だ！（一同爆ばく笑しよう）

シェフィル：てっぽうだまかっこいー！　クロちゃんかっこいー！（笑）

ＧＭ：「…………」なんとも生温かい目で、ロイドはクロヴィスを見ている（笑）。

カナデ：ロイドさん、あの……ちゃんと説明はしたんですよ？

ＧＭ：ロイドは笑顔で言った。「……子供ってのは残ざん酷こくだなぁ……」（一同爆笑）

クロヴィス：ただのてっぽうだまじゃないぜ！　かならずテキのしんぞうをいぬく、マホウのダンガンだ！

ＧＭ：「おお、そうかそうか。かっこいいなぁ。じゃあ、俺がお前にコードネームをつけてやろう。そういうの好きだろ？」

クロヴィス：すきだ！　でも、もうジブンでかんがえた〝ワイヤード〟があるぜ。

ＧＭ：「なかなかイカすな。だけど、オレのもなかなかのもんだと思うぜ。……〝ブラックバレット〟ってのはどうだ？」

クロヴィス：〝ブラックバレット〟！　オ、オレの〝ワイヤード〟よりかっこいい!?

カナデ：ん～？　バレットは鉄砲玉だからとして、なんでブラックなんですかぁ？

ＧＭ：「名前がクロヴィスだからな」

一同：…………。

カナデ：……あ、クロと黒をかけてるんですね……（笑）。

クロヴィス：オヤジギャグじゃねえか！（一同爆笑）くそ、でもかっこいいしなー！　使うか迷うぜ！

ＧＭ：「まあ、最終的にどうするかはゆっくり考えればいいさ。ともかく、これだけは約束しろ。死ぬなよ？」

一同：……。




　なぜか沈ちん黙もくする一同。




ＧＭ：えーっと、ロイドはもう一度言う。「……死ぬなよ？」（笑）

クロヴィス：いのちをうしなうのはこわくない。めいよをうしなうのがこわい。

ＧＭ：だからどんな子供だよっ!?（笑）　「いいか、無む駄だ死じには不ふ名めい誉よなことだ」

クロヴィス：はっ！　わかった、オレしなねえよ！　鉄砲玉だけどな！（一同爆笑）

ＧＭ：「俺からの話は以上だ。ガキども、夜の散歩もほどほどにな。なるべく早く帰ってこい。もちろん、無理は禁きん物もつだ」

シェフィル：はーい！

クロヴィス：いいみやげ、もってかえってくるからな！

ＧＭ：「いい返事だ。んじゃ、俺は怪け我が人にんの治ち療りように戻もどるわ」と言うと、ロイドは足早に村へ、グランジ宅たくへと戻っていく。

カナデ：彼の背せ中なかにぺこり、とお辞じ儀ぎをします。

シェフィル：ぶんぶん手を振ふりながら大声で言います。……いってきまーす！

クロヴィス：そんじゃ、ロイドを見送ったら、山道に入るぜ！




　シェフィルたちは決意も新たに、山道を駆かけ上のぼっていく。

　彼らの存そん在ざいを示しめすランタンの光が、山の中へと入はいり込こんでいくのを、ロイドが遠くから見守っている。

　自らの不ふ甲が斐いなさを責めるように彼はうつむき、ぽつりとつぶやいた。




「ミラを頼たのんだぜ……」







◆Opening05◆月夜花の洞どう窟くつ




　月夜花の洞窟を目指して、シェフィルたちは懸けん命めいに夜の山道を進む。

　目的の薬草は、夜のうちに摘つまねば薬やつ効こうが出ない。

　さらに帰り道のことも考えれば、時間に余よ裕ゆうがあるとはいえなかった。

　子こ供どもたちは、ミラを救うために歩み続ける。




ＧＭ：先ほどのシーンの直後。山道を歩いているところからシーンは始まる。引き続き、シェフィルたち三人は登場してくれ。

カナデ：はーい。

シェフィル：そろそろ洞窟につくかなぁ。

クロヴィス：けっこうあるいたし、もうすぐだろ！　と言いながら、非ひ常じよう食しよくとして持ってきた干ほし肉にくをモグモグ食ってる。

シェフィル：あー、クロちゃん、もう食べてるー！　ダメだよー！（笑）

クロヴィス：しょうがねえだろ、はらがへったんだよ！

シェフィル：まだなにもしてないよ、クロちゃん。

クロヴィス：はらがへっては、モグ、いくさはできぬ、モグモグ（笑）。

ＧＭ：食くいしん坊ぼうキャラかよ！（笑）わかった、もういいから好きなだけ食っててくれ。演えん出しゆつ進めるぞ！

カナデ：どうぞ（笑）。

ＧＭ：山道を登っていくと十数分後。それなりの距きよ離りを登ったのか、振ふり返かえるとブリギット村とその周辺の地形を見み渡わたすことができる。

シェフィル：ちょっと見てみよう。どんな感じ？

ＧＭ：一いつ般ぱん的てきな村と比くらべると変わってるな。村の出入口である正門からは街道へと続く大きな道が一本延のびてる。他には村人だけが知る小道がいくつか。他は村を囲うように山々が切り立っている上、南側は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだ。崖の下はヴェンガルド川の支流が流れてるぞ。

シェフィル：危ない！　落ちたら流されちゃう！

イリス：人が住むには、いろいろと不便そうですね……。なんで、わざわざこんな辺へん鄙ぴで危ない場所に村なんか作ったんでしょうか。

ＧＭ：それについては現げん状じようではわからないな。

クロヴィス：というか、オレたちはずっとこの村で過すごしてきてるんだし、そもそも違い和わ感かんとか覚えなさそうだ。

カナデ：そうですね。カナデたちにとっては、これがふつうでしょうから。

ＧＭ：うむ。さて、一度村を振り返ったあと、キミたちはランタンの灯りを頼りに、山側の裏うら道みちをさらに進んでいくと思ってくれ。

シェフィル：えっほ、えっほ。

ＧＭ：「ほー、ほー」と梟ふくろうの鳴き声や、時おり、聞こえてくる獣けものの遠とお吠ぼえなどを耳にしながら、細い細い道をたどっていく。

シェフィル：（泣きそうな声で）カナちゃぁん、怖いよぅ……。おばけとか出てきたらどうしよう……。

カナデ：シェフィル、おばけが怖いんですか？　でも、大だい丈じよう夫ぶですよ～。おばけも獣と大してちがいません。出てきたら、ぎゅっと倒しちゃえば問題なしです～。

クロヴィス：へっ、なんでもこいってんだ。ぜんぶ、オレの糸でやっつけてやらぁ！

シェフィル：で、でも……。クロちゃんは、こわいものないの？

クロヴィス：おそれは死をまねくってジジィが言ってた。だからこわがっちゃダメだ。と言いながら、やはりバッグから食い物を取り出して、モグモグ食ってる。

イリス：どれだけ持ってきてるんですか！（笑）

クロヴィス：はっはっはっ、気にするな（笑）。

ＧＭ：はいはい、話を続けるぞ。山やま肌はだの細い細い道を抜ぬけて、最後の曲がり角が見えてくる。そこを曲がれば、小さかった頃ころに入った洞窟があるはずだ。

カナデ：たしか、こっちだったはず。

シェフィル：あっ！　あったー！

ＧＭ：と思ったら、洞窟の入口は山やま崩くずれで埋うまっていた。

シェフィル：なかったー！（一同爆笑）

クロヴィス：ミラは、助からなかった……（笑）。

イリス：諦あきらめるの早いですよ！

カナデ：クロさんったら～。そんなにすぐ諦めたらダメじゃないですかぁ。お姉さん、そんな風に育てた覚えはないですぅ。

クロヴィス：オレだって育てられた覚えはねえよ！（笑）でもよー、いりぐちがうまってんだぜー？　どうやってはいるっつーんだ？

カナデ：クロさん、もう忘れちゃったんですか～？　グランジさんが言ってたじゃないですかぁ。他にも中に通じる穴あながあるって。

クロヴィス：……おお、そうだった！

シェフィル：それじゃあ、早速その穴を探そう！

ＧＭ：なら、三人は【感知】で判はん定ていしてくれ。難なん易い度どは12。成功すれば、洞窟内部に続く穴を見つけ出すことができる。

カナデ：【感知】なら５ありますよ～。

クロヴィス：オレも５あるぜ！

シェフィル：４でちょっと低いや。

カナデ：難易度12なら、十分成功の目はありますよぉ。がんばりましょう。はい、いきますね～。２Ｄ＋５です。（ダイスを振ふる）10が出て、達たつ成せい値ち15です！

シェフィル：おおー！

ＧＭ：すばらしい。

クロヴィス：オレは……（ダイスを振る）おっ、達成値14で成功したぞ。

シェフィル：（ダイスを振る）あー、達成値11で失敗しちゃった。

ＧＭ：ここはひとりでも成功すればＯＫだ。安心してくれ。まず、崩れた入口はぎっちりと土砂が積み重なっていて、入れそうな隙間は見あたらない。

クロヴィス：ここからは入れそうにねえなぁ。

カナデ：そのままぐるっと周囲を調べてみますけど。穴はどこですかねぇ。きょろきょろ。

ＧＭ：すると、山肌沿いにぐるりと回り込み、ちょっと登ったところで地面に小さな穴が空いているのを発見した。洞窟のほぼ真横にあって、内部まで続いていると思われる。ただし、かなり狭せまくて子供じゃないと通れないものだ。

カナデ：とりあえず、みんなを呼よびましょう。みんな、こっちにちいさなトンネルがありますよ～！

シェフィル：やった、さすがカナちゃん！

クロヴィス：このトンネルをぬければ、どうくつに入れんのかぁ？　じっと中を見てみるけど、なんか見えたりしねえ？

ＧＭ：トンネル自体が狭くて暗い上に、今は夜の闇も重なってるからなにも見えないな。ただ真っ暗な空間だけが、先へ先へと伸びている。

シェフィル：入ってたしかめるしかないかな。んー、ダレから入る？

クロヴィス：ここはオレにまかせておけよ。こういう時は、シーフがさきにいくんだ。だれがワナをしかけてるか、わからねえからよっ！（笑）

イリス：しっかり者ですね（笑）。

ＧＭ：ちなみに、このトンネルに罠わなはないぞ。自然洞だし、わざわざこんなところにトラップを仕し掛かけるような物好きはおらん（笑）。

クロヴィス：オレはトラップに関しては、ＧＭを信じない（笑）。

シェフィル：もう、クロちゃんはショウシンモノだなぁ。わー！　とおれるかなぁー？　ごそごそ（一同爆笑）。

クロヴィス：おいっ！（笑）

シェフィル：だいじょうぶそうだよー！　数メートル進んだところで、うしろのふたりに声をかけるね。

クロヴィス：（ちらっとＧＭを見て）本当に？

ＧＭ：だから、大丈夫だって言っただろうが。特に問題なく、シェフィルはトンネルの中へと入っていった。

クロヴィス：わかった。じゃあ、シェフィルの勇気に感服しながらあとに続くぜ。

ＧＭ：ちなみにどういう順番で進む？

シェフィル：今の流れだと、わたしが一番だね。

クロヴィス：そうだな。……じゃあ、オレとカナデはシェフィルから五メートル離はなれて、エンゲージを切った状じよう態たいで進むということで（爆笑）。

イリス：たしかにそれは安全ですけど！（笑）

ＧＭ：訓練されすぎだろ!!（爆笑）

クロヴィス：今のオレは子供だ。しかし、訓練によって鍛きたえられた本ほん能のうが、エンゲージを切るという態たい度どに表われてるんだよ！

イリス：おお、なるほど！

シェフィル：じゃあ、微妙に距離を取ってるのを怪訝に思って訊いちゃう。ねえ、クロちゃん。なんで、そんなにはなれてるのー？（笑）

クロヴィス：オレのホンノウがささやくのさ。これがベストだってよぉおおおっ！

シェフィル：そっかー、ホンノウじゃしょうがないね（笑）。って、そういえば、わたしランタン持ってないや。先、見えるかな。

カナデ：ご安心を～。カナデがうしろから照らしますから～。

シェフィル：カナちゃん、ありがとう！

カナデ：いえいえ。さあ、先にすすみましょう～。

ＧＭ：では、カナデのランタンの灯りを頼りに、三人は絶ぜつ妙みような距きよ離りを保たもちながら、先へ進んでいく。最初は匍ほ匐ふく前進しかできないぐらい狭せまかったトンネルだが、だんだんと広くなっていき、やがて中ちゆう腰ごしで歩ける程てい度どまで広がってくる。

シェフィル：……あっ、なんかちょっと広くなってきた！

ＧＭ：さらに進むこと数分。トンネルの終わりが近づいてくる。トンネルの先は洞窟内の、暗くら闇やみに包まれた空間のひとつに繋つながっているようだ。

シェフィル：でぐちだ！

クロヴィス：じゃあ、シェフィル。まずはクビをだしてみてくれ（一同爆笑）。

シェフィル：えーっ、こわいよぉーっ！

クロヴィス：こわくない。シはおわりじゃない。めいよはセンネンのこる！（笑）

イリス：いや、死ぬの前提にしちゃだめじゃないですか！（笑）

シェフィル：そうだ、広くなってるから、クロちゃん先いって！

クロヴィス：……なぜだ（笑）。というか、狭せまくて順番入いれ替かえられないんじゃねえの？

ＧＭ：さっきよりは広くなってるし、別に順番の入れ替えぐらいしてもいいよ。

シェフィル：それじゃあ、クロちゃんにまかせた！　そう言って、カナちゃんと一いつ緒しよにうしろに下がるね（笑）。

カナデ：あらあら（笑）。クロさ～ん、がんばってくださいね～。

クロヴィス：ああっ、もううしろに移動してやがる！（笑）わかったよ。オレもおとこだ。ここはオレがさきにいこうじゃねぇか！

ＧＭ：では、クロヴィスはトンネルの出口へと近づいていく。んで、あと一歩踏ふみ出だせば出られるところまで来た。出る？

シェフィル：クロちゃん、首出してみて！（笑）

イリス：〝ぶーん……ぶーん……〟

クロヴィス：やっべ、〝ぶーんぶーん〟って聞こえるんだけど……。まさかギロチン!?

ＧＭ：いや、ここ自然洞だって言ったじゃん！

クロヴィス：自然のギロチンが！（笑）

ＧＭ：そんなもんねえよ！（一同爆笑）

クロヴィス：じゃ、じゃあ、谷を渡わたる風が、鋭利な真空の刃は物ものになって駆かけ抜ぬけていってるんだよ（笑）。

ＧＭ：勝手にトラップをねつ造すんな！（笑）つーか、そんなに不安なら、トラップ探たん知ちしてもいいんだぞ。

クロヴィス：おおっ、そうだ！　こういう時こそ、トラップ探知だぜ！

ＧＭ：あいあい。んじゃ、判定してくれ。

クロヴィス：おりゃ！（ダイスを振る）お、出目で11が出た。達成値16！

ＧＭ：いい出目だ。では、クロヴィスは慎重にトンネルの出口を確認する。だが、危き険けんなトラップが仕し掛かけられているような形けい跡せきは見られない。

クロヴィス：じゃあ進んでいこう。

ＧＭ：了解。キミは首を出すと───。

クロヴィス：いや、首だけ出すとかはしない！　くるくるっと回転しながら、一気に全身飛び出す！　所要時間は、わずか〇コンマ〇〇一秒！

シェフィル：だけど、その先には崖がけが！（一同爆笑）

イリス：えーっ!?

クロヴィス：だが、こんなこともあろうかと、オレは密ひそかに、シェフィルに糸を巻まきつけていたのさ───っ！　死なばもろとも───っ！（笑）

シェフィル：きゃ───っ!?

カナデ：ああっ、ふたりが崖に───っ!?

ＧＭ：いや、崖なんかないから!?（一同爆笑）

イリス：というか、なんで自分からピンチに陥おちいってるんですか（笑）。

シェフィル：……い、勢いきおいで？

ＧＭ：まあ、崖はともかく亀き裂れつとかはあってもおかしくないけどさ。んじゃ、大きな亀裂があって落ちかけたけど、ギリギリで踏みとどまったことにしよう。

クロヴィス：了解。ふう、あやうくナラクのソコにおちるところだったぜ。

シェフィル：もう、クロちゃんはそそっかしいなぁ。わたしも洞窟に入るね。

カナデ：同じく入りますよ～。ランタンで周囲を照らしますけど、どんな感じですか～？

ＧＭ：キミたちが出たのは、埋まってしまった洞窟の入口のすぐ近くの通路だ。通路の側面にできたトンネルを通って入ってきたんだな。

クロヴィス：おー、通路ってどれぐらいの広さがあるんだ？

ＧＭ：大人が何人も通れるぐらいの高さと幅はばがある。子供のキミたちなら、横一列にも並ならんでもかなり余裕があるな。

カナデ：広いですねぇ。ちなみに、先ほどのトンネルから外に戻もどれますか？

ＧＭ：大丈夫。洞窟の壁かべは軽く傾けい斜しやしてて、よじ登ればトンネルに入れそうだ。

シェフィル：帰り道は問題なしってことですね。じゃあ、あとは月夜花を採とって、ここまで戻ってくればいいと。

ＧＭ：そういうことだ。ちなみに昔、月夜花を見たのはもっと奥おくの方だな。

イリス：ここは入口近くだから奥へ進む必要があると。

ＧＭ：うむ。真っ暗な通路は、ランタンの光だけでは照らしきれない。まるで底なし沼ぬまのように深い闇が、シェフィルたちの前に広がっている。

シェフィル：どれぐらい深いのかな。ちょっと奥に声出してみたり。やっほー！

クロヴィス：オレもやろ。やっほー。

カナデ：やっほー。

ＧＭ：「ぐるるるるる……」（笑）

クロヴィス：うおっ、なんだいまの!?（笑）

カナデ：動物のうなり声みたいでしたねぇ。

シェフィル：うん！　安全みたい！（一同爆笑）

イリス：ぜんぜん安全じゃない!!（笑）

カナデ：ですねぇ。でも、だからといって逃にげるわけにはいきませんよ。

シェフィル：ミラの命がかかってるもんね。

クロヴィス：だな。頬ほおを叩たたいて気合いを入れ直して先せん導どうするぜ。よし、シーフのオレについてきやがれっ！　先に進むぜぇえええっ！

シェフィル：わかった、クロちゃんゴー！

カナデ：頼りにしてます～。

ＧＭ：じゃあ、通路を進み始めたところで、一度シーンを切ろう。







◆Opening06◆運命の邂かい逅こう




　薄うす暗ぐらい洞窟の中をシェフィルたちは進む。

　やがてたどり着いたのは、無数の岩が転がる部屋だ。

　足場の悪い室内を慎しん重ちように調べていくと、そこで見つけたのは───。




ＧＭ：では、次のシーン。シェフィルたちは薄うす暗ぐらく、あちこちが崩れかかっている通路を奥へ奥へと進んでいく。すると広い部屋に出るんだが、この場所、前に来た時と様子がちがう。

クロヴィス：お、なんだ？

ＧＭ：東側の壁が崩れて土ど砂しやが流ながれ込こんだようで、あちらこちらに岩が転がってる。

クロヴィス：ほう。なんかお宝たからでも転がり出してたりしてな。

ＧＭ：いや、もっと大事なものがあるんだ。

イリス：おや、もしかして……（笑）。

ＧＭ：はい、お待たせしました（笑）。シェフィルたちがランタンの灯りを頼りに奥へ進む途中、シェフィルの耳に、ふいに声が聞こえてくる。

シェフィル：なんか声がする！　は、早くいこう!!（笑）

イリス：ぼーくーのーこーえーをーきーいーてー！（笑）

クロヴィス：狼おおかみの耳をぴくぴく動かす。オレには聞こえる？

ＧＭ：いや、ぜんぜん。不思議なことに声が聞こえるのはシェフィルだけだ。

クロヴィス：……なんにもきこえねーぞ。

カナデ：空耳じゃないですか？　カナデも別に聞こえないですし～（笑）

シェフィル：そんなことないよ！　……でも、なんて言ってるんですかね？

イリス：言葉にならないような、訴うつたえる電波的ななにかというか。

シェフィル：なにかきこえる……かなしそうな声。

クロヴィス：え？　でも、どこからだよ、シェフィル？

シェフィル：たぶん、この先……くずれたカベのほうからかな。

ＧＭ：正せい解かいだ。キミたちが崩れた壁の方へと進んでいくと、ランタンが照らし出す先に人ひと影かげのようなものがふっと見える。

カナデ：わっ!?　だれかいますよ～っ!?

クロヴィス：だ、だれだ!?　な、なをなのれー！（笑）

シェフィル：わたしたちは〝えーでるわいス〟だー！（笑）

ＧＭ：キミたちが声をかけても、人影は反応しない。じっとしたままだ。

クロヴィス：カナデ、ランタンかしてくれ。オレがちかくにいってたしかめてくる！

カナデ：わ、わかりました。無茶しないでくださいね？

クロヴィス：おう。ランタン片かた手てにそろーっと近づいていくぞ。

ＧＭ：クロヴィスが前方にランタンをかざすと、下から光で照らされた顔が───。

クロヴィス：うわぁっ!?　バキッ、ゴトン、ゴロゴロ（爆笑）。

イリス：わーっ！　首が！　僕ぼくの首が!?　って、僕でいいんですよね？

ＧＭ：うん。ちなみに首は折れてないから（笑）。驚おどろきのあまり、突とつ然ぜん現あらわれた顔に拳こぶしを叩たたき込こむクロヴィス。だが、相手の反応はやはりない。人影の正体は石せき像ぞうだ。それはイリスが変化したものなんだが、もちろんこの時点の三人にはわかるはずもない。

イリス：石化した時と同じく、悲しい表情で固まってますよ。

クロヴィス：な、なんだ、セキゾウか。おどろかせやがって！

シェフィル：悲鳴に驚いて、うしろから声をかけますね。クロちゃん、どうかしたのー!?

カナデ：クロさん、大丈夫ですか～？

クロヴィス：だいじょうぶだ！　へんなセキゾウがあってびっくりしただけだー！　ふたりもこっちこいよ！

シェフィル：ほ～い。

カナデ：あらあら、本当に石像ですねぇ。こんなもの、前にきた時にありましたっけ？　しげしげと観察しながら言います。

シェフィル：どうだったかなぁ……。ＧＭ、ありました？

ＧＭ：なかったよ。地中に埋まっていたのが、壁の崩ほう落らくで出てきたんだろうと推すい測そくできる。

シェフィル：さっきの声は？

ＧＭ：よりはっきりと鮮せん明めいに聞こえてくるね。

イリス：（消え入るような声で）……ここは……僕はいったい……。

ＧＭ：不思議な声は、悲しそうに、助けを求めるように、響ひびいてくる。

シェフィル：ないてるのは、あなたなの？　さみしくないよ？

ＧＭ：なんだ、かっこいいじゃないか（笑）。

シェフィル：「さみしくないよ？」って、言いながら石像に触ふれます。

ＧＭ：すると、シェフィルが触れた場所から突然渦うずを巻まくように光が放たれる。

クロヴィス：うおっ、ひかった!?　みんな、さがれー！

カナデ：は、はいー！

シェフィル：あわわっ!?

ＧＭ：慌あわてて三人が飛とび退すさる。石像から放たれる青とも黒とも取れるような光はさらに強さを増まし、渦を巻いて石像全体を包つつみ込こんだ。風が巻き起おこり、砂さ塵じんが吹ふき荒すさぶ。そして気がつくと、先ほどまでの石像が人間として倒たおれている。

イリス：おおっ、封ふう印いんが解とけました！

ＧＭ：そう。ここから、イリスもふつうに動けるようになるよ。

イリス：わかりました。でも、数百年ぶりの目覚めですし、意い識しきは朦もう朧ろうとしていて、うまく身体を動かせず、石像の時のポーズのまま固まってます。

シェフィル：こっちはいきなり石像が人間になったから、びくびくしながら様子を見てるかな。……せ、せきぞうがひとになっちゃった。い、いきてるのかな？

カナデ：ど、どうでしょう～。ぜんぜんうごきませんけど～……。

クロヴィス：よくわかんねえなぁ。そろそろと近づいて、頬をぺちぺちとはたく（笑）。

イリス：う……と目を醒まします。

シェフィル：わ、動いたっ。

イリス：じゃあ、その感触でようやく意識がはっきりしてきて、ふらふらと立ち上がります。う、く……こ、ここは……？

クロヴィス：う、うごいたぁああああ!?　しかも、で、でででで、でけぇぞ!?　めっちゃびびって超高速であとずさる（笑）。

シェフィル：に、にげろー！（笑）

ＧＭ：イリスは身長二メートル近い大男だ。ただでさえでかいのに、子供のシェフィルたちからすると、さらに大きく見えておっかないだろうな（笑）。

シェフィル：四～五メートルぐらい距離をとって、恐おそる恐る様子を見てるよ（笑）。

イリス：僕は相変わらずふらふらしてます。くっ、うまく身体が動かせません。なにが、どうなって……。

ＧＭ：長い間、封印されて動けなかったから、身体がガッチガチに固まってるらしい（笑）。

クロヴィス：なら、相手は弱ってるぞと判はん断だんして近づいていくぜ。金きん属ぞく糸しを構かまえて、威い嚇かくする！　あんたは、な、なんなんだ!?

イリス：僕……？　僕は……イリス、です。

カナデ：名前はイリスさんっていうみたいですね。

シェフィル：イリスはなにものなの？

イリス：僕は……。ＧＭ、過か去このことって、あまり覚えていないんですよね？

ＧＭ：そうだな。今はっきりわかることは、自分の名前ぐらいだ。あと、黒騎士との戦いの記憶はうっすらと残ってる。

イリス：了解です。じゃあ、しばらく考えてから、ぽつりとつぶやきます。……僕は、そうだ。戦いに負けて……。でも、その後……ううっ!?　頭が……！

クロヴィス：お、おい、だいじょうぶか？

イリス：す、すみません、大丈夫です。……あの、よければ教えてもらえませんか。ここはどこで、今は何年なんでしょうか？

カナデ：ブリギットっていう村近くの洞窟で、聖せい暦れき一〇〇二年ですけど……。

イリス：聖暦一〇〇二年!?　そんな。あれから、もう八〇〇年もの時間が経たってしまったというのですか……！　驚きのあまり目を見開きます。

シェフィル：今のを聞いて、怪け訝げんそうに首を傾かしげちゃう。八〇〇年？

クロヴィス：あんた、なにいってるんだ？

イリス：いきなり、自分が八〇〇年前の人間とかいっても、信じてもらえないですよね。どう言えばいいものかと悩なやんでしまいます。

ＧＭ：子供たちにどう説明したものかと頭を抱かかえるイリス。そこで三人の子供たちの姿すがたを確認するわけだが、シェフィルを見た途と端たん、既き視し感かんを覚える。

イリス：おや。

ＧＭ：記き憶おくの中に朧おぼろ気げに残る、かつてキミが守っていた少女。彼かの女じよとシェフィル、ふたりの雰ふん囲い気きがとても似にているんだ。

イリス：……なんだろう、懐なつかしいこの雰囲気は。

シェフィル：それは独ひとり言ごと？（笑）

イリス：独り言です（笑）。……あなたの名前を聞いてもいいでしょうか？

シェフィル：いいよ！　じこしょうかいしなくちゃね！　あたし、シェフィル！　で、クロちゃんと、カナちゃん！

クロヴィス：クロちゃんじゃねぇ！　クロヴィスだ。

カナデ：まあまあ。カナデです。ぺこっとお辞じ儀ぎして挨拶しますよ～。

イリス：クロヴィスさんにカナデさん、そしてシェフィルさんですか……。

クロヴィス：ただしくは、クロヴィス・ザ・テッポウダマだ！（笑）

イリス：て、鉄砲玉さん、ですか？（笑）

クロヴィス：そうだ！　かっこいいだろー！　すっげえ得意げな顔で、胸を張ってる（笑）。

カナデ：き、気にしないでください。クロさん、いい子なんですけど。少し頭が弱くて～。

イリス：そ、そうですか……（笑）。

シェフィル：あのね、イリス。あたしたち、もういかなくちゃいけないの。ごめんなさい。

クロヴィス：あ、そうだった！　オレたち、このおくにあるヤクソウをとりにいかなくちゃいけないんだ。

カナデ：びょうきのお友達を助けるために、薬草をとりにいく途中なんですよ～。

イリス：そうですか……。あの、よければ、僕も一緒に行ってもいいでしょうか？

クロヴィス：ん？　イリス、いっしょにきたいのか？

イリス：状じよう況きようはまだよく理り解かいできてませんが、ここにいても事じ態たいが好転するとは思えません。それに、みなさんには助けてもらった恩おんがあります。

シェフィル：恩？

イリス：理由はわかりませんが、みなさんのおかげで僕の封印は解けたようです。それに、ちょっと気になることもありますし……。ちらっとシェフィルを見ます。

シェフィル：えへへへ～！（笑）

イリス：どうしてでしょうか。この子を見ていると、守らなければいけない気がします。

カナデ：あの、ＧＭ。イリスさんについて、なにか気づいたりできますかね。伝でん承しように残ってる人物にそっくりだとか、そんな感じで。

ＧＭ：じゃあ、【知力】で判定してくれ。イリスは大昔の人間で、伝説上の人物のひとりになるから、《ヒストリー》か《ミュトスノウリッジ》があれば、情じよう報ほう収しゆう集しゆうにボーナスがつくことにしよう。難易度は12で。

クロヴィス：おら！（ダイスを振る）８。オレ、馬ば鹿かだからなにも気づかねえわ（笑）。

シェフィル：（ダイスを振る）わかんなーい！（笑）

カナデ：ここはカナデの出番ですよぉ。《ヒストリー》があるので、３Ｄ＋５でいけます。（ダイスを振る）こちらは18で余よ裕ゆうで成功です。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、カナデは村で受うけ継つがれてきた伝承本を読んだことがあることにしよう。わかった。その伝承とは神しん竜りゆうにまつわるもので、かつて神様が遣つかわした竜とそれをお世話する巫女───そんな内容のものだ。




　かつて、天より人の世界に神竜が舞い降りた。

　人はこれを奉じ、世話する者として〝巫女〟を竜のもとへと送った。

　竜はこれを喜び、その礼として彼女らを守護する〝騎士〟たちを遣わせた───。




ＧＭ：その伝承の中に、イリスという名前があったことをカナデは思い出す。ただ、読んだ本はかなり古い上に欠落もあったため、イリスがどんな人物かまではわからない。

カナデ：シェフィルにこっそり耳打ちしますね。あの、イリスって、前にグランジさんのところで読んだ伝承本に載のってた名前ですよ。

シェフィル：（小声で）でも、それって本の中のおはなしでしょ？　このイリスとはカンケイないんじゃないの？

カナデ：（小声で）でも、この方、石になってましたし、「八〇〇年も経ったのか」って言ってましたし、本人かもしれませんよぉ？

シェフィル：（小声で）そんなのホントじゃないよ、ありえないよー。

カナデ：で、でも……でもぉ……（笑）。

イリス：あの、どうかしましたか？　やはり僕がついていくのは迷惑でしょうか？

シェフィル：あ、ごめんごめん。こっちのはなしだよ。えーっと、いっしょについてきたいんだよね。うーん、どうしようかな……。

イリス：少しずつですが、身体は動くようになってきてますし、みなさんの盾たてぐらいにはなれると思います。武ぶ器きを持ってないから、壁かべ役やくぐらいにしかなれないんですが（笑）。

ＧＭ：あと《ヒール》とか《プロテクション》で支し援えんもできるね。

イリス：ああ、そうでした。では、ある程度なら神聖魔術も使えることも話しましょう。

クロヴィス：イリスがアコライトだとわかると、グラン爺とかから英才教育を受けているオレたちはこう考える。「戦せん術じゆつは大事だ」「戦術にはアコライトは外せない」「肉の壁は大事だ！」

シェフィル：そう、このギルドの弱点は、アコライトがいないこと！（笑）

カナデ：たしかに、治療やダメージを軽けい減げんできる人はいないですね～。

イリス：もしよければ、一緒に行かせてくれませんか？

クロヴィス：変なにいちゃんだけど……。

カナデ：ギルドマスターはシェフィルだから、シェフィルが決めていいですよ。

シェフィル：あのね、あたしたち、〝えーでるわいス〟っていうギルドなの。入る？　入るとね、《ゲンカイトッパ》がつかえるんだよ！

イリス：《限界突破》！　……《蘇生》じゃないんですか？（笑）

ＧＭ：冷静な突つっ込こみだ（笑）。

シェフィル：イリスもロイドのおじさんとおなじこというんだね！

クロヴィス：オトナはおなじこというのさ。オトナになるとまもりにはいるからよぉ。

イリス：いやいや、守りは重要ですから！

カナデ：実じつ際さい、イリスさんがいてくれたら、すごい助かると思いますよ～。

シェフィル：カナちゃんがそういうなら、いっしょにつれていこう！

クロヴィス：シェフィルがいいってんなら、しょうがねぇ。オレもイリスのこと、しんいりとしてみとめてやるよ。

イリス：ありがとうございます（笑）。

クロヴィス：でも、テッポウダマはゆずらねーからな！

イリス：は、はぁ……。あの、鉄砲玉って、いったいどういうことなんでしょうか？

シェフィル：あのね、あたし、〝ぎるどますたあ〟なの！　で、カナちゃんが〝さんぼう〟で、クロちゃんが……。

クロヴィス：〝てっぽうだま〟だぜ！（笑）

イリス：役やく割わり分ぶん担たんとしての鉄砲玉だったんですか（笑）。

クロヴィス：だれよりもはやくつっこんで、テキのしんぞうをうちぬくんだ。

シェフィル：テッポウダマって、かっこいいよねっ！

カナデ：あの、ちゃんと意味を教えたんですよ？（笑）

イリス：生なま温あたたかい目でクロヴィスさんを見ます（笑）。しょうがない、ここは乗ってあげることにしましょう。わかりました、鉄砲玉さん。よろしくお願いします。

クロヴィス：おう、よろしくされてやるぜ！

シェフィル：これでイリスもなかまね！　じゃあ、やくしょくきめなくちゃ！　なんてよばれたい？

イリス：イリスと呼よんでください。

シェフィル：それはなまえでしょー！　いま、きめるのはやくしょく！

クロヴィス：かべやくだから、にくのかべとか。

イリス：肉の壁!?　い、いや、ちょっとそれはどうかと思います！（笑）

カナデ：では、ガードマンとかどうですか～？

シェフィル：んーと、うーんと……わかがしら？（笑）

イリス：こ、このままでは大変なことになりそうですね。自分から提てい案あんしていきます。えーっと……新入りなので、〝るーきー〟とかどうでしょうか？

クロヴィス：おっ、それかっこいいぞ。

ＧＭ：一番年上なのに（笑）。

イリス：ギルドの中では新人ですから。それに一番年上だからこそ、子供たちに合わせた方がいいかなと。

カナデ：いい人です（笑）。イリスの心こころ遣づかいに心の内で感かん謝しやしながら、ぺこりとお辞儀しましょう。では、よろしくお願いします、イリスさん。

シェフィル：こちらこそ、よろしくお願いします。

クロヴィス：おう！　しかしよお、イリス。あんたなんでいしになってたんだ？

イリス：それが……よく覚えてないんですよ。

カナデ：さっき八〇〇年も封印されていた、みたいなことをいってましたよね。

イリス：そうですね。僕が石になったのが聖暦二〇〇年ぐらいだったかと……。記憶が曖あい昧まいで自信がないのですが。

カナデ：あの、イリスさんって、神竜の伝説に出てくる方なんじゃないでしょうか？

イリス：神竜……？　すみません、よくわからないです。

カナデ：（残念そうに）そうですか……。

シェフィル：カナちゃん、またいってる。それ、本の中のおはなしでしょ。

カナデ：そうなんですけど……。

クロヴィス：まあ、ルーキーのことはあとでしらべればいいだろぉ。いまはツキヨバナをとりにいこうぜ！

カナデ：そうですね。急がないと、ミラさんがたいへんなことになっちゃいます。

シェフィル：よーし。じゃあ、〝えーでるわいス〟、しゅっぱーつ!!

一同：おー！

ＧＭ：では、キミたちが洞窟のさらに奥へと入っていったところで、シーンを切ろう。
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　イリスを加え、四人になった〝えーでるわいス〟。

　周囲を警けい戒かいしながら、さらに奥おくへと進んでいく。

　そしてたどり着いた洞どう窟くつの最さい奥おう。天てん井じように空いたわずかな穴あなから月光が差さし込こむ部屋で、彼かれらを待ち受けるのは───。




ＧＭ：キミたち四人は、イリスを見つけた部屋を抜ぬけ、洞窟のさらに奥へと進んでいく。

クロヴィス：オレはみんなとはエンゲージを切って、一メートル先を進むぜ。

ＧＭ：どこまでも訓練されてるな（笑）。じゃあ、クロヴィスが先行して、危き険けんがないかを確かく認にんしながら前進。特に障しよう害がいもなく、洞窟の一番奥へとたどり着いた。円形の空間になっていて、岩がん壁ぺきは苔こけむしており、蔦も絡からみついている。

カナデ：ここがお花の咲さいてる場所ですよ。

ＧＭ：そう。ちなみに、この部屋だけ、天井に穴が空いていて、そこから月の光が差し込むようになっている。

クロヴィス：なるほど。その月光の下に月夜花が咲くんだな。

ＧＭ：そのとおり。わずかに差し込む月光を受けてこの花は成長するんだ。天から降ふり注そそぐ月の光に照らされて、一輪の白い花が、今まさに開こうとしている。

イリス：不思議な花ですね。こんな洞窟の奥で咲くなんて。

ＧＭ：魔ま力りよくのこもった特とく殊しゆな植物なんだ。さて、キミたちから花までの距きよ離りは、クロヴィスが九メートル、他の三人が一〇メートルほどになる。

クロヴィス：よかった！　生えてるぞ。

イリス：では、道中でちゃんと目的を聞いたことにしましょう。なるほど、あの花があれば、ご友人を助けられるんですね。

シェフィル：うん！

ＧＭ：月夜花は、まるでキミたちを待っていたかのように、ゆっくりとつぼみを開いていく。月の光よりもまばゆい燐りん光こうに包まれて月夜花が開花した。

イリス：月の光に開く花。気高さを感じさせる、美しい花ですね。

シェフィル：よし、もってかえろー！

カナデ：みんなで月夜花のところまで駆かけ出だす感じですね。

クロヴィス：いやいや、今のフォーメーションを保たもちながら進む。

ＧＭ：軍隊かよ！　訓練されすぎだろ、子供たち！（笑）

カナデ：すべてはグラン爺の教きよう育いくの賜たま物ものです。

イリス：じゃあ、僕ぼくも一いち応おう《ウィング》で飛ひ行こう状じよう態たいになっておきましょうか。

ＧＭ：まあ、いいだろう。じゃあ、クロヴィスが先頭。その一メートル後方に残りの三人がいて、イリスは飛行状態になってる。これでいいな？

クロヴィス：オッケー！　ゆっくり近づいていくぜ。

ＧＭ：周囲を警戒しながらクロヴィスが進み、やがて月夜花のもとまでたどり着く。

クロヴィス：ミラを治すことができる花が今、目の前に！　オレはぱっと表ひよう情じようを輝かがやかせながら言う。これでミラがげんきになるぜ！

シェフィル：クロちゃん、とってー！

クロヴィス：まかせろー！　花の部分をぷちっと採とった！

ＧＭ：月光のスポットライトを浴びて、白く輝かがやく月夜花を手折るクロヴィス。というところで、全員【感知】で判はん定ていしてくれ！　難なん易い度どは12。ひとりでも成功すればいいよ。

イリス：やはり来ましたか。

シェフィル：ううっ、【感知】は苦手なのに！

カナデ：いきます。（ダイスを振ふる）あら、出目が低いですね。９で失敗です。

シェフィル：（ダイスを振る）だめだぁ、11！

イリス：（ダイスを振る）僕も10で失敗です。

クロヴィス：（ダイスを振る）うわっ、出目で３が出た。もちろん失敗（笑）。

ＧＭ：全員失敗だな。それだとキミたちはなにも気づかない（笑）。

イリス：う、うわぁっ！　これ、絶ぜつ対たいなにか起こりますよ！

ＧＭ：（渋しぶい声で）それはちょっとした気の緩ゆるみだった。ミラがこれで助かる、そんな安あん堵どの気持ちが、周囲の警けい戒たいを怠おこたらせたのだ。普ふ段だんなら気づけたはずの異い変へんにキミたちは気づかない。闇やみの中に潜ひそむ危険に……。

クロヴィス：さあ、かえろうぜー。

イリス：帰りましょう（笑）。

シェフィル：かえろっか！

ＧＭ：……のそり。なにかが近づいている音が、すぐ近くから聞こえてきた。

クロヴィス：き、奇き襲しゆう攻こう撃げきなんかされないぞ！（笑）

ＧＭ：されるよ！（笑）

クロヴィス：いや、されない！　オレは細い糸を張はり巡めぐらせて結界を作り、その糸に触ふれたものがいればすぐにわかるようにしてあったのだ！

ＧＭ：もちろん、そんなものはすいすい避よけられてしまう。

クロヴィス：ば、馬ば鹿かなぁああああ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：演えん出しゆつだけで状じよう況きようを　覆くつがえそうとしてもだめだっつーの（笑）。さて、キミたちが帰ろうと振ふり向むいた瞬しゆん間かん。入口側から、身みの丈たけ三メートルはあるだろう巨きよ大だいなクマが現あらわれる！

一同：出たぁ───っ!!（笑）

カナデ：あ、あれ、もしかして村の人たちが言っていた!?

ＧＭ：そう、目の前にいる巨大なクマこそ、自じ警けい団だんを全ぜん滅めつさせた伝説の動物だ！

クロヴィス：ほ、本当にクマが来た!!　ちょ、ちょっと待て、クマって、つまりベアだよな。このレベルでベアと戦うのか!!（爆笑）

イリス：大だい丈じよう夫ぶです。今見た感じでは一体だけですから！　……一体だけですよね？（笑）

ＧＭ：一体だけだな。ただし、ただのクマではなく、ブリギット村でクロオビと呼よばれている強力な個体だ。その名のとおり、腰こしのあたりに黒帯に似た黒いラインが入っている（笑）。

クロヴィス：なんか、正せい拳けん突づきとかしそうな感じだな！（笑）

ＧＭ：正拳突きはしないよ。掌しよう底ていを放つだけ。

クロヴィス：変わらねぇよっ！（笑）

ＧＭ：では、ラウンド進行に入る前にクマの奇襲攻撃だ！　配置はクロヴィス、一メートル離はなれて、シェフィルとカナデ、イリスの三人。そこから九メートル離れて〝伝説のクマ〟だ。

一同：伝説のクマ!?（笑）

クロヴィス：そのまんまじゃねえか！（一同爆笑）

ＧＭ：わかりやすくていいだろう。さあ、クマの奇襲攻撃によるメインプロセスだ。クマは【移い動どう力】11あるから、ムーブアクションでシェフィルたちのエンゲージまで移動する。

シェフィル：わーい、クマさんだー！　クマーっ!?（笑）

ＧＭ：と、シェフィルが悲鳴を上げた瞬しゆん間かん、〝シュンッ〟と一気に伝説のクマは距離を縮ちぢめ、肉にく薄はくしてくる！

イリス：は、速い!?

ＧＭ：伝説のクマは威い嚇かくするように立ち上がると、ファイティングポーズを取る。マイナーアクションは特になし。メジャーアクションでふつうに攻撃だ。

カナデ：対象は？

ＧＭ：単体なのでランダムに決めよう。（ダイスを振る）イリスで。

イリス：《カバーリング》する手間がはぶけましたね。受けて立ちます！

ＧＭ：盾たてを構かまえるイリスに向けて、伝説のクマは「その花は私わたしのものだ！」というかのように、鋭するどい掌底を放つ！　命中判定は……（ダイスを振る）達たつ成せい値ち16だ。

カナデ：奇襲攻撃だと、リアクションにマイナス１Ｄです。

イリス：それは絶対に避けられないですね。フェイトを使うのももったいないですし、ふつうに回かい避ひします。（ダイスを振る）もちろん失敗（笑）。

ＧＭ：では、〝ダンッ〟と力強い震しん脚きやくと共に繰くり出だされた掌底がイリスを直ちよく撃げきした。ダメージは６Ｄ＋15だ。（ダイスを振る）まずまずか。36点の物理ダメージ。

シェフィル：きくたけさんにしては高いね（笑）。

イリス：自分に《プロテクション》！　フェイト２点入れて４Ｄ分軽けい減げんします！　それっ！（ダイスを振る）こちらもなかなかの出目ですよ。15点軽減なので【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と合わせて25点防ふせぎました。ＨＰダメージは11点で、残りＨＰ25点です！

ＧＭ：結構堅かたいな。クマの掌底に対し、イリスは《プロテクション》を展てん開かい。軽けい傷しように抑おさえる。だが、クマの放った衝しよう撃げき波はは魔ま法ほうの障しよう壁へきを抜けて、うしろの壁かべに〝ドンッ〟とぶつかる！

イリス：か、壁に穴が……！（笑）

ＧＭ：（渋い声で）「……抜ぬけたか」（笑）

クロヴィス：しゃべった!?（笑）

ＧＭ：実じつ際さいに人語を話してるわけじゃない。ただ、雰ふん囲い気きとか動作からなんとなく、そう言ってるように感じ取れるということにしてくれ。

イリス：このクマ、ただ者じゃありませんね！

ＧＭ：驚おどろくイリスを見るクマ。戦意に燃もえる瞳ひとみが、「最近村で戦った戦士たちよりも、数すう段だんは上のようだな……」と言ったような気がする。

クロヴィス：器用なことすんなよっ！（笑） こいつ、クマのくせに調子に乗ってやがる！

カナデ：でも、それだけの実力はあるみたいです。みなさん、気をつけてくださ～い！

シェフィル：うん！　ぜったいにたおして、ミラちゃんにこのハナをとどけるんだから！　弓を構かまえて、表情を引き締める！

ＧＭ：じゃあ、奇襲攻撃の処しよ理りが終わったところで、戦せん闘とうを開始しよう。




●第一ラウンド

▼行こう動どう値ち
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ＧＭ：まず第一ラウンドのセットアッププロセス。

クロヴィス：ここで《ゲンカイトッパ》だぁ！　ギルドマスター、たのむぜえええ！

シェフィル：よぉし、みんなぁ！　《ゲンカイトッパ》だーっ！

一同：おーっ!!

ＧＭ：了解。《限げん界かい突とつ破ぱ》の効果が発動すると、キミたちの周囲で風が巻まき起おこり、身体に力がみなぎってくる。このラウンドの間、判定に＋１Ｄ、ダメージに＋２Ｄされるぞ。

シェフィル：わたしの金きん髪ぱつが逆さか立だちます（笑）。

カナデ：このラウンドで一気に畳み掛かけましょう！

ＧＭ：意い気き込ごむキミたちだが、それを前にしてもクマは微み塵じんも怯ひるまない。「ひとつ、このクマがあやし方を見せてやろう」とばかりに、構えを取る。

イリス：クマなのに（笑）。

ＧＭ：他にセットアッププロセスにすることはないね？　じゃあ、イニシアチブプロセス。最初に動くのは、【行動値】が12のクロヴィスだな。

クロヴィス：よっしゃー、テッポウダマだー！（笑）

シェフィル：クロちゃん、がんばってー！（笑）

クロヴィス：おうよ！　でもオレ、このラウンドは攻撃できないんだよね。ムーブアクションで移動、みんなと合流。マイナーアクションはすることないから、演出で花の入った袋ふくろをちらちらとクマに見せて、「こっちだ」と誘ゆう導どうしてみっか。

ＧＭ：じゃあ、花を見たクマは、「よこせ！」とばかりに吼ほえた。まあ、データ的な効こう果かはないが（笑）。

クロヴィス：反はん応のうしてくれただけで十分（笑）。そいじゃ、メジャーアクションで《ウェポンフォージ》。まずは錬れん金きん術じゆつ判定。（ダイスを振る）成功。フェイト２点突つっ込こんで、オレの金属糸───ウィップの攻こう撃げき力りよくを＋４Ｄする！

イリス：いいですね。常つねに《バッシュ》かかってるようなものじゃないですか。

クロヴィス：うむ。これがオレの基き本ほん的てきな戦せん闘とうスタイルだ。（ダイスを振る）よし、このシーン中、ダメージが14点上じよう昇しようする。

一同：おおー！

ＧＭ：なかなかいい目を出したな。錬金術によって強化されたクロヴィスの金属糸が、キラキラと輝く。

クロヴィス：オレのなかの闇やみを見せてやるぜ！　金属糸を空中に漂ただよわせる。でも、これで行動終しゆう了りよう。みんな、ごめんね！（笑）

ＧＭ：一回行動を無む駄だにする代わりに、火力が高くなるってパターンだな。クマは軽けい快かいにフットワークを刻きざみ、警戒を強める。次はカナデだ。

カナデ：はい。ムーブアクションでエンゲージから離り脱だつします。そして、メジャーアクションで《ウォータースピア》！　命中判定は《限界突破》で＋１Ｄ、さらにフェイト１点使って４Ｄ＋５にします。いきます！（ダイスを振ふる）あうっ、クリティカルしない上に低い!?

ＧＭ：おぉっと？（笑）

カナデ：フェイト１点使って振り直します！（ダイスを振る）さっきよりはいいですね。達成値17です！

ＧＭ：クマの回かい避ひは２Ｄ＋６。（ダイスを振る）おや？

シェフィル：低い！（笑）

ＧＭ：……11で回避失敗。カナデの魔力が生み出した水の槍やりが、伝説のクマに命中した。ダメージをくれ。

カナデ：ここは一気に攻せめましょう。ダメージロールに残るフェイト３点全部入れます！

ＧＭ：おいおい!?

シェフィル：そんなにして大だい丈じよう夫ぶ？

カナデ：伝説のクマの回避がちょっと高めだったので、《限界突破》中に可か能のうな限かぎりダメージを稼かせがないと、あとが厳きびしくなると思うので。というわけで９Ｄ＋５！

シェフィル：すごいよ!?

カナデ：これがカナデの全力です！　ダメージロール！（ダイスを振る）

ＧＭ：うおっ!?　出目高っ!?

イリス：おおー！　４、５ばっかりですよ！

カナデ：出目で42点、47点の〈水〉属ぞく性せい魔法ダメージ！　１点でもダメージが入ったら、さらに［放心］しますよ。

クロヴィス：１レベルのダメージじゃねぇな（笑）。

ＧＭ：伝説のクマに命中した水の槍は、カナデの魔力を受けてさらに巨きよ大だい化か。すさまじい奔ほん流りゆうとなった！　さしもの、伝説のクマも立っていられず、膝ひざをつく！

シェフィル：カナちゃん、すっごぉーい!!

ＧＭ：えーっと、【魔法防御力】を引いて……43点のダメージと［放心］を喰らった。いきなりきついな！

カナデ：このために、がんばって【行動値】を高くしたんです（笑）。

クロヴィス：［放心］は先手を取るのが重要だからな（笑）。

ＧＭ：ぐぐぐっ。だが、次はクマの行動だ。とにかく殴なぐるしかないな。ムーブアクションとマイナーアクションは特になし。メジャーアクションでふつうに白兵攻撃だ。

イリス：今度は誰だれにきますかね。

ＧＭ：対象はランダムに決めるよ。（ダイスを振る）今回はクロヴィスに攻撃！　命中判定は───。

カナデ：［放心］が入ってますから、マイナス１Ｄしてくださいね（にっこり）。

クロヴィス：さらにこっちは《限界突破》中だから回避に＋１Ｄされるぜ。

ＧＭ：……こりゃ、当たらんな。（ダイスを振る）こちらの命中判定の達成値は16だ。

クロヴィス：（棒ぼう読よみで）いや～ん、オレ４Ｄ振って10が出ないと回避できなぁ～い。

ＧＭ：くねくねしてないで、ダイスを振れ！（笑）

クロヴィス：（ダイスを振る）やだぁ～、ダイス目で16出しちゃってるぅ～。

ＧＭ：くっそー！　朦もう朧ろうとしながらも伝説のクマは、クロヴィスめがけて再ふたたび掌底を放つ！　しかし、クロヴィスを捉とらえることができない。

クロヴィス：じゃあ、伝説のクマが一いつ瞬しゆん、オレを撃うち抜ぬいたかと思うと、それはオレが張はり巡めぐらせた糸で作った幻げん影えいだった。

カナデ：またわけがわからないことを（笑）。

シェフィル：クロちゃん、なんかよくわからないけどすごぉーいっ！（笑）

ＧＭ：これで伝説のクマの行動は終了。【行動値】５でシェフィルとイリスだ。

シェフィル：どっちからにする？

イリス：シェフィルさんからどうぞ。僕は攻撃手しゆ段だんがないですから。

シェフィル：じゃあ、先にいくね。カナちゃんと同じくムーブアクションで離脱！　メジャーアクションで《バッシュ》を使います！

クロヴィス：命中判定は４Ｄ＋４だな。まず当たるぞ。

シェフィル：いっくぞぉーっ！　えーいっ!!（ダイスを振る）達成値20！

ＧＭ：クリティカル以外無理！　（ダイスを振る）ダメだ。シェフィルの放った矢は、風を切りながら飛ひ翔しようし、見事にクマの身体に突つき刺ささる！

シェフィル：よーし、ダメージロールで《スラッシュブロウ》を使おう。さらにフェイトも３点注つぎ込こんじゃう！　これでもろもろ加えて11Ｄ＋６！

ＧＭ：ちょっと待て!?　さっきからダメージが変だろ！　お前ら本当に１レベルか！（笑）

シェフィル：こどもだからってあまくみるなー！　いっけぇー!!（ダイスを振る）

イリス：おおっ！　これはいい出目ですよ！

シェフィル：出目45点で、51点の物理ダメージ！

ＧＭ：ぶっ、51点!?　えーっと……【物理防御力】を引いて、38点喰らった。やばい、いきなりピンチなんだが（笑）。

クロヴィス：今ので倒たおれねえとはなぁ。ふつうのクマなら今ので倒れてるところだぜ？

ＧＭ：そこは伝説のクマだからな。ふつうのクマよりも強い！　といっても、もうボロボロだけどな！

カナデ：伝説のクマっていうけど、たいして伝説じゃないですね（笑）。

ＧＭ：《限界突破》なんてこっちも想定外なんだよ！（笑）

イリス：すごいですね。これが《限界突破》の力（笑）。

ＧＭ：くそー。では最後、イリスの行動だ。

イリス：武ぶ器きを持ってないから、素す手でで殴なぐっておきます（笑）。命中判定は３Ｄ＋６。（ダイスを振る）達成値16です。

ＧＭ：一応、出目10以上で回避だが……（ダイスを振る）あかん、出目がふつうだ。達成値12で失敗した。

クロヴィス：この際さい、イリスもダメージにフェイトぶっ込こんじまえよ。

イリス：そうですね、もうやっちゃいましょう！　ダメージロールにフェイトを２点入れて、６Ｄでいきます！

クロヴィス：おお、ルーキーがいったー！

イリス：てやぁああああ！（ダイスを振る）　23点の物理ダメージです。

ＧＭ：それだとダメージは10点だな。累るい計けいダメージが91点。もうデコピン一発でも倒れそうなほど、ふらふらになっとる（笑）。

カナデ：あと一いち撃げきというところでしょうかね。

ＧＭ：これで全員の行動が終わったな。クリンナッププロセス。《限界突破》の効果が解かい除じよされて、伝説のクマの［放心］が回かい復ふくした。さあ、第二ラウンドだ。
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ＧＭ：第二ラウンドのセットアッププロセスだ。

イリス：《限界突破》が切れましたし、攻撃はなるべくこちらに引きつけたいところ。伝説のクマに《プロボック》を使って挑ちよう発はつしましょう。

ＧＭ：ふ・ざ・け・ん・な・よぉおおお！（笑）

イリス：そちらの【精せい神しん】と対決して、勝ったら［逆ぎやく上じよう］を与あたえます。はっ！（ダイスを振る）こちらの達成値は14！

ＧＭ：こいつ【精神】が低いんだよ！　（ダイスを振る）11なので失敗だ！

イリス：伝説という割わりには拍ひよう子し抜ぬけですね。くやしかったら、僕を倒してみなさい！　盾で身を守りながら叫さけびます。

ＧＭ：人語を解かいするのか、その挑発に伝説のクマが反応。満まん身しん創そう痍いにもかかわらず、咆ほう哮こうして、イリスを睨にらみつける。

カナデ：これでイリスさん以外に攻撃する時、命中判定にマイナス２Ｄされますね（笑）。

ＧＭ：くあー、そんなの当たるわけないじゃん!?（笑）

イリス：ならば、僕を殴なぐればいいのさ。さあ、かかってきたまえ（笑）。

ＧＭ：イリスは壁役で堅かたいんだよなぁ。これでセットアッププロセスは終了。イニシアチブプロセスに移うつる。最初の行動はやはりクロヴィスだ。

クロヴィス：それじゃあ、オレが殴りかかるぜ。

シェフィル：〝伝説〟っていってるけど、ただのクマだね（笑）。

カナデ：〝デンセツ〟って名前のクマさんなのかもしれませんよ～（笑）。

シェフィル：そっか！　〝デンセツ〟さんなんだ！（笑）

クロヴィス：よーし、〝デンセツ〟！　いま、とどめをさしてやるぜー！　命中判定にフェイトを１点使用して、ダイスを増ふやして判定だ。（ダイスを振る）達成値24。縦じゆう横おう無む尽じんに糸を張はり巡めぐらせて、伝説のクマを縛しばり上あげる！

ＧＭ：くっ、これ以上は耐たえられん！　切きり札ふだを使う。張り巡らされた糸を、伝説のクマは爪つめで絡からめ取とろうとする。リアクションで《カウンタースロー》！（笑）

カナデ：そんなものを持たせてるんですか!?（笑）

ＧＭ：うむ（笑）。対決に勝利すれば相手の攻撃を無む効こう化かして［スリップ］させる、という技わざだ。でも、クリティカルしないと無理。成功する気がしねー！（笑）

クロヴィス：オレの糸を防ふせげるものかー！

ＧＭ：６ゾロ６ゾロ６ゾロ……６ゾロっ!!（ダイスを振る）あぁー!!　６と３!!

イリス：残念、糸が細かくてつかめなかったようですね！（笑）

ＧＭ：伝説のクマの手は糸を触ふれることなく、虚こ空くうを泳ぐ。

クロヴィス：そして気づけば伝説のクマは、全身に見えない糸が絡からみついている。左手をくいくいっと動かしながら、にやりと笑って言う。……へ、甘いぜ、クマちゃんよぉ～（笑）。

ＧＭ：どこの仕事人だよ、お前は！（笑）

クロヴィス：ふはは！　残りのフェイト２点をダメージロールにぶっ込こむぜ。これで４Ｄ＋19。くらえーい！　（ダイスを振る）あ、でも低いわ。25点の物理ダメージ。

ＧＭ：こっちの残りＨＰは８点しかないっつーの。【物理防御力】を引いても12点喰らって撃げき沈ちんだよ！（笑）

クロヴィス：これでおわりだ……。糸を軽く弾はじいて、背せを向けるオレ。すると糸がするりとほどけて伝説のクマの全身が切きり裂さかれる。

ＧＭ：血まみれになった伝説のクマは、ついに地面に倒たおれた。戦闘終了だ。……おーい!?　強ぇよー!?　俺、超ちよう舐なめてたよ!!（笑）ていうか、《限界突破》が想定外すぎる!!

シェフィル：ホント《限界突破》のおかげだったねぇ（笑）。

イリス：いや、本当に強かったねー！（笑）

ＧＭ：ぐぐ、ほぼ完封されてしまった。残念無念。とりあえず、伝説のクマのドロップ品決定ロールをやっちゃおう。

クロヴィス：フェイトが残ってる人はいるか？

カナデ：さすがに残ってないです（笑）。

イリス：僕は１点残ってますね。

シェフィル：わたし、２点残ってる！

クロヴィス：それじゃ、シェフィルがいいな。

イリス：ギルドマスターですしね。

シェフィル：よーし、それじゃあ２点入れる！　たぶん、なにも考えない！（笑）それじゃあ、４Ｄで振るね。なにが出るかなっ？　てーい！（ダイスを振る）……14！

ＧＭ：それだと一番いいやつだ。クマの黒帯、二五〇Ｇが二個こ。

一同：黒帯！（笑）

クロヴィス：段だん位い持ちだったのか（笑）。

イリス：というかこれ、黒帯って名前ですけど、腰こし回まわりの毛ですよね？　いいんですかね。取っちゃって。

クロヴィス：大丈夫、ちょうど生え変わりの季節だ！（一同爆笑）

イリス：おお！　もう生えてきてるぞ！　……って、それでいいんですか!!（笑）

クロヴィス：いいのだ。ちょうど夏毛から冬毛に変わる時だったんだ！　だから大丈夫！

ＧＭ：毛を剃そっても死んだりしないから、そこまで気にしなくていいよ（笑）。さて、ドロップ品も決定したところで、一度シーンを切って、回想場面のエンディングに入ろう。

一同：回想場面のエンディングっ！（笑）

カナデ：なんか画期的な用語を聞いたような……（笑）。







◆Opening08◆失われた記き憶おく




　地面に倒れた伝説のクマを前に、互たがいの健けん闘とうを讃たたえ合う〝えーでるわいス〟。

　月夜花も無事に手に入れ、あとは村へと帰るだけだ。




ＧＭ：クマとの戦いが終わった直後からで、全員登場してくれ。

一同：はーい。

ＧＭ：月夜花に加え、伝説のクマの黒帯も手に入れて、「やったー、帰ろう」と言っているところに、もうひとつ気配を感じる。

クロヴィス：お？

ＧＭ：伝説のクマが現あらわれたのと同じ入口の方角、蔦を掻かき分わけて、のそり、ともうひとつの影かげが現われる。

クロヴィス：またなんか来たぞ。

イリス：クマじゃないですか？

ＧＭ：そのとおり。今度は体長八メートルほどのクマが現われる。こっちの方が、本当の伝説のクマだ。

一同：はいっ!?

クロヴィス：じゃあ、さっきオレたちが倒したのは!?

ＧＭ：うむ、実は今現われたクマの息子むすこ……つまり子グマだったんだ。

シェフィル：子グマであんなにでかくて強かったの!?

イリス：なんという……。子こ供どもたちを背はい後ごに庇かばいながら、親グマの様子をうかがいます。

ＧＭ：あっ、大丈夫だ。親グマは別に襲おそい掛かかってきたりしない。のそのそと子グマの方へ近づいていく。ただ、病気でもしているのか、その足取りはおぼつかない。

クロヴィス：そ、それって……。

ＧＭ：ボロボロになった子グマは、心配そうに親グマを、続いて月夜花の方を見て───。

クロヴィス：そういうのやめろよーっ!!（笑）

イリス：えぇーっ!!　ちょっと待ってーっ!?（笑）

クロヴィス：本当にやめろよ、そういう悲しい話！　動物ネタ卑ひ怯きようじゃん!!　よくない、よくないよっ!?（笑）

ＧＭ：別に花全部を渡わたす必要はないって！　花びらを一いち枚まいくれればいい、って話だよ（笑）。

シェフィル：花びらって、何枚あるの？

ＧＭ：八枚あるね。

カナデ：それなら、問題なさそうですね。

ＧＭ：倒れていた子グマは、「くぅーん……」と花を持ってるクロヴィスに向けて、「その花を、花びら一枚でいいからくださいな」と心に訴うつたえかけるんだよ。

イリス：つまりこの子グマも大切なものを癒いやそうと、月夜花を採とりに来ていたわけですか。

クロヴィス：な、なんだって───っ!?　お、おいシェフィル、どうするよ！

シェフィル：花びらは八枚あるし、クマさんにもわけてあげよう！

カナデ：そうですね。それがいいと思います。

クロヴィス：じゃあ、一枚むしって───

シェフィル：ううん、二枚渡わたそう。

カナデ：二枚？　……ああ、子グマさんと親グマの分で二枚ですね！

シェフィル：そうそう（笑）。

クロヴィス：しょうがねえ。じゃあ、プチプチと花びらを二枚ちぎって、恐おそる恐る、クマたちに差し出そう。

シェフィル：こ、これあげるから許ゆるして！

イリス：どうです親御さん、この子たちの優やさしさは！

ＧＭ：そうすると、よたよたと子グマが近づいてきて、二枚の花びらを口で───。

イリス：がぶり。

クロヴィス：ぎゃあぁぁああぁあぁああっ!?

イリス：冗談です。

クロヴィス：る、るーきー……おめえよお……（笑）。

ＧＭ：（笑）。ふつうに花びらだけ口にくわえて、親グマの方に向かうよ。子グマが親グマに花びらを差し出した瞬間、ぱぁっと光が飛び散り、みるみる体調が回復していく。

カナデ：それで子グマは同じように、親グマにしてもらうと。

ＧＭ：そうだね。親グマが子グマから花びらをもらって、子グマに使ってやるわけだ。そしてみるみる元気になっていく子グマ。

イリス：ああっ、毛もちゃんと生えそろって！（笑）

クロヴィス：つうか待て！　これで全ぜん快かいバリバリ二体が来たら、どうなるんだ！（笑）

ＧＭ：（にやりと笑って）二匹ひきはキミたちの方にのそりのそりとやって来て、〝グワッ〟と立ち上がり！

クロヴィス：うおぉおおおおっ!?

ＧＭ：……ぺこりとお辞じ儀ぎした（一同爆笑）。

クロヴィス：お、おおぉ……（笑）。

ＧＭ：（渋い声で）「ありがとう、人間よ」

一同：またしゃべった───っ!?（笑）

シェフィル：えっ、本当にしゃべるの？

ＧＭ：うむ。子グマとちがって、こっちは本当に人語を口にする。

カナデ：さすがは伝説のクマ、人語を解するなんて（笑）。

クロヴィス：そいつはびっくりして、ぽかんとするぜ。しゃ、しゃべれるのか、こいつ!?

ＧＭ：「人間にも、まともなものがいるものよ」

クロヴィス：ま、まぁ……。

イリス：子グマはボロボロにしちゃいましたけど……（笑）。

シェフィル：しょうがないよ、向こうから襲おそってきたんだもん！

カナデ：せ、正せい当とう防ぼう衛えいです、はい（←なぜか超笑顔）。

ＧＭ：キミたちはミラを、子グマは親グマを助けるために必死だった。それゆえの不幸な行いきちがいというやつだ。子グマも今は申もうし訳わけなさそうにしている。

クロヴィス：そ、そうか。でも一応、調子乗って滅め茶ちや苦く茶ちやしたから謝あやまっておこう。ごめんな、ひどいことして。大丈夫か？　キズなおったか？

ＧＭ：すると、子グマがこう言った気がする。「大丈夫だ。気にするな。それに真まっ向こうから戦って負けたのだ。悔くいはない」（笑）

クロヴィス：かっこいいな、クマ！（笑）

イリス：なんでそんな悟さとってるんですか（笑）。

クロヴィス：オレは子グマの意思を感じ取り、武ぶ人じんの覚かく悟ごを見て、はらりと涙なみだを流す。これが、戦士……！（笑）

ＧＭ：親グマがキミたちに言う。「感かん謝しやする、心優やさしき人間よ。命の恩おん人じんに牙きばや爪つめを向けるようなことはせぬ。さあ、お前たちの里さとへと帰るがいい」

カナデ：あっ、クマさん！　ちょ、ちょっと待ってください！　すみません、出口を教えてください……（笑）。

イリス：特に、僕が大きくて、出ようにも出られないんです（笑）。

カナデ：親グマが入ってきてるってことは、もっと大きな穴があるんですよね？

クロヴィス：そもそも、三メートルの子グマが入ってきてる！（笑）

ＧＭ：そうだな。ちなみに彼らは穴を掘ほって自力で侵しん入にゆうした。外に出ることも当然できる。

イリス：おおー。

ＧＭ：「よかろう、人間」と親グマが言って、ずどーんと立ち上がる。その威い容ようはまるで城じよう壁へきのようだ（笑）。

イリス：で、でかっ!?（笑）

ＧＭ：親グマはのっしのっしと壁に近づくと、掌底を一発叩たたき込こむ（爆笑）。

イリス：掌底……っ!?（笑）

ＧＭ：すると、三秒ののちに壁がはじけとんだ（大爆笑）。吹ふき飛とんだ壁の向こうは外に繋つながっている。少し下れば、キミたちが通ってきた参道にたどり着けるぞ。

シェフィル：く、クマさん……!!（爆笑）

カナデ：いやいや、なんでわざわざ壁を破は壊かいしてるんですか！　入ってきたところに案内してくれればいいじゃないですか！　新しく掘らなくてもいいのに！（笑）

ＧＭ：こっちの方が近道だったんだよ（笑）。親グマは壊こわされた壁を指差しながら、キミたちに言う。「行け、人間たちよ」

クロヴィス：あ、はい……（笑）。

ＧＭ：「だが、お前たちはいずれ、もう一度ここに戻もどってくるであろう」

シェフィル：えっ？

カナデ：どういうことでしょうか……。

イリス：なんだか意味深ですね。

クロヴィス：よくわかんねえし、今は気にしなくていいんじゃないか。それより、ツキヨバナをミラにとどけようぜ！　と言いながら、オレは洞窟の壁にゴリゴリと文字を刻きざんでる。

イリス：鉄てつ砲ぽう玉だまさん、なにをやってるんですか？

クロヴィス：ドウクツにきたキネンだ！　というわけで、洞窟の壁に「えーでるわいス　さんじょー!!」って彫ほってる（笑）。

シェフィル：いいね。一いつ緒しよに彫っちゃうよ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、そこで全員、【感知】判定をしてくれ。難易度は10だ。

イリス：なんでしょうか？（ダイスを振る）達成値11で成功しました。

クロヴィス：（ダイスを振る）10で成功。

カナデ：５以上！（ダイスを振る）出目９だから達成値14！

シェフィル：（ダイスを振る）てへへ、８（笑）。

カナデ：えーと、シェフィル以外成功です（笑）。

シェフィル：文字を刻きざむのに夢む中ちゆうでまるで気づきませんでした（笑）。

ＧＭ：了解。さて、じゃあ、シェフィル以外の三人は気づく。部屋の北側に木の根がびっしり張はり付ついている壁があるんだが、その奥に岩の扉とびらがある。

クロヴィス：おっ？　なんだありゃ？

シェフィル：こんなところにとびらがあるよー？

クロヴィス：まえはきづかなかったな。

ＧＭ：クマが壁を破壊したことで、外から月の光がより強く差さし込こんできて、見えるようになった感じだ。

カナデ：なるほど。じゃあ、その扉の辺りまで行ってみます。そこを調べたいんですけど……調べるのは、クロさんのお仕事です（笑）。

クロヴィス：おう。調べてみるか。なんかあったらやばいし、ひとりでいくぞ。

ＧＭ：わかった。じゃあ、クロヴィスが近づくと、木の根っこに隠かくれた裏うら、扉の表面に紋もん章しようが彫ってあるのがわかる。

クロヴィス：ん？　なんだこれ？　根っこをばりばりはがしてみよう。

ＧＭ：すると、巨大な薔薇の刻こく印いんとそれを包つつみ込こむような竜の紋章が露あらわになる。

イリス：あ、あやしいです……。

クロヴィス：おお、かっこいいぞ！　ばらとか、ドラゴンのマークがついてる！

イリス：子供が喜びそうですね（笑）。

クロヴィス：かっけー！　ばしばし触さわってみる。

ＧＭ：扉はうんともすんともいわず、開く様子はまったくない。

イリス：薔薇と竜……どこかで見たような……。

ＧＭ：そうだね。イリスはなんとなく覚えがある気がする。遥か時の彼方かなた、失なわれた記憶の中にそれはあった。ただ、今は懐なつかしさだけが心にある。

イリス：……あれを、僕は見たことがある。いったいなんなのだろう、思い出せない……思い、出せない……。くわしくは『ルージュ』シリーズを参照……！（笑）

クロヴィス：オレはひとしきり叩たたいたあと、「あかねーや」と言って戻もどる。

シェフィル：ここにギルド名ほれるかなぁ？（笑）

ＧＭ：えっ、紋章の扉に彫るの？

シェフィル：うん、ナイフでがんばればいけない？（笑）

ＧＭ：……まあいいか。じゃあ、キミたちは堅い岩の扉に、根こん性じようで〝えーでるわいス　さんじょー!!〟と刻きざみ込こんだ（笑）。

クロヴィス：こんなもんだろ。それじゃ、かえってミラに花をとどけてやろーぜ！

カナデ：そうですね。

ＧＭ：オッケー。では、洞窟をあとにするキミたちを伝説のクマ親子が見送る。

カナデ：クマさんたちに、ぺこりとお辞儀をします。

シェフィル：よーし、村までダッシュだー！

クロヴィス：ひゃっほー！

ＧＭ：外に飛び出し、村を目指して子供たちが走り出す。

イリス：僕もあとを追いましょう。ただ、洞窟から出る前にもう一度、紋章が刻まれてた扉を見ます。なにかを思い出せそうなのに、思い出せない。いったいなんなんでしょうか……。

ＧＭ：了解。じゃあ、そんなことを考えながら扉を見た瞬間、キミは「イリス……」と自分を呼よぶ声を聞いた気がした。

シェフィル：（地を這はうような声で）イリスうぅ……。

ＧＭ：怨おん念ねんじゃねーかよ!?（笑）

イリス：ううっ、なんだこの声は!?（笑）

ＧＭ：いやいや、そんな声じゃない！　鈴すずのような心地よい声だよ！

イリス：はい、了解です（笑）。じゃあ、ハッとして周囲を見回します。

ＧＭ：もちろん、そこにいるのはクマだけだ（笑）。

イリス：まさか、クマが!?　い、いやいや、そんなことは（笑）。なんでしょう、今の声は。とても懐なつかしい気が……。気がつくと涙があふれそうになるけど、それをぐっと堪たえます。

ＧＭ：いいね。ひとり立ち尽くすイリス。だが、先ほどの声はもはや聞こえず、洞どう窟くつ内ないには静せい寂じやくだけが漂ただよっている。

イリス：少し名残なごり惜おしそうにしながら、立ち去ります。「いつかここに戻ってくる」その言葉を胸むねに刻んで。




　洞窟から外に出ると、子供たちがイリスを待っていた。

「イリスー！　なにしてるのーっ？　はやくーっ！」

　シェフィルが手を振りながら呼よびかけてくる。

　そのうしろにはクロヴィスとカナデの姿すがた。




「今いきます！」

　応こたえてイリスは歩き出す。

　記憶は失なわれ不安は大きい。だが、この世界で生きようと決めた。

　イリスの新たな生が、ここに始まったのだ。







◆Opening09◆村への帰き還かん




　月夜花を手に入れ、シェフィルたちは無事にブリギット村へと帰還した。

　これでミラを救える。

　希望と共に戻った彼らだったが、家に着いた途と端たん、顔を引きつらせた。

　グラニー家では、グランジが仁に王おう立だちしていた。




ＧＭ：さて、これが回想最後のシーンだ。キミたちは月夜花を手に入れて下山。村へ戻って、グラニー家にたどり着く。そして、月夜花が手に入ったことで、ミラは無事に快かい復ふくへと向かうこととなる。

一同：やったー！

ＧＭ：ミラが助かると知った村人たちは安堵し、キミたちの帰還を喜んだ。

シェフィル：えへへ。

ＧＭ：ただ、誰もが喜ぶ中で、ただひとりだけ厳いかめしい顔つきでキミたち睨んでいる人物がいる。

クロヴィス：あー……ぐ、グラン爺じい？

カナデ：これはお説教ですかね。

ＧＭ：そのとおり（笑）。グランジはキミたちを一列に並ならばせると、〝ごん！　ごん！　ごん！　ごん！〟と拳げん骨こつをくれる。

イリス：音が四回分ってことは、僕もですか!?（笑）

シェフィル：ふ、ふえぇ～ん！（笑）

クロヴィス：いってえなぁ！　なにすんだよ！

ＧＭ：グランジは表情を崩くずさず、低く威い厳げんのある声で言う。「言ったはずだ。冒ぼう険けんに出るには、お前たちはまだ半人前だと」

カナデ：ご、ごめんなさいです……。

シェフィル：で、でも、すごかったよね！　びしゅっ、ばしゅってやったよ！

クロヴィス：おう。デンセツのクマだっていちげきだぜ、オレたちにかかりゃよ。

ＧＭ：「ふむ、伝説の子グマをか」

イリス：どうやら、全部お見通しのようですね（笑）。

ＧＭ：グランジはしばらく沈ちん黙もくしてから、少しだけ優やさしい口調で言う。「ミラを助けたことについては、褒ほめておこう。よくやった」

シェフィル：へへっ～、えへへ～。

ＧＭ：「だが、これからはちゃんと、儂わしの言うことを聞け。まだお前たちには、成すべきことがある。無茶、無む謀ぼうで未来を閉とざすには若わかすぎる」

クロヴィス：……わかった。

シェフィル：ごめんね、じっちゃん。

カナデ：すみませんでした。

ＧＭ：素す直なおに謝あやまるとグランジはこれ以上は叱しからない。これで説教は終わりだと、イリスに視し線せんを移うつす。「……若わかいの。お前、どこか行くところは？」と尋たずねる。出自には触ふれない。

イリス：……いえ、どこにも。

ＧＭ：「そうか。では、この村にいろ。面めん倒どうを見てやろう」

クロヴィス：お。

カナデ：こうして、イリスはこの村に居い着ついたのか（笑）。でも、なんか意味ありげですね。

イリス：断ことわる理由はないですが……いいのですか？

ＧＭ：「今いま更さらひとり増ふえたところで大して変わらん」

シェフィル：そうだよ！　ここにいなよ！

クロヴィス：あんた、なかなかみどころあるしな。

カナデ：それに、記憶もないみたいですし。少なくともなにか思い出すまでは、ここにいてもいいんじゃないでしょうか。

イリス：そう、ですね。もしよければ、ここにいさせてもらえますか？

ＧＭ：「ああ。ただし、働かざるもの食うべからず。働いてもらうぞ」と、優しい顔でグランジは言う。

イリス：それはもちろん。体力はそれなりにありますし、腕うでにも覚えはありますから。

ＧＭ：イリスの言葉にグランジは鷹おう揚ように頷うなずく。そして、キミたちに聞こえないよう、小声でぽそりとつぶやく「……だろうな」

イリス：おや。

シェフィル：じっちゃん、イリスのことを知ってる？

ＧＭ：のようだ。ただ、グランジの最後のつぶやきはキミたちには聞こえず、彼の胸きよう中ちゆうをうかがい知ることはできない。

イリス：ふむ……。

ＧＭ：さて、イリスの身の振ふり方かたも決まったところで、二階からロイドが下りてくる。「おう、みんな集まってるな。ミラが目を覚ましたぜ。もう大丈夫だ」

シェフィル：満面の笑えみで万ばん歳ざいするよ。やったー！

クロヴィス：ヴィクトリー！

ＧＭ：「ミラが会いたがってる。行ってやんな」

シェフィル：うん！

ＧＭ：……ここにひとつの冒険は終わった。そして───。
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◆Opening10◆インターミッション




　イリスが目覚めてから八年の時が経たった。

　ブリギット村での生活にもずいぶんと慣なれた。

　村人たちはよくしてくれているし、ずいぶんと恵めぐまれているといえる。

　だが、それでもイリスの心には、いまだに穴が空いていた。

　塞ふさがることのない、大きな穴が───。




ＧＭ：というわけで、ここがオープニング最後のシーンとなる。

一同：どこがオープニングだっ!?（大爆笑）

クロヴィス：（大爆笑しながら）まるまるシナリオ一本分あったじゃねえかよっ！（笑）

ＧＭ：だから変なことするって言ったじゃないか。

一同：変すぎるわ！（笑）

ＧＭ：うひひ。

イリス：……そしてあれから八年、ブリギット村に逗とう留りゆうしてるんですよね。

ＧＭ：うん。村人ともすっかり馴な染じみになったキミは、グラニー家の一室を借りて、ロイドやグランジから依い頼らいされた仕事をこなしたり、シェフィルたちと訓練をしたりしながら日々を過すごしてると思ってくれ。

イリス：そうやって生活しながら、八〇〇年のブランクを取とり戻もどしてきたと。

ＧＭ：そうそう。八年前は身体を動かすだけでも違い和わ感かんがあったが、本来の感覚を取り戻してきている。

イリス：焦あせっても仕方ないですし、そこは地道に取り戻していきますよ。

ＧＭ：そんなわけで、結構充じゆう実じつした日々を過ごしてきたわけで。かつては小さかったシェフィルたちももう一五～六歳。年としの頃ころはイリスに近づいてきた。

イリス：おー……って、近づいてきた？　僕は年を取らないんですか？

ＧＭ：あー、それが楽かな。自由に設せつ定ていしていいんだけど、イリスは八〇〇年前、薔薇ばらの巫女みこと契けい約やくを交わしてから、肉体の成長が止まっているとかした方がイメージのずれがなくていい（笑）。

カナデ：きっと巫女をずっと守れるように、老化しなくなるわけですね（笑）。

ＧＭ：そうそう。かつて交わした契約は、長い年月を過ぎた今でも、効こう力りよくを発はつ揮きし続けているわけだ。

クロヴィス：で、イリスはその八〇〇年前のことを憶おぼえている？　すげー気になるんだが。

ＧＭ：はっきりとは憶えてないね。断だん片ぺん的な記憶があるだけだ。

イリス：そうですか……。

ＧＭ：ともかく、さっきのシーンの続きに移うつろう！

一同：さっきのシーン？

ＧＭ：ほら、ミラの歓かん送そう会かい準じゆん備びで、シェフィルがイリスを呼よびに来たとこで止まっていただろう。

一同：やっとそこに戻るんか！（大爆笑）

シェフィル：（大笑いしながら）じゃあ、わたしがくるっと振り向いたところからで（笑）。

イリス：その時には、悪あく夢むに憔しよう悴すいしてた顔も元どおりになって、平へい常じよう時じの姿すがたに戻っていますよ。服もちゃんと着てます（笑）

シェフィル：よしっ！　じゃ、行こっか！

ＧＭ：では、準備を終えたふたりは、パーティ会場である神しん殿でんへと向かったところで、一度シーンを切ろう。……オープニング、終わりっ！（笑）

クロヴィス：史上最強に充じゆう実じつしたオープニングであった（笑）。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆別れの言葉




　日も沈しずみ、夜の闇やみに包まれたブリギット村はしかし、大いに賑にぎわっていた。

　神殿を中心に灯あかりが焚たかれ、村中から人が集まって宴うたげを催もよおしている。

　ディアスロンドへと留りゆう学がくするミラを祝しての、送別会であった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ろう！　ここは全員が登場予定なので適宜出てきてくれ。夜、神殿堂においてミラの送別パーティが始まった……そんなシーンだ。集まった村人たちが飲めや歌えの大宴会を神聖なる礼拝堂で繰り広げており───。

クロヴィス：ロイド。いいのかそれは。

ＧＭ：「ぐっははははァ！」ロイドは、酒瓶を片手に真っ赤な顔で司会進行をしているが。

イリス：ロイドさん……（笑）。

シェフィル：とりあえず、こっちは食事しながら談話してる感じかな。ね、ミラちゃんは？

ＧＭ：ああ、大勢の村人たちに取り囲まれてるね（笑）。いろいろと話したり、挨あい拶さつしたりと大忙し。ちなみに彼女の困った笑顔が印象的だ。

シェフィル：落ち着くまで、少し時間がかかりそうね……（笑）。

クロヴィス：オレは肉を頬張りつつミラを見ながら言おう。……あいつ、ホントにディアスロンドに行くんだなァ。なあ、シェフィルよぉ、オレたちもそろそろ村の外に出て、でっかいことやりてーなあ。

シェフィル：うん、たくさん冒ぼう険けんしたいよね。

クロヴィス：オレはきょろきょろと周りに大人たちがいないか確かく認にんして……（ひそひそと）だからよぉ、そろそろオレたちもこっそり村を出てよぉ……。

シェフィル：こっそりはだめだよ？

クロヴィス：シェぇフィルぅっ、まぁたそれかよっ!?　お前、マジメすぎんぞっ!?

シェフィル：こっそりははだーめ。

カナデ：でも、やはり村の外に興きよう味みはありますよ……と、料理を盛ったお皿を手にしつつシェフィルの背後に登場。……ちなみに、有名どころですとグランフェルデン、パリス同どう盟めいのラインあたりが冒ぼう険けん者しやたちの拠点になってますね。

クロヴィス：そう、そこだよそこ！　そういうところに行きてぇんだ。

シェフィル：外の世界はまだ、わたしたちには早いってじっちゃんが言ってた。

クロヴィス：ジジィだってオレらの年には冒険してたって！　だいたいあんな老いぼれ、もうオレたちの方が実力が上っ！　次に手合わせしたらぎったぎたのボッコボコは確実……っ。

ＧＭ：と、そこでクロの背後に現われる人の気配。

シェフィル：あ、じっちゃん。

クロヴィス：そしてジジィは、オレの返り血にまみれるだろう。




　お前の返り血かよ。




クロヴィス：ま、つまりグラン爺はやはり老いてなお壮そう健けんにございまして、オレは前々から爺じいのことを尊そん敬けいしていると言いたかったわけでしてね？

一同：…………（笑いをこらえている）。

イリス：口調が変わってますよ、クロさん（←登場）。

クロヴィス：（わざとらしい声で）あ、ちなみにオレがこんなこと言っていたのは恥ずかしいので爺には内緒にしてくださ……（死ぬほどわざとらしく）ああああっ!?　おじいさま、うしろにいたんだあ!?　（超さわやかな笑顔で）ぅわあ、ぜんぜん気づかなかっ……。

ＧＭ：ゴチン。

クロヴィス：どさり（←倒れたらしい）。

シェフィル：て、天さん……（ふるふる笑っている）。

クロヴィス：クロヴィス。

シェフィル：ク、クロちゃん……（←やっぱりふるふる笑っている）

ＧＭ：ちなみに、クロの背後に立つグランジは、余興に剣舞でも見せようというのか巨きよ大だいな剣を背負っている。「クロ。外の世界に夢を見る前に、技を磨け」

クロヴィス：で、でもですよ？　オレらも成長したし、そろそろお爺さまのもとを離はなれ、自分たちの力を試すのも悪くないと思うしだいでして。

ＧＭ：「……そんなことを言ってるうちは半人前だ」そう告げて、グランジはのそりとその場から去って行く。

クロヴィス：……行ったか。ふぅ、びびらせやがって。

イリス：僕は、そんな様子を微笑ほほえましく見ています（笑）。

カナデ：でも、なぜあそこまで外に出すことをこばむのでしょう？　ふつうに考えれば、もう旅に出ていてもおかしくはないんですよねえ……ギルドも組んでますし～。

クロヴィス：グラン爺は心しん配ぱい性しようすぎんだよ。なあ、イリス。お前だって一五歳の頃には冒険してたろ？

イリス：……すみません。昔のことは思い出せなくて。

クロヴィス：でもよぅ、イリスが村に来てから八年だぜ？　なんか思い出せないのかよぉ？

イリス：夢ゆめでたまに昔の光景は見ますが、ただ冒険していたという感じではなく……。

カナデ：わたしたちはイリスの夢の内ない容よう、聞いてる？

イリス：長いつき合いですし、話してたことにしましょう。仲を深めていくうちに、少しずつ話していった感じで。

クロヴィス：イリスが見る夢だってよぉ、都会に行けばなんかわかるんじゃねえかぁ？

カナデ：ですねぇ。お医者様に相談するとか、図書館とかで調べるとか、あと魔ま術じゆつ士しを頼たよってみるっていう手もありかもです。いろいろと試せますよ？

イリス：ええ、ですがグランジさんにはお世話になってますし、彼の意向を無視して勝手に村を出る、というのはしたくありません。

クロヴィス：お前もシェフィルと同じ意見かよ。

シェフィル：はい、この話はここまでっ。いつか、じっちゃんが許可くれるよ。……それに。わたし、この村が好きだしね。そこまで出たいとも思ってないよ。

クロヴィス：やれやれだぜ。そんなお前の大好きな村を、ミラは出て行くわけだがな。

シェフィル：あ、そうだ。ミラちゃんの話は終わったかな。

ＧＭ：うん、そっちに見入ると……村の大人たちはすでに好き勝手に盛り上がってる状態。ミラは、少し離れた席でひと休み中って状態だね。

イリス：では、行きましょうかシェフィル。しばらく、会えなくなるわけですから。

シェフィル：だね。

ＧＭ：ミラはちょっと疲つかれてるみたいだが、キミたちに気づくと、ぱっと花が咲さいたように笑顔を浮うかべた。「……みんな！」

シェフィル：ミラ、ディアスロンドへの留学……おめでとう。

カナデ：おめでとうございます～。

ＧＭ：「……ありがとう」　彼女は、少し照れた表情で言葉を返……。

シェフィル：で、いつ帰ってくるの。

一同：こらっ!?（笑）

クロヴィス：出立前に言うことじゃねえよ、それはっ!?（笑）

シェフィル：……だって。

イリス：病弱だったミラが、ひとりで旅立つんです。素直に祝福しましょう、シェフィル。

シェフィル：みんなは寂さびしくないの？　ミラちゃん、行っちゃうんだよ？

ＧＭ：「シェフィル……」シェフィルの言葉に、ミラの目じりにもちょっと涙なみだが浮うかぶ。

一同：「……お休みには戻ってくるし。シェフィル、そんなに悲しそうな顔しないで」

シェフィル：……ごめん。ほら、ずっと一緒だったからさ、ナイーブになっちゃっただけ。

イリス：悲しがっていたら、ミラさんが安心して旅立てません。笑顔で送り出しましょう。

シェフィル：うん。……それに考えてみたら、ミラちゃんが帰って来られなくても、こっちから会いにいけばいいんだしね。

ＧＭ：「……うん、待ってる」　そう応えて、ミラはシェフィルの手を取る。その瞳ひとみにもう涙はなく、あるのは笑顔……そして決意だ。「必ず、夢をかなえて帰ってくるから。あたしが明日からディアスロンドでお勉強できるのも、みんなのおかげ」

シェフィル：わたしたちの？　なにもしてないよ？

カナデ：ミラさん、子供の頃に死にかけてましたからねえ。

ＧＭ：うむ。キミたちが月つき夜よ花ばなを取ってこなければ、やばかった。だから、ミラは本当にキミたちに感かん謝しやしているんだ。「必ず帰ってくるから。そうしたら、また遊ぼう？」　それはどこか儚げで、でも強さを秘めた微笑みで───。

カナデ：なにその演出（笑）。

クロヴィス：（異常に動揺した口調で）あ、あのみそっかすだったミ、ミミラも、ずいぶんと大人びたもんじゃねえか……ちょっとドキドキ。あふう。

一同：あふぅっ!?（笑）

カナデ：ミラさん、これ……カナデからの餞別です、と愛読していた魔道書を渡しましょう。

ＧＭ：いいね（笑）。ミラは、１レベルのメイジ／サモナーだしね（笑）。

イリス：１レベルなんですか。それで聖都からお声がかかるとは……すごい資質の持ち主なんですかね？

ＧＭ：さて？（笑）　その本を受け取り───「ありがとう、大切にします。カナデさん」　彼女は笑顔で礼を言った。「それと……」　ちらり、イリスに視線を向けて……「これからも、みんなのこと、守ってあげてください」

イリス：もちろんですよ、ミラさん。あ、僕は自分で煎じた薬を餞別に渡しましょう。

ＧＭ：彼女はそれを受け取って……ちょっと思案してからつま先立ちして、ひそっとイリスの耳元に囁く。「あと、シェフィルのこと……よろしくね」

シェフィル：っ!?

イリス：もちろんですが……僕は先ほど、「みんなを守る」と言いました。その中には当然、シェフィルも含まれています。

ＧＭ：「………」　ミラは一瞬、沈黙し───「……うん、はい。いいです、それで。今は」そう言って顔を離して苦笑した。

イリス：ははは、おかしなミラさんだ。ねえ、クロさん。

クロヴィス：お、おう……。

カナデ：イリスさん……。

ＧＭ：……（笑）。そして、ミラはシェフィルに視線を向ける。

シェフィル：…………。

ＧＭ：「…………」

クロヴィス：なにこの沈黙。

ＧＭ：シェフィルには、思い入れがあるんだろう。いろいろ言いたいことがあるんだけど言葉にならないといった感じで───。

シェフィル：わたしなにかを言おうとするんだけど、泣きそうになっちゃって……。

ＧＭ：……なんともいえない沈ちん黙もくの時がふたりの間に流れる。先に口を開いたのミラだ。シェフィルを真まっ直すぐに見つめて。「あたしは明日、この村からいなくなる」

シェフィル：う、うん。

ＧＭ：「でも、村はシェフィルがいれば大丈夫だよね」

シェフィル：そんな。わたしなんてまだまだで……。

ＧＭ：「大丈夫、あなたがすごいのは、あたしが一番よく知ってる。村の誰よりも、よく知ってる。ずっと見て、憧あこがれてきた人だもん」

シェフィル：……わたし、もっとミラちゃんと一緒に、いろんなところに行きたかった。

ＧＭ：「うん」

シェフィル：……村を出る時は、一緒に行ければって思ってた。

ＧＭ：「ごめんね。でも、まだわたしは足手まといだから。もっともっといっぱい経けい験けんを積んで、もっと強くなって戻ってくる。そうしたら、一緒に冒険に行こう？」

シェフィル：……待ってる。約束。泣きそうになるけど、一いつ生しよう懸けん命めい耐たえて……うんっ。元気でね！　ぎゅっと抱だきしめます。

ＧＭ：抱きすくめられ、ミラは驚くけど……彼女も抱きしめ返す。「シェフィルも、元気で」

イリス：ちょっと離れたところから、ふたりの友ゆう情じようを見守ってますよ。

ＧＭ：抱ほう擁ようを終えると、ミラは再び村人との挨拶へと戻っていく。そして、キミたちが彼女を見送っていた時だ……〝ぞくり〟。ふいにシェフィルは背後から視線を感じた。

シェフィル：ふつうに振り返るけど。

ＧＭ：振り返って最初に目に入るのは窓だ。

シェフィル：窓から!?　窓の外から視線って怖こわいんですけど！（笑）

ＧＭ：だが、恐怖は感じない。視線の主に呼よばれているような……不思議な感覚すらある。

シェフィル：行かなくちゃ……（笑）。

クロヴィス：いやいやいやっ、あやしさマックスじゃねえかっ！（笑）

シェフィル：危あぶなくなったら、みんなを呼べばいいかなと……（笑）。

ＧＭ：ちなみに視線の主に関しては次のシーンで演出しよう。

クロヴィス：それなら、大丈夫だ（きっぱり）。行け、シェフィル。突っ込んでこい。

シェフィル：じゃ、みんなに言おうとするんだけど、村の人たちと盛もり上あがってるのを見て、ちょっと笑って……「ま、いいや」と、ひとりで見に行きます。

ＧＭ：（笑）。では、シェフィルが神殿の外に出て行ったところでシーンを変えよう。







◆Middle02◆奇き妙みような来らい訪ほう者しや




　奇き妙みような視線を感じたシェフィルは、神殿の外へと出た。

　神殿の中で今も騒さわぐ村人たちの声がどこか遠くに感じる。

　神殿の窓よりこぼれる光が、シェフィルの周囲を満たす闇をより深く際立たせた。




ＧＭ：では、次のシーンへと入ろう。状じよう況きようは、シェフィルが外に出た直後だ。

シェフィル：えーと、さっきの視線を探してきょろきょろするけど……。

ＧＭ：外に出ると、シェフィルはその気配をより強く感じる。神殿の近くにはちょっとした雑ぞう木き林ばやしがあるんだが、どうやらそっちにいるようだ。

イリス：……誘さそわれてる感じがしますね。

クロヴィス：あー……オレたちを呼んだ方がよくねえか？（笑）

シェフィル：ま、まだまだっ。……とりあえず警けい戒かいします。ちょっと神殿周辺を確認。知ってる人たちがだいたい神殿にいることに気づいて怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

ＧＭ：そうしている間にも、見られているような感覚は続く。問題の雑木林に見えるのは木々と暗くら闇やみだけ。だが、一いつ瞬しゆんだけ、気配を感じる。

シェフィル：そこにいるのは誰！　弓ゆみを構かまえて警戒するっ。

イリス：……って、パーティに弓を持ち込んでいたんですか（笑）。

シェフィル：も、持ってきてたのっ。ほら、宴えん会かい芸げい用？　リンゴ撃うち抜ぬいたりとか！（笑）

ＧＭ：まあいいだろう（笑）。視線に不気味さを感じたシェフィルは、近くに立てかけてあった雷らい鳴めいの弓を手に取ると、矢をつがえて構えた。

シェフィル：緊きん張ちようしたまま、じっと雑木林を見てます。

ＧＭ：周囲に重い沈黙がおりる。すぐそばにあるはずの神殿から漏れる楽しげな喧噪が、それがしだいに遠くに感じ始める。

カナデ：ド、ドキドキしてきますね。

ＧＭ：異い様ように重い沈黙の中……ふいに雑木林から感じられた気配が消えた。

シェフィル：あれ？

ＧＭ：その直後───。

シェフィル：直後？

ＧＭ：「ふーきーつーじゃあ……っ」（←超しわがれた声）

シェフィル：ぃあっ!?

ＧＭ：シェフィルの背後より、そんなしわがれた老婆の声が間近に聞こえた。

一同：こえーよっ!!（笑）

ＧＭ：振り返ってみれば、そこにちょこーんと立っていたのは、フードで顔を覆い、ゆったりとしたローブを身に纏ったばーさんだ。

シェフィル：……う、占うらないババアの人……？




占いババア

『ルージュ』シリーズに登場したＮＰＣのひとり。

　全身ローブで姿すがたを隠かくした不気味な人物で、ＰＣたちの行く先々に現あらわれては、不ふ吉きつな占いを告げて去っていくという、珍ちん妙みような人物であった。
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カナデ：な、懐かしい物体が出てきましたね……カナデとしては知らないけど（笑）。

ＧＭ：知らないね（笑）。当然、シェフィルも知らない。村でも見たことはないな。

シェフィル：だ、誰ですか、お婆さん……っ。

ＧＭ：「……シェフィル・グラニーじゃな？」

シェフィル：そ、そうですけど……。なんでわたしの名前を知ってるの？

ＧＭ：占いババアは質しつ問もんをさらりと聞き流した。

シェフィル：聞き流されたっ!?

ＧＭ：「シェフィル・グラニーよ。もうすぐお前の身に、避さけがたい災さい厄やくが降ふりかかるであろう───」

シェフィル：…………。

ＧＭ：「…………」

シェフィル：またまた～ぁ！（笑）（←あっけらかんとした口調）

ＧＭ：「ま、またまたではない……！　笑い事ではないのじゃっ」

シェフィル：よくわからないけど大丈夫。こんな小さな村……そうそう事件なんて起こらないって、あはは。

ＧＭ：「い、いや、あのな……っ」

イリス：……ふつうに会話してますね。

カナデ：この異常事態にぜんぜん動じてない……というか圧倒してます。

クロヴィス：さ、さすがオレたちのギルドマスターだぜ。

ＧＭ：いや、キミらはまだシェフィルがどうなってるか知らないから（笑）。

シェフィル：ね、さっきの視線とかはこのおばあちゃんのもの？

ＧＭ：もちろん。受ける雰囲気から、それはすぐにわかる。

シェフィル：とりあえず、弓を構えたまま困こまった顔になります。こ、この弓どうしよう……。

カナデ：すかさず弓を突きつけていたシェフィル。

クロヴィス：射っちゃえ。

ＧＭ：それじゃばーさんに降りかかる災厄になるだろうがっ!?（一同爆笑）えー……ともかく、向けられている矢を気にも留とめず、老婆はじっとキミの目を見ている。「……お前には、資し質しつがある。それゆえに降りかかる災厄じゃ……わかるか？」

シェフィル：…………資質ゆえに……。

ＧＭ：「そうじゃ」

シェフィル：……む……むつかしいこと、わかんない。

一同：馬鹿キャラになったっ!?（笑）

クロヴィス：やめろ───っ!?　それじゃオレとかぶるだろうが───っ！　馬鹿の立ち位置を取るのはやめてください……！（笑）　シェフィルはもっとかわいく、かっこよく！

シェフィル：じゃあ、改めて……（凛り々りしい声で）災厄、ですか？

ＧＭ：「……そう、災厄じゃ。その災厄がお前に襲おそい掛かるまで、あと……二四時間じゃ」

シェフィル：二四時間……。

ＧＭ：「ひひひ……あと二四時間、二三時間五九分五九秒、五八、五七、五六……中略………一六、一五……」

シェフィル：ちょ、ちょっと！　なんで時間が飛ぶのよっ!?

ＧＭ：いや、シナリオの進行しだいで変わるかもしれないと……（一同爆笑）。

シェフィル：い、いいかげんな予言……（笑）。でも、信じていいものか悩なやむ。とりあえずひとつ質問をします。……どうして、わたしにそんなことを？

ＧＭ：「お前が、選ばれたものだからじゃ───」

シェフィル：え、やだ、そんなぁ……えへへへ。

一同：えへへかよっ!?（笑）

ＧＭ：ちょろいなシェフィルっ!?（笑）

イリス：シェフィルはどうやら、おだてに弱いみたいです。

カナデ：なんか物ぶつ騒そうな話になってますし、こっちも登場した方がよさそうですね。

ＧＭ：ＯＫ。登場するなら、難なん易い度ど10で登場判はん定ていだ。

イリス：（ダイスを振る）成功です。

カナデ：（ダイスを振る）はい、成功しました。

クロヴィス：（ダイスを振る）余よ裕ゆうだぜ。

ＧＭ：では、全員登場に成功した。キミたちはミラと言葉を交わしてのち、宴会の輪に加わっていたが……ふとシェフィルがいないことに気づく。

イリス：あれ？　シェフィルはどこですか？　周囲を見回しますが……。

カナデ：あ、外にいるみたいです、と窓越しに彼女を見つけていいです？

ＧＭ：ＯＫ（笑）。キミは、窓越しに誰かと会話している素振りのシェフィルを見つけた。

カナデ：では、怪訝に思います。あのお婆さん、誰でしょう？

ＧＭ：ちがうんだ。

カナデ：ちがう？

ＧＭ：シェフィルはたしかに誰かと会話している。が、彼女の周囲には誰もいないんだ。

一同：は!?

ＧＭ：暗闇の中、笑顔すら浮かべてひとりでしゃべっている光景は、どこかに異様にすら思えて───。

イリス：異様というか恐いですよっ!?（笑）

クロヴィス：じ、じゃあ、窓をガタンと開けて……おおおおいっ、シェフィルよぉ……。

シェフィル：あ、みんな。なんかさ、変なおばあちゃんが来て……。

クロヴィス：婆ばあさん？

シェフィル：そう、そこに───。

ＧＭ：シェフィルが一瞬、仲間を見て、先ほどまで老婆がいた場所へ視線を戻もどすと、そこにはもはや誰もいない。

シェフィル：あれ？

イリス：誰もいませんが……。

シェフィル：いや、さっきまで話してたんだって！　みんなは聞こえなかったの？

ＧＭ：キミたちが聞いたのは、シェフィルの声だけだな。それ以外の声は聞こえなかったし、気配も感じなかった。

クロヴィス：じゃあ、なにを言ってるんだという顔になって。いや、お前がひとりでしゃべってるのが聞こえてきたから、こっち来たんだけど。

シェフィル：おかしいな……。でも、あと二四時間で、わたしに災厄が降りかかるって言ってたんだよ。

クロヴィス：なにいってんだよ。夢ゆめでも見てたんじゃないのか？

カナデ：うーん、夢だったの？　にしては時間指定が妙に具体的なような……（笑）。

クロヴィス：つってもなぁ。妙な奴がいたって言ったよな。それこそ、妖よう精せいとかに化かされたんじゃねーのか。

シェフィル：妖精って、クイズを出す妖精以外にもいるんですか？（笑）

カナデ：いますよ。花の妖精とか、樹じゆ木もくの妖精とか、種類も多いですね。

シェフィル：化かされたのかな、わたし……（笑）。

クロヴィス：まあ、あんま気にしてもしょうがねえって。んなことより、今日はミラの旅立ちを祝う大事な日だぜ。そっちを楽しもうじゃねえか。

シェフィル：うん！　そうだね！　今日は大事な日だし、戻もどろ戻ろっ♪

クロヴィス：そうそう。それに、あと二四時間経たちゃわかるんだろ？

シェフィル：そうだよクロちゃん！　いいこと言った！

クロヴィス：じゃあ、気にする必要ねーな。二四時間後を待てばいいんだ。

シェフィル：二四時間後が楽しみだね！（笑）

イリス：いやいやいや！　面白いものじゃないですよ!?（笑）

クロヴィス：ったく、イリスは真面目だなあ、おい。

イリス：えー、気を取り直しまして。僕は、みんなに……特にシェフィルになにかが起こらないよう、見守っています。安心してください。

ＧＭ：きっと、グランジからも「お前があの子を守るんだぞ、それがお前の役目だからな」と、ここ数年叩たたき込こまれているんだろう（笑）。

イリス：そうですね。ミラにも言われましたし、なにがあっても守り抜ぬいてみせます。

シェフィル：ちょっと照れながら、神殿の中に戻ろう（笑）。

ＧＭ：じゃあ、みんなが神殿の中に入っていったところで、最後にちょっと演出して、シーン終了だ。




　シェフィルたちが神殿に入って数瞬ののち……闇の中に老婆の姿すがたが浮うかび上あがる。

　老婆は、笑顔で部屋へと入っていくシェフィルを見つめながら、つぶやいた。




「努ゆめ々ゆめ忘わすれることなかれ。災厄まであと二四時間───」







◆Middle03◆別れの時




　送別パーティの翌よく日じつ。

　天気は快かい晴せい。どこまでも広がる青空が、まるで旅立ちを祝福するかのようだった。

　ブリギット村の広場には多くの村人たちが集まっている。

　その中心にいるのはミラ。

　そして、シェフィルたちがその晴れ姿すがたを見守っていた。




ＧＭ：日は変わって、ミラがディアスロンドに旅立つ日がやってきた。全員登場だ。舞台となるのは村の広場。ミラの出立を見送るために村人のほとんどが集まっている。その様は、まさにお祭りのようで……人でごった返している。

シェフィル：ふえー。

イリス：村がどれだけミラに期待してるかがわかりますね。

カナデ：ミラさんにはがんばってほしいです。

ＧＭ：広場でしばらく待っていると、やがて村の外からやってくる人影。ミラをディアスロンドまで連れていくために派は遣けんされてきた、聖騎士とその従者だ。

シェフィル：ミラがお世話になる人だし、気になるね。村人が集まってるけど、ぴょんぴょんジャンプしたりして、姿を確かく認にんする。

ＧＭ：ほい（笑）。まずひとりは、白銀の鎧に身を包んだ金髪碧眼の青年の姿。物腰柔らかだが、一本芯の通った強さも感じさせる聖騎士で、名前はクリス・ファーディナントという。

クロヴィス：『ルージュ』のＰＣだった人だわ！（笑）




クリス・ファーディナント

『ルージュ』シリーズでＰＣのひとりだったキャラクター。

　当初は神殿（というか彼の上司）こそが世界の正義である、と信じて疑わない世間知らずな少年だったが、さまざまな経験を経て、人間として大きく成長。他人の言葉にただ従うのではなく、自らの意志で歩むことができる男となった

　現在はディアスロンドの聖騎士として活躍している。
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ＧＭ：辺へん境きようのブリギット村でも、彼かれのことを知る者がいるぐらい、知名度のある人物だ。

イリス：（村人になって）「おお、あの人はクリス・ファーディナント様ではないか!?」

クロヴィス：（村人になって）「あの御お方かたが迎むかえに来てくださるとは、ディアスロンドは本当にミラに期待してくださっているのだな！」

ＧＭ：そうそう。そんな感じで、村人たちは興こう奮ふんしてるね。

カナデ：カナデも大興奮です！　きゃー、サインもらいに行ってきます～！（笑）

シェフィル：カナちゃん!?（笑）
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ＧＭ：クリスはちょっと驚おどろきますが、快こころよくサインしてくれた。そして、簡かん易いだがお祈いのりもしてくれる。「あなたに神のご加か護ごがあらんことを」

カナデ：あ、ありがとうございます！　一生の宝たから物ものにしますね！　もうメロメロで、ほくほくして戻もどってきます（笑）。

イリス：カナデさんの意外な一面を見てしまいました。

シェフィル：カナちゃん、あの人のこと知ってるの？

カナデ：はい！　あの人は、クリス・ファーディナント。四年前に起きた〝薔薇ばらの災さい厄やく〟という事じ件けんで活かつ躍やくした、有名な聖騎士様なんですよ。

シェフィル：へえ～。

イリス：でも、なぜそんな方がわざわざ迎えに……。

シェフィル：さすがミラちゃん。それだけ期待されるってことだよね。

ＧＭ：さあ……？（笑）

シェフィル：っ!?

イリス：きくたけさんの笑顔があやしいです。

ＧＭ：やかましいです。

シェフィル：で、もうひとりは？

ＧＭ：そっちは騎士見習いだな。ゼロという名前の少年で、年の頃は一七～一八ぐらい。姿格好は……黒い。
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イリス：黒いってなんですか、黒いって（笑）。

ＧＭ：黒髪黒目、さらに身につけている服やマントといった服飾品も黒を基調としているんで、第一印象は〝黒〟って雰囲気だ。ゼロはクリスとは対照的に、ひどく近寄りがたい雰囲気がある。村に着てからほとんど仏ぶつ頂ちよう面づらで、周囲を警けい戒かいし続けている。

シェフィル：なんか怖こわい感じだね……。

ＧＭ：愛想はまったくといっていいほどないな。ちなみによく観察してみるとわかるんだが、彼はミラの安全に最大限気を遣っている。というかミラしか見てない。彼女にしか興きよう味みがなくて、他の人間は大根とかナスとかみたいにしか思っていない。

シェフィル：大根!?

イリス：ナス!?

カナデ：そうだ。せっかくだから記念にとゼロさんにもサインをもらおうとしてみましょう。

ＧＭ：「断わる」

カナデ：あ、その……。

ＧＭ：「……興味がない」

カナデ：あ、あの、サインだけ……。

ＧＭ：ゼロはカナデを一瞥すると、ふいっと視線を外して無視を決め込んだ。

カナデ：さ、サイン……（笑）。

ＧＭ：結局、彼はサインしないまま、ミラの方へ行ってしまった。

一同：…………。

カナデ：とぼとぼとみんなのところに戻もどります。

シェフィル：カ、カナちゃん……（笑）。

クロヴィス：おいおい、なんだよあいつ。感じわりぃな。大丈夫か、あんなのに任せて。

ＧＭ：見れば、ミラに言葉を掛けるゼロの態度は決して悪意があるようには見えない。その表情は憮然としたものだが、彼女に語りかける彼の瞳は純粋。時おり、微笑に見えなくもない表情すら見せる。

シェフィル：なにそれ。知り合い……？

イリス：ともあれ、ミラさんのことを本気で守ろうという気概のようなものは見えます。信頼はしてもいいんじゃないでしょうか、シェフィル。

ＧＭ：と、キミたちがゼロについて話していると、クリスがやってくる。「……ははは、すまないね。彼も別に悪気があるわけじゃないんだ。任にん務むに懸けん命めいなだけで悪い奴やつではない。許ゆるしてやってほしい」

シェフィル：あ、はい。あの、クリス様。ミラちゃんのこと、お願いします！

ＧＭ：「もちろんだ。この村で育った大切なお嬢じようさんは、必ず無事にディアスロンドへ送おくり届とどけるよ」クリスは力強く請うけ負おう。

クロヴィス：よろしく頼たのむぜ！

ＧＭ：「もちろんです」　クリスは、微笑みながら応えた。村人たちも、口々にミラをよろしくとクリスたちに話し掛けているが……その中で、キミたちはふいに違い和わ感かんを覚える。

クロヴィス：違和感？

ＧＭ：そう。少し距きよ離りを取った場所で、グランジとロイドも様子をうかがってるんだが……彼らの表ひよう情じようはどこかいぶかしげだ。

イリス：？　いぶかしげ？

クロヴィス：ミラってロイドが育てたんだろ。娘むすめが旅立つ親みたいな心しん境きようで、ナイーブになってんじゃねえの？

シェフィル：えー、あのロイドさんが？（笑）

イリス：ロイドさんはともかく、グランジさんもですか？

シェフィル：そういうじっちゃんは、あんまり想そう像ぞうできないなあ。

ＧＭ：さて、どこか心にひっかかりを感じる中……いよいよミラが出発の時刻はやってくる。

イリス：いよいよですか。

シェフィル：じゃあ、最後に言葉を……元気でね、必ず休みの時には帰ってきて。

ＧＭ：ＯＫ。出発まぎわ、ミラの前にそう告げるキミの手を取り、ミラは言葉を返す。「……うん、必ず」　……そして最後の言葉を交し、ミラは護ご衛えいのクリスとゼロ───あと、ミラとギルドを組んでいたメンバーと出立した。立ち去る彼らの姿が見えなくなるまで、村人たちは見送り───やがて場は解かい散さんとなった。

シェフィル：行っちゃったね……。

カナデ：行っちゃいましたね。

イリス：ふたりとも寂さびしいのはわかりますが、僕ぼくらもがんばりましょう。次に会う時、ちゃんと成長した姿を見せられるように。

クロヴィス：そうだな。よっしゃ、燃もえてきたぜー。

シェフィル：よぉーし、がんばろう！　今日も訓練だ───っ!!

一同：おー！

ＧＭ：お、おう（笑）。じゃあ……村からはずれた場所……そうだな、少し山に入ったところに訓練場があるとしよう。ミラが去ってしまった寂しさを紛らわせるように特訓に励んだ。

イリス：槍やりを振ふるったり。

シェフィル：弓ゆみ矢やで的まとを射い抜ぬいたり。

クロヴィス：対人訓練で組み手をしたり。

カナデ：鏡を磨いたり、壁にペンキを塗ったり。




　なんだそれは。




ＧＭ：では、そして、ミラが旅立ってから数時間後、今日のノルマがもうすぐ終わる……というところで、みんな【感知】判はん定ていしてくれ。ちなみに難なん易い度どは10。ひとりでも成功すればいいよ。

シェフィル：（ダイスを振ふる）12！　成功！

クロヴィス：（ダイスを振る）よし、14で成功！

イリス：（ダイスを振る）うわっ、だめだ。６で失敗です。

カナデ：（ダイスを振る）13で成功です。

ＧＭ：了りよう解かい。判定に成功した三人は風に混まじる血の匂いをかぎつける。さらに、耳を澄すませば村の方から、悲鳴と怒ど声せいが微かすかに聞こえてくる。

シェフィル：……な、なに、この匂い……？

クロヴィス：それに、この音はなんだ？

カナデ：イリスさん、なんだか様子がおかしいです！

イリス：呼よばれたので、怪け訝げんそうに駆かけ寄よります。どうかしたのです───。

ＧＭ：イリスが何事かと三人から話を聞こうとした瞬しゆん間かん！　村の方角から〝ドォン〟と爆ばく発はつ音おんが響き、次いで爆ばく炎えんと黒こく煙えんが遠方に噴き上あがる。

イリス：なっ！　今の爆発はいったい!?

ＧＭ：さらに追い打ちをかけるように、「うわぁー!!」「ぎゃぁああああ!?」といった感じで悲鳴まで聞こえてくる。

カナデ：まさか……村が襲おそわれてるっ!?

シェフィル：ええっ!?

クロヴィス：近場の木とかに登って、村の様子を確認するぜ。

ＧＭ：すると、村の中で無数の人ひと影かげが動いているのが見える。さらに目を凝こらすと、その人影は逃にげ惑まどう村人を追いかけ、襲っている！

クロヴィス：本当に襲しゆう撃げきされてんぞ!?　でもなんでこんなところに……山さん賊ぞくだって来ねーようなところなのに!?

カナデ：と、とにかく村に戻りましょう！

ＧＭ：では。四人が村へと向かって走り出したところでシーン終しゆう了りようだ！







◆Middle04◆妖よう魔ま襲しゆう来らい




　山間に、喧噪と悲鳴が鳴り響く。

　シェフィルの胸が、不安に高鳴った。

　事態が把握できない、なにかのまちがいであってほしい……そう祈った。

　だが、その祈りは




　───天に通じることはなかった。




ＧＭ：では、次のシーンに入ろう。訓練場をあとにしたキミたちは、二〇分とかからず村にたどり着いた……そんなシーンだ。

シェフィル：村の状況は！

ＧＭ：ひと言で言うと……凄せい惨さん。キミたちが見たのは、あの静かだった村が、無数のオウガやトロウルに蹂躙されている光景だ。すでに、多くの村人たちがそこかしこに、無造作に転がっており……。

一同：っ!?

クロヴィス：なにが起こってんだよっ！

カナデ：わ、わかりません！　わかりませんけど、とにかく村人を助けましょう！

シェフィル：そうだね。村を回るよ！

ＧＭ：緊きん急きゆう時じには村人は、中央の神しん殿でんに集まることになっている。キミたちがそちらに向けて走ると、いつもお世話になっている食堂のおばちゃんが、今まさにオウガが振ふり下おろす棍こん棒ぼうの餌え食じきになろうとしているのを見つける！

クロヴィス：戦せん闘とうか？

ＧＭ：いや、このシーンは演えん出しゆつで処しよ理りする。襲撃してきたエネミーはエキストラなので、宣せん言げんするだけで倒たおせるぞ。

クロヴィス：そういうことなら、すぱっと助けるぜ。とっさに金きん属ぞく糸しを飛ばして、オウガを絡からめ取とる。……させるかよぉ！

ＧＭ：では、金属糸がオウガの身体を絡め取り、自由を奪うばいとる。そして、次の瞬間バラバラに切きり刻きざんでしまう。「ぎゃぁあああッ!?」どしゃっ。

クロヴィス：あぶねえとこだったな。大丈夫か、おばちゃん！

ＧＭ：「た、助かったよ、クロちゃん……って、ひいぃいいい!?」お礼の言葉が突とつ如じよ、悲鳴へと変わる。おばちゃんの視し線せんの先には、オウガの断だん末まつ魔まに気づいて集まってきた、他のオウガやトロウルがいる。数が多くて正確なカウントはできないが、三〇体は下らない。

イリス：こいつらもエキストラなので？

ＧＭ：うん。このシーンで登場する敵てきは、みんなエキストラだ（きっぱり）。

シェフィル：なら、やっちゃおう。弓に矢をつがえて、シュパパと放ちます。

ＧＭ：シェフィルが放った無数の矢が、雷鳴のような音を轟かせながら、妖魔の群れに飛ぶ。一発目が先頭のオウガの足を貫いて体勢を崩し、後続の動きが止まった。その直後、動きを止めた一〇体ほどの妖魔たちは、正確に眉間を貫かれて一斉に地面に倒れ伏す。

イリス：おお！　なんという正確な射撃！

シェフィル：え、あの……そんなすごいことになるの!?（笑）

ＧＭ：ふつうなら、こう鮮やかにはいかないだろう。でも、キミたちは特別だ。グランジのもとで特訓し、６レベルの実力を備えている。並の妖魔なんて、束になってもかなわない。

クロヴィス：つまり、オレたちって超強い？　じゃあ、オレが金属糸を放つと───。

ＧＭ：クロヴィスの金属糸が空中を舞い、仲間の屍を乗り越えて、キミたちに襲い掛かろうとしていた妖魔に絡みつく。すると十数体の妖魔が、時が止まったように制止する。金属糸のせいで、彼らは指一本動かすことすらできなくなっているのだ！

クロヴィス：おお、すごいぞオレ！　そのまま動きを止めた敵を一気に切り裂く！

ＧＭ：かすかに、右の義手に力が込められる。それだけで、拘束されていた妖魔たちは全身を切り裂かれ、血飛沫を上げながら絶命した。

イリス：すごい。これは僕も負けていられませんね。近づく敵からみなさんを守ります！

カナデ：カナデも魔術や呪歌で支援しましょう。

ＧＭ：なおも集まる妖魔たち。だが、彼らはイリスの堅牢な防御を打ち破れず、カナデが後方から放つ魔術による水の槍によってなぎ倒されていく。集まってきた数十体の妖魔を、キミたちはまったく危なげなく、わずか数分で全ぜん滅めつさせてしまった。

クロヴィス：おお、オレたちって強かったんだなぁ！

カナデ：これは自分でもびっくりしちゃいますねぇ。

イリス：グランジさんの特訓のおかげですね。一応、他に敵がいないか周囲を警戒します。

ＧＭ：すると、ロイドが現あらわれる。どうやら、キミたちの戦闘音に気づいて、様子を確かめにきたようだ。彼は切迫した表情で言う。「ガキども、無事か！」

クロヴィス：おう、ロイドじゃんか。大丈夫だよ。このぐらいの敵なら、あと一〇〇体きたって問題ないぜー。

シェフィル：クロちゃん、調子に乗ってるー（笑）。

カナデ：それにしても、いきなり妖魔が現われるなんて。ロイドさん、これは……？

ＧＭ：「俺にもなにがなんだかわかんねぇっての。いきなり攻せめてきやがった！」

シェフィル：村のみんなは大丈夫なの!?

ＧＭ：「今、神殿に避ひ難なんさせてる最中だ。だが、全員が避難し終えるにはもう少し時間がかかる。お前らも時間を稼かせぐのを手伝ってくれ！」

シェフィル：子供たちにやらせるの!?（笑）

ＧＭ：いやいや。さっきの戦闘で、キミたちが強いのはわかっただろう。グランジの特訓を受けて、高い実力を持つキミたちは村でも頼りにされてるんだよ。

シェフィル：なるほど。そういうことなら、がんばる！　まだ村を徘徊してる妖魔を倒していこう。ずばばばばっ!!（矢を乱みだれ撃うち）

ＧＭ：いずこからともなく溢あふれ出だしてくる妖魔たちを、シェフィルの放った矢が次々と射貫いていく。

クロヴィス：うっしゃ、シェフィルに続くぜー！

ＧＭ：「おお？　やるねえ、さすがグランジの孫と弟子だ！」ロイドが感かん嘆たんの声を上げると、いきなり彼の背はい後ごに巨きよ大だいな影かげが現われる。八本の腕うでを持つ巨きよ人じん───ヘカトンケイル。巨人はにやりと笑うと、ロイドに向けて八つの豪腕を振ふり下おろす。

クロヴィス：おっさん、危ねぇ……！

ＧＭ：と、クロヴィスが走り出そうとした時には終わっていた。轟ごう音おんと共にすさまじい突とつ風ぷうが吹ふき、次の瞬間にはヘカトンケイルは赤い染しみに！

イリス：なんと!?　だ、誰がこれほどのことを？

ＧＭ：ヘカトンケイルの血煙が晴れると……そこに新たな人影が、巨大な剣を背負い直して立っていた。「……やれやれ」

シェフィル：じっちゃん！　かっこいー！

クロヴィス：つ、強ぇ（笑）。……ところで、今までこの村って、妖魔に攻められたことってあんのかな？

ＧＭ：ないけど、ここ最近あちこちで「妖魔を見かけた」という話は出ていて、自じ警けい団だんも結けつ構こう出しゆつ撃げきしていた。ただ、これほどの数の妖魔が村になだれ込こんできたのは想定外のようだ。

カナデ：そうでしたか……。

ＧＭ：ロイドが頭を掻かきながら言う。「不ふ穏おんな空気が流れちゃいたんだが、一気になだれ込んでくるとはねぇ。いったいこの村になにがあるんだか……」ちらりとグランジを見る。

シェフィル：じっちゃんの反はん応のうは？

ＧＭ：ロイドの視線を受けると、「……ふん」と嘆たん息そくしながら、視線を逸そらす。

カナデ：なにかを隠かくしてる感じがしますね。

ＧＭ：そんな雰ふん囲い気きだね。爺じいさんは、巨大な剣を鞘さやに収おさめるとキミたちに近ちか寄よる。「……山側に向かえ。そちらから妖魔が入ってきている。お前たちが押さえるのだ。できるな？」

シェフィル：……はいっ！

カナデ：わかりました。

クロヴィス：グラン爺じいはどうすんだ？

ＧＭ：「もう一ヶ所、正門からも妖魔が入ってきておる。そちらをなぎ払はらう」

イリス：ひとりで……大丈夫ですね。ちょっと心配しますけど、先ほどの戦いぶりを思い出して、すぐさま訂てい正せいします（笑）

ＧＭ：うい。グランジは最後にロイドに話はなし掛かける。「ロイド、おぬしは村人の収しゆう容ようと治ち療りようを頼む」「おいおい、俺おれは───」「頼んだ」「……わかった、わかったよ」（笑）

イリス：さすがグランジさん。有う無むを言わせぬ迫はく力りよくが（笑）。

カナデ：村人のことは神官様に任せてよさそうですね。こちらは、グランジさんの言うとおり、山側に向かいましょう。

シェフィル：だね！

ＧＭ：では、話し合いを終え、各おの々おのの戦場へ向かうことになる。キミたちが向かった山側では、オウガにトロウル、バグベアにゴブリンとさまざまな種類の妖魔が合わせて数十体ほどいて、思い思いに暴れている。

シェフィル：うわっ、たくさんいる！

カナデ：あらあら。こんなに大量に、いったいどこから入り込んだんでしょうか～？

ＧＭ：周囲を探ると、村を囲っていた柵の一部が破は壊かいされているのを発見できる。妖魔たちはそこから侵入してきているようで、その数は今も増え続けているぞ。

イリス：なら、まずは柵の壊れた部分を塞ぎましょう。敵の侵入を止めないと。

クロヴィス：おうよ！　最初に飛び出して、妖魔の群れの中に突っ込んでいくぜぇえええええ！　……ちなみに敵ってエキストラだよな？（おそるおそる）

ＧＭ：うむ。エキストラだから安心していいぞ（笑）。

クロヴィス：よっしゃー！　なら、さくっといくぜ。妖魔たちのど真ん中に降おり立たって、金属糸を飛ばす。そして一気に十数体を絡からめ取とって切せつ断だん！

シェフィル：クロちゃんが調子に乗ってるー！（笑）

クロヴィス：この状況で調子に乗らない奴やつがいるだろうか……。（くわっと目を見開き）いや、いない！　いるはずがない（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：はいはい（笑）。クロヴィスは一陣じんの風となって戦場を駆かけ抜ぬける。金属糸に絡め取られた妖魔がスライスされ、敵が浮うき足あし立だつ。すると、浮き足立った妖魔たちが一いつ斉せいに、村の外へと視線を向ける。

イリス：おや、外になにかあるんでしょうか。

ＧＭ：妖魔たちの視線を追うと、その先にはひとりの神官がいる。全身がローブに包まれているので容よう姿しまでは確認できないが、おそらくは人間だ。

イリス：妖魔の中に人間が？

ＧＭ：さらに言うなら、どうも神官が妖魔たちを操あやつってるようだな。うろたえた妖魔たちの目には、「どうすればいい？」と問いかけるようなニュアンスがある。

シェフィル：なら、敵が態勢を立て直す前に、追つい撃げきでその指し揮き官かんらしい神官に矢を撃ってみようかな。えい！

ＧＭ：神官は矢を避よける。そして、山の中に姿を消してしまう。そして、妖魔たちもそれに続くように撤てつ退たいを開始する。というところで、みんな【知力】判定をしてもらえるかな。難易度は14。《ヒストリー》があれば、ボーナスが入るぞ。

カナデ：あ、《ヒストリー》あります。ダイス１個こ増ふえました。

クロヴィス：なら、参さん謀ぼうに任せておけば大だい丈じよう夫ぶそうだなぁ。（ダイスを振る）ああ、ダメだ。ぜんぜんわかんねぇ（笑）。

イリス：（ダイスを振る）同じく、だめでした。

シェフィル：（ダイスを振る）わかりませーん！

カナデ：（ダイスを振る）あ、クリティカル。

一同：おおっ！

ＧＭ：やるな。ではカナデは、謎なぞの神官が撤退しようと身を翻ひるがえした時、ローブの裾すそがめくれて、一瞬だけ腕にブレスレットが見えていたことに気づけた。

カナデ：ブレスレット……。

ＧＭ：竜りゆうの刻こく印いんが施ほどこされたブレスレットだ。カナデは村に伝わるいろんな書物を読んでるみたいだから、それがゾハールという神竜を象かたどった紋もん様ようだというのもわかる。

カナデ：じゃあ、怪訝そうに独ひとり言を言います。あれはゾハールの刻印？　なんで、今さら……ゾハールって倒たおされたはず───。

ＧＭ：そう、四年前の事件でゾハールは倒された。だが、神官が身につけていたブレスレットに刻きざまれていたのはまちがいなく神竜の刻印だ。

カナデ：どういうことなんでしょうか。う～ん……。

クロヴィス：カナデ、いきなりうんうん呻うめいてどうした。

カナデ：まだわからないことだらけですが、神官について気づいたことはみなさんにも話しておきましょう。

ＧＭ：ほい。それじゃあ、カナデが説明していると、ロイドやグランジもやってくる。

シェフィル：向こうも一段だん落らくって感じかな。

ＧＭ：うん。グランジの話によると、異い変へんに気づいて帰ってきたミラとゼロとクリスが、大おお暴あばれして追い返したらしい。グランジがキミたちに言うよ。「まだ油ゆ断だんはできんが、どうやら一段落したようだな。一度、神殿に行って、今後の相談をするぞ」

カナデ：そうですね。先ほどの神官のこともありますし、ゆっくりと話がしたいところです。

シェフィル：それじゃあ、神殿に行こうか。

一同：おう！

ＧＭ：では、柵を修理して、みんなで神殿に向かったところで、シーンを切ろう。







◆Middle05◆秘ひ密みつと疑ぎ惑わく




　ひとまず妖魔の大たい群ぐんを退しりぞけ、ブリギット村を守った一行。

　だが、敵てきの指し揮き官かんが逃にげた以上、再ふたたび襲しゆう撃げきしてくる可か能のう性せいは高い。

　シェフィルたちは、異い変へんを察知して帰き還かんしたミラたちも交えて、今後について相談する。




ＧＭ：妖魔による襲撃を退けたあと、キミたちは神殿へとやってきた。場所はロイドの執しつ務む室しつだ。室内にはキミたちの他に、ロイドにグランジ、あと村を異変から守るために引き返してきたミラたちがいる。

シェフィル：ミラと会えたのはうれしいけど、なんか変な気持ちになっちゃうなぁ。

クロヴィス：しばらく会えないと思ってたのが、その日の内に再さい会かいだもんな（笑）。

ＧＭ：ミラも複ふく雑ざつな気持ちだよ。ただ、状況が状況だからね。今は村を守ることに集中しようとしてる。「シェフィルちゃん、がんばろう」

シェフィル：もちろん。

イリス：とりあえず、こちらの戦力はどれぐらいなんでしょうか。

ＧＭ：まずキミたち。あとはグランジにロイド、ミラとクリス、ゼロってところだな。神殿の守まもりも固めないといけないから、自じ警けい団だんは動けないと思ってくれ。

カナデ：比ひ較かく的てき自由に動けるのは、この部屋にいる人たちだけってことですね。

ＧＭ：そうだ。

クロヴィス：さて、これからどうしたもんかね。何度も攻せめ込こまれたら保たねえぞ。

ＧＭ：他の面々も同じ意見のようで、室内に重い沈ちん黙もくがおりる。で、しばらくして、なにやら考え込んでいたクリスが口を開く。「他言することはあまり望ましくないのですが、状況が状況ですし、お話ししたいことがあります」

カナデ：なんでしょうか？

ＧＭ：「ミラさんとこの村についてです」ここでクリスがちらりとグランジを見る。

シェフィル：じっちゃん？

ＧＭ：厳いかめしい顔つきのまま黙だまっていたグランジだが、クリスの言葉にやれやれとため息をつき、「勝手にするがいい……」と答えて再び黙り込む。

クロヴィス：グラン爺、やっぱなにか知ってるみてえだな。

シェフィル：うん、これはあとで話を聞いてみないとだね。でも、今はクリスの話に耳を傾けるよ。

ＧＭ：うい。では、クリスは自分もすべてを聞かされているわけではない、と前置きした上で話し始める。「僕たちはディアスロンドからの命令で、ミラさんを迎むかえに来ました。ただ、その理由は勉学の才さい能のうといった類たぐいのものではなく、もっと特とく殊しゆな素そ養ようによるものなのです」

イリス：特殊な素養……。それはどういったものなんでしょうか？

ＧＭ：イリスの質しつ問もんに、クリスは申もうし訳わけなさそうにしながら答える。「残念ながら、くわしいことは僕も聞かされてないんです。ただ、彼かの女じよがとても重要な人物であり、時が満ちる前に村から連れ出すように命じられてました」

シェフィル：時が満ちる……もしかして妖魔の襲撃のことを指してる？

ＧＭ：「おそらくは。どうもミラさんだけでなく、この村にも外がい敵てきに狙ねらわれるような秘密があるようなのです。もっとも、ディアスロンドはその秘密を語ってはくれませんでしたが」

イリス：この村で、そういうのを知ってそうな人といえば……。

クロヴィス：ちらりと、グラン爺じいを見るぜ。

ＧＭ：彼は厳めしい表情をぴくりとも動かさず、沈黙したままだ。

シェフィル：じっちゃん、なにか知ってるなら教えて。もしかしたら、村を助けるヒントになるかもしれないんだから。

イリス：僕も訊ききたいです。

ＧＭ：グラン爺はまるで岩のように身動きすらせず、沈黙を保たもつ。

カナデ：よほど大切な秘密みたいですね。……なら、ここでぶつけてみましょうか。グラン爺さんに言います。もしかして、それは神竜に関わるものでは？

ＧＭ：するとグランジの表情が豹ひよう変へん。目を見開く。くわっ！

クロヴィス：ぶっ!?　い、いきなりなんだよ！　びっくりするだろ！（笑）

イリス：グランジさんが目を見開いた!?

カナデ：なら、もう一ひと押おしです。先ほど山側にひしめく妖魔に対たい処しよした際、神官を発見しました。どうやら、妖魔を指揮している人物らしく、おそらく人間だと思います。

ＧＭ：「妖魔を率ひきいる、人間……？」にわかには信じられない様子で、クリスがつぶやく。

カナデ：事実です。そして、その神官はあるブレスレットをつけていました。神竜ゾハールの刻印が施ほどされたブレスレットを。

ＧＭ：グランジは重々しく息を吐はきつぶやく。「事じ態たいは動き始めているということか……」

クロヴィス：やっぱ、なにか知ってるんだな。教えてくれよ、グラン爺。

ＧＭ：「仕方あるまい。わかった、話そう」彼は観念し、ぽつぽつとブリギット村に隠かくされた秘密について語り出す。




　グランジの語った内ない容ようは次のようなものだ。

　ブリギット村には、古代に封ふうじられた秘ひ宝ほうが隠されているらしい。

　その秘宝を守しゆ護ごするために、村は作られたのだという。

　村に今も残る伝でん承しようによれば、その秘宝は古いにしえの時代、地上に降臨した神竜ゾハールに関連するなにかであり、世界を災さい厄やくに沈しずめかねない危き険けんなものだという。




シェフィル：世界を滅ほろぼしかねない秘宝……。

ＧＭ：「ようは、この村にはすげえ宝が眠ねむってて、そいつがあればスーパーパワーが手に入るってことか」ロイドがかみ砕くだいて言う。

イリス：わかりやすい！（一同爆笑）

ＧＭ：実じつ際さいにはそこまで単たん純じゆんなものでもないが、現げん状じようではそういう風に認にん識しきしておいてくれ。

カナデ：なるほど。あの謎なぞの神官はその秘宝を狙ねらって、村を襲ってるというわけですね。

ＧＭ：「おそらくな。世界を危き機きに陥おとしいれた神竜ゾハールは、四年前に討とう伐ばつされたが、かの竜を奉ほうじる者は今も残っておる。そ奴らは、失なわれた神竜にまつわる力を求めておるのだ。問題の神官は、そのひとりであろうよ」

クロヴィス：まあ、だいたいわかった……気がするぜ。とにかく、敵は秘宝ってのを狙ってるんだよな。だったらよ、秘宝を持ち出して、別の場所に隠せばいいんじゃねえか？

ＧＭ：「見返りに対して、リスクが高すぎる」

カナデ：でも、このままだと村はずっと襲われ続けることになりませんか？

ＧＭ：グランジは、すっと窓まどを開け、村の外に潜ひそむ気配を探さぐりながら告げる。「敵を殲せん滅めつすればよい。妖魔も無む限げんにいるわけではない。我々になら可か能のうだ」

イリス：あ、あっさり言いますね。

ＧＭ：「戦力を分ぶん析せきしての判はん断だんだ。敵は戦力を削けずられ焦あせっているはず。おそらく、敵は夜半にもう一度仕し掛かけてくるだろう。そこを迎むかえ撃うつ」

クロヴィス：おいおい、グラン爺。それじゃまた村人を巻まき込こんじまうんじゃねえのか？

ＧＭ：「奇き襲しゆうを許したのは儂わしのミスだ。同じ轍てつは踏ふまぬ。村人はすでに神殿に避難させた。これ以上、被ひ害がいは出させん」

イリス：ふむ……。しかし、本当に敵はもう一度村に来るんですか？

ＧＭ：「敵は秘宝の位置を正せい確かくに把は握あくできておらん。把握しておるなら、わざわざ大軍をもって村を占せん拠きよしたりせず、秘ひ密みつ裏りに潜せん入にゆうした方が楽だからな。しらみつぶしに調べるためにも、奴らはもう一度、村を制せい圧あつしにくる」

シェフィル：あくまでこの村で決着をつけるって姿し勢せいなんだね。

ＧＭ：グランジは、情報が他人に漏もれないよう、その態度を貫いている。ロイドを含めて村の人にも、キミたちにすらなにも話してはいない。

シェフィル：とりあえず、現状、これ以上の情報は聞き出せそうもない感じかな。

ＧＭ：そうだな。少なくともロイドがいる状況では、グランジは話さないだろう。

シェフィル：わたしたちは信頼されている？（笑）

ＧＭ：実はそうなんだ。一から鍛きたえた子こ供どもたちだしね。少なくとも、キミたちに対してはずっと黙ってるつもりはない。機会を見て、話したいとは思ってる。

イリス：なら、今はこれ以上深く触ふれないでおきましょう。防ぼう衛えいに集中で。

カナデ：それがよいと思います。

ＧＭ：じゃあ、防衛作戦について説明するぞ。ロイドが村の地図をテーブルの上に広げて、印をつけていく。村の出入口四ヶ所───正門、裏うら道みち、山側、裏の崖がけに戦力を配して、侵しん攻こうを防ふせぐことをグランジは提案した。敵の襲撃を確認しだい、これを鳴らせと、笛をくれる。

カナデ：それで、誰がどこのポジションを？

ＧＭ：うむ……「ミラのギルドには、山側を守らせる」

クロヴィス：レベル１のキャラにこんな重要な任務を（笑）。

ＧＭ：いや、ミラにはクリスも同伴する。

イリス：ああ、それなら。で、僕たちの担たん当とうは？

シェフィル：（ちょっと考えて）……崖の方にいこう。

クロヴィス：崖……？

カナデ：なるほど。シェフィルさんの弓とか、イリスさんの翼つばさが役に立つかもしれませんね。

シェフィル：うん、そういうこと。

ＧＭ：なるほど。では、残る二ヶ所をグランジとロイドが担当することとなる。「分担は以上だ。集合は今夜〇時。それまでは戦いに備え、休息を取れ。以上だ」

一同：はいっ。

ＧＭ：では、話し合いが終わり、神殿を出たところでシーンを終了しよう！







◆Middle06◆青せい天てんの霹へき靂れき




　静せい寂じやくに包まれたブリギット村を、〝エーデルワイス〟が進む。

　目的地は村の南側にある崖がけだ。

　妖よう魔まからの侵しん攻こうを防ふせぐために、彼らは周囲の警けい戒かいを開始する。




ＧＭ：時間は経けい過かして時じ刻こくが深夜一時になったところから、シーンは始まる。キミたちは家で休憩を取り、持ち場である村の南側へとやってきた。村人は全員、神しん殿でんに避ひ難なんしているため、村全体がしんっと静まり返っていて、不気味な雰囲気に包まれている。

イリス：なるほど。他の方々もそれぞれの持ち場に？

ＧＭ：そうだね。村の外周には等とう間かん隔かくで松明たいまつが焚たかれていて、十分に視し界かいを確かく保ほできている。

クロヴィス：そいつはいいんだけどよぉ、待つのはどうにも性しようにあわねえぜ。じっとしてると、嫌いやな考えばっか大きくなっちまう。

シェフィル：悪いことを考え出したらきりがないよ、クロちゃん。最悪は想定すべきだけどさ、今は村を守れるようにがんばろう。

クロヴィス：……そうだな。オレとしたことがウジウジしちまった。シェフィルの言うとおりだ。いっちょ気合い入れてやるぜ！

ＧＭ：決意も新たにキミたちは周辺を警戒する。耳が痛いたくなるような静寂の中、時間だけが過すぎていく。一〇分、二〇分、三〇分……そして一時間。

クロヴィス：来るなら早く来やがれ。

ＧＭ：いつまでも妖魔が来ず、だんだんと焦じれてきたその時───。

クロヴィス：……きたかっ！

ＧＭ：……突とつ如じよ、村の中央で爆ばく発はつ音おんが鳴なり響ひびき、火の手が上がった。

一同：…………。

シェフィル：は？

イリス：村の中央!?

シェフィル：いきなり!?　笛の音、聞こえた!?

ＧＭ：いや、四ヶ所に配備されたチームのどこからも笛は聞こえてはこなかった。

イリス：じゃあ、僕たちのいた場所……から侵入されてはいないですよね。

ＧＭ：ちがう。キミらは隙なく警戒していた。崖を登ってきた者はいないし、空を飛んできた者もいなかった。

イリス：では、どういうことです！

カナデ：村の様子は……？

ＧＭ：ここからでははっきりとは見えないが……夜の闇の中、煌々と炎の紅い光が空を焦がしている。

一同：また燃えてる───っ!?

ＧＭ：現げん状じようで取れる道は三つ。この場の監かん視しと中央の確認を同時にこなすために、二手に分かれる。全員でこの場に残る。最後に全員で村の中央に向かう。

シェフィル：どうしよう。これ、悩ましいね……。

イリス：僕がひとっ飛びして、中央を確認してきましょうか？

カナデ：でも、戦闘があった場合、単たん独どくだとさすがにきついと思います。

イリス：それは、そう……ですね。




　どう動くべきか、さまざまな状況を想定しつつ相談する一同。

　そして、彼らが選んだ行動は……。




シェフィル：全員で村の中央に向かう！

ＧＭ：そうすると崖側がフリーになるが、それでもいいかな？

カナデ：はい。陽動を仕し掛かけるなら、村の外側四ヶ所の方がやりやすいはずです。わざわざ中央側に罠わなを張はってくるとは思えません。

クロヴィス：むしろ、中央に敵の本命がいる可か能のう性せいは高いと思うぜ。

イリス：どんな方法を用いたのかはわかりませんが、中央が敵の本命で、奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたのではないかと。

シェフィル：そもそも村の中央には、みんなが避ひ難なんしてる神殿があるしね。そっちを守った方がいいと思う！

ＧＭ：了りよう解かい。では、キミたちは全員で村の中央へ戻もどってきた。そこには惨さん憺たんたる光景が広がっている。いったいどこから侵しん入にゆうしたのか、大量の妖魔が暴あばれ、村のあちこちを破は壊かいして回っている。

クロヴィス：なんてこった！　どんなトリックを使ったんだ!?

シェフィル：とにかく村を守らないと！　神殿は？

ＧＭ：今まさに窮きゆう地ちにある。警備についていた自じ警けい団だんが、山羊頭を持つ魔族二体と交戦中だ。

シェフィル：山羊の頭……？

ＧＭ：そうだ。自警団は懸けん命めいに戦っているが戦力差は明白。この場にいるのは自警団の約半分───一五名ほどだが、彼らはすでに満まん身しん創そう痍いになっている。

イリス：やばいじゃないですか！

ＧＭ：自警団はそれでも「ここは一歩も通さんぞ！」と立たち塞ふさがる。そこで魔族の背はい後ごから、やや甲高い、なんともいやらしい声が聞こえてくる。「おやおや、無む駄だな抵てい抗こうをしますねえ」

シェフィル：だ、誰？

ＧＭ：声の主はローブ姿すがたの神官だ。ちなみにカナデはこいつを一度見ている。

カナデ：……さっき妖魔が来た時、指し揮きを執ってた神官ですか？

ＧＭ：そのとおり。彼は自警団の面々を一いち瞥べつすると、嘲あざけるような口調で山羊頭の魔族たちに命令を下す。（妙みように甲かん高だかい声で）「やっておしまいなさい、ディブロウさん？」

イリス：なんで、フリーザみたいな口調に……（笑）。

ＧＭ：いや、なんとなく（笑）。神官の命令を受けた山羊頭の魔族───ディブロウは、身につけている無数の剣けんから二本を選び、引ひき抜ぬく。そして、自警団へと迫せまる。そしてキミたちは理り解かいする。その斬ざん撃げきに秘ひめられた威い力りよくは、自警団の命を刈かり取とるだろうと。

シェフィル：みんな、逃げて───っ!!

ＧＭ：その声に、自警団のひとりが気づき、手振りと共に声を張り上げる。「……シェフィル、来るな！　逃げろ……っ！」

シェフィル：っ!?

ＧＭ：そう、それはキミが幼い頃から弓を教えてくれた仲のいい先生で……。

クロヴィス：えぐい演出をＧＭがっ!?

シェフィル：ちょっと……！

ＧＭ：だが、シェフィルの制止の声が飛んだ直後、ディブロウの持っていた刃やいばが霞んで消える。キミたちの目でも捉とらえられないスピードで放たれた斬撃が、自警団の一五人を切り裂き、一瞬で血ち煙けむりへと変える。

シェフィル：あああ───……っ。

イリス：一いつ瞬しゆんで……！

カナデ：今の技……。山羊頭の魔族……これ……（←なにか気づいた）。

ＧＭ：ここでエネミー識しき別べつできるよ。識別値ちは17ある。

シェフィル：一いち応おう振ふってみるね。（ダイスを振る）７、ぜんぜんだめ！

クロヴィス：オレもクリティカルしねーとだめだな。（ダイスを振る）……失敗。「剣を使う魔族だぜ」程てい度どにしか判別できない（笑）。

ＧＭ：見たままじゃねーか（笑）。

イリス：（ダイスを振る）８、無理でした。

カナデ：３Ｄで10以上、微び妙みようかも……えいっ！（ダイスを振る）あっ！　成功、17！

ＧＭ：では、カナデは敵がディブロウという魔族だと気づく。

カナデ：やはり。みなさん、あれはたしか、ディブロウという名の魔族です。

シェフィル：カナちゃん、知ってるの!?

カナデ：実物を見たことはありませんが、本で読んだことがあります。

ＧＭ：そして、カナデの卓たく越えつした知ち識しきは、ディブロウという魔族が持っている能のう力りよくをすべて看かん破ぱする。レベルは14。防ぼう御ぎよ能力は【物理防御力】の方が高い。取得してるスキルはこんな感じだ（スキルを記き載さいしたメモを見せる）。

イリス：ああ、さっき見せた攻撃はこの《マススラッシュ》というやつですか。

カナデ：《マススラッシュ》による範囲攻こう撃げきは要よう警けい戒かいですね。

クロヴィス：しかも《バトルコンプリート》で命中判定を一回振り直しできるという。

イリス：《マーダースキル》もありますし、命中判はん定ていでクリティカルされたら結構やばそうです。ダメージががばっと増えます。

クロヴィス：というか、オレだと下手へたすると一いち撃げきで首飛ぶわ、これ（笑）。

ＧＭ：うむ。先ほど、自警団を一瞬で全ぜん滅めつさせた技量からも、かなりの強きよう敵てきであることがわかる。訓練で強くなったキミたちといえど、あれを同時に二匹ひき相手取るならば、死力を尽つくすことになるだろう。

クロヴィス：けどよ、神殿にはまだ村のみんながいるんだ。だったら、あいつらを追おい払はらうしかねえ。シェフィル、オレとイリスで注意を引く。村人を頼たのんだ！　イリス、いくぞ！

イリス：はい！

シェフィル：あっ、ちょっと、クロちゃん！




　村人を守るため、クロヴィスとイリスが先手を取るべく走る。

　ふたりの接せつ近きんに気づいたディブロウが振り返った。




ＧＭ：ここは演えん出しゆつで処しよ理りしよう。クロヴィスとイリスが接近すると、二体のディブロウはキミたちを迎げい撃げきしようと剣を構える。

シェフィル：クロちゃん、避よけて！　注意をうながしつつ、矢を撃うって支し援えんする。

クロヴィス：じゃあ、オレがひょいと頭を下げると、頭上を矢が通とおり過すぎ、そのままディブロウに飛んでくぜ。

ＧＭ：雷らい鳴めいのような音と共に放たれた矢だが、ディブロウの剣で弾はじかれ、近くの木に突つき刺ささる。そして、ディブロウ二体がそれぞれ二刀を構かまえる。そして、合計四本の剣が縦じゆう横おう無む尽じんに振ふるわれ、クロヴィスを襲おそう！

クロヴィス：うおっ！　二刀は金きん属ぞく糸しで絡からめ取とって防ぐ。もう半分はイリスに任まかせた！

イリス：わかりました。クロヴィスさんの前に回まわり込こんで、残り二刀を盾たてで受け止めます！

ＧＭ：〝ギャギギィン〟と激はげしい金属音が鳴なり響ひびく。ほんの一瞬でどれだけの斬撃が放たれていたのか。盾を見ると、無数の傷きず跡あとが刻きざまれているのがわかる。

カナデ：つ、強い……！

ＧＭ：今のやり取りでキミたちは感じ取る。目の前にいる敵は、今まで戦ってきた中で、まちがいなく最強だと。

クロヴィス：ちっ、こいつはやべえか？

ＧＭ：ここで神官はキミらを一いち瞥べつするんだが、イリスを見たところでおかしなことを言う。「おや？　これはこれは……めずらしい存在がこの時代に生きていたものですね」

一同：え？

イリス：……僕のこと？

ＧＭ：「ええ。まさかこの時代に、あなたのような存そん在ざいが生きているとは……いや、これも覚醒の〝前兆〟と思うことにしましょう」

クロヴィス：なにか伏線めいたことを言い出した───っ！（笑）

イリス：どういう意味です。あなたはなにを知ってるんです!?

ＧＭ：「さて？　教える義ぎ理りはありませんね」手で口を押おさえながら、くつくつといやらしく笑う。その際さいに彼の腕うでにはめられた神しん竜りゆうゾハールの刻こく印いんが施ほどこされたブレスレットが見える。

イリス：最初に会った時とちがって、今回は特に判定なしでふつうに見えるんですね。

ＧＭ：うん。この場にいる全員が見られる。そして、その刻印を見た瞬間、イリスの脳裏に、鋭い痛み、そして嫌悪感のような感情が走った。

イリス：ぐ……っ！　その刻印は……！　僕はそれを知っている？

ＧＭ：苦しむイリスに、神官がくつくつと嗤わらう。「くく、あなた方と遊ぶのも一いつ興きようですが、こちらも忙いそがしい。今回はこれにて失礼させていただきます。……帰りますよ、ディブロウさん！」そう言って、彼はディブロウを自分のもとへ呼よび戻もどす。

クロヴィス：なんだ？　ここまでやっておいて、退くのか？　つーか、逃にがすとでも思ってんのか！　逃がさんとばかりに、神官に金属糸を飛ばすぜ！

ＧＭ：すると、二体のディブロウが割わって入り、剣を閃ひらめかせて金属糸を弾はじき返かえす！「そう急せかずに。また、すぐに遊びに来ますよ。次は今回の三倍の妖魔を連れてね」

一同：三倍っ!?

シェフィル：ちょっと、なんでこの村を襲うの！

ＧＭ：「おや？　知っているはずですよ、みなさんは」余裕をもった態度で言いながら、いやらしい笑みを浮かべる。

カナデ：……グラン爺の言ってた秘宝。

ＧＭ：神官はその言葉に、満足げに、そして冷たい笑みを浮かべる。「では、私はそれをちょっと取りに行くとしましょう。それでは、ごきげんよう。次もみなさんの生命、あるといいですね」　そしてその姿はかき消える。

シェフィル：逃げた!?

カナデ：……転てん移い魔術かなにかでしょう。

イリス：神官の言葉を思い出しながらつぶやきます。……あいつは僕を知っていた。それに神竜ゾハールの刻印……。これは、僕が見る夢とも関係がある……？




　つぶやくように吐かれたイリスの言葉……もちろん、その疑問に答えるものはいない。







◆Middle07◆村が秘匿したもの




　村は惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　自警団は壊かい滅めつし、村の各所では未だ炎がくすぶっている。

　この状況下において……〝エーデルワイス〟は決断を迫せまられる。




ＧＭ：神官とディブロウが去った直後のシーンだ。あのあと、神殿に避ひ難なんした村人たちの様子を確認しているところだと思ってくれ。

カナデ：村人は大丈夫なんですか？

ＧＭ：自警団が身を張って時間を稼かせぎ、キミたちが戻ってきたおかげで、神殿に避難していた人々には被ひ害がいはなかったようだ。

イリス：……とはいえ、自警団には犠ぎ牲せいが出てますし、手放しでは喜べませんね。

クロヴィス：ちくしょう。あの神官、今度あったらただじゃおかねえ。

イリス：それにしても、さっきの敵は……いったいどうやって村に侵入したんでしょう。村へ入るルートはすべて警備してたはずですよね。

クロヴィス：…………。

シェフィル：それよりも、このあとどうする？　さっきの感じだとまたすぐに攻めてきそう。

ＧＭ：と、キミらがそんな相談をしていた時だ。「……無事だったか」　グランジが神殿へと戻ってきた。かなりの数の敵を斬り伏ふせたのだろう。彼の身体は返り血で真っ赤だ。

シェフィル：じっちゃん！

ＧＭ：グランジに加え……ややあって、ミラたちも戻ってくる。が……彼女たちのパーティは少なからぬ被害を受けている。

イリス：まさか、ミラさんになにか!?

ＧＭ：いや、ミラとゼロは無事だ。しかし……「早く手当を！」「なんだこの傷、治癒の魔術を受け付けない……！」　喧噪と共に担架で運ばれてきたのは、クリスだ。

一同：クリス──────っ!?（笑）

ＧＭ：見れば、彼の纏う鎧の腹部に大穴が空き……その装甲が変色している。なにか、呪いを伴った攻撃を喰らったようだ。

シェフィル：それはそれで大変なんじゃ……。

ＧＭ：キミたちがクリスに駆け寄ったところで、ロイドも戻ってくるぞ。「どけ！　俺に見せてみろ！」と、帰ってきたロイドが人混みをかき分け、クリスの前に膝をつく。で、怪我の具合を見て……「ちッ、やっかいな攻撃を喰らいやがったな。おい、奥の部屋へ運んでくれ！」　吐き捨てるように言う。

シェフィル：だ、大丈夫なの……？

カナデ：あああ……前の戦いの英雄が……なんということでしょう（笑）。

ＧＭ：「あ、あたしのせいです……。あたしが気をつけていれば、あんなことに……！」　ミラが蒼白になってつぶやく。今にも泣き出しそうだ。

イリス：クリスさんは、ミラさんを守ることが役目でした。誇りこそすれ、あなたを責めることなどありませんよ。

カナデ：そうです。ミラさん、クリスさんなら大丈夫です。あの人はかつて世界を救った英雄……ここで倒れるような人じゃありません。

シェフィル：そ、そうだよ！　ミラちゃん、泣かないで！

ＧＭ：「……すみません、取り乱して。そうですよね。大丈夫ですよね」表情はまだ晴れないが、ミラはひとまず落ち着きを取り戻した。

シェフィル：……ふう。

イリス：でも、あの神官、村を制圧するために現われたにしては、すぐに撤退しましたよね。それと、グランジさんが言っていた秘宝というのを狙っているようですが……。

ＧＭ：その言葉に反応するように、戻ってきたロイドがいらだちを隠せない態度で声を荒げる。「おい、じーさん……っ！　その秘宝とやらの封印場所はてめえしか知らねえんだ。場所を吐いちまえよ。なんで俺たちにも秘密にする！　場所がわからなけりゃ、守りようもねえだろうがよ！」

クロヴィス：正論だ。

イリス：たしかに。敵も、秘宝の場所はわかっているような雰囲気でしたし。

カナデ：あ、あの、ロイドさん。クリスさんから離れて平気なんですか。

ＧＭ：「ん？　ああ……さすが鍛えてるだけあるわ。結構な怪我だったんだが、生命に別状はねえよ。ただし、とても戦える状態じゃない。戦力としては数えられねえ」

カナデ：それは……厳しいですね。あの、提案があります。

シェフィル：提案？

カナデ：外部に助けを求めてはいかがでしょう？

シェフィル：あ、なるほど。

イリス：意外に簡単な答えが。

ＧＭ：「……だめだな。俺はちょっと村の外まで出張ってみたんだがよ、村は相当数の妖魔に囲まれている。そうたやすく突破はさせてもらえそうもねえ」と、ロイド。

イリス：だめですか……。

ＧＭ：「……いや。包囲を抜ける方法はひとつある」　グランジが告げる。

一同：え？

ＧＭ：「この村の地下には、太古の遺跡がある。少々危険な場所だが……そこを通れば、包囲を抜け、山向こうへ出ることはたやすかろう」

イリス：おお。

クロヴィス：へえ。となれば、利用しねえ手はねえな。危険な場所らしいけど、オレたちが行けばいいのか？

ＧＭ：「いや、救援要請は、ミラたちにやってもらう」

シェフィル：え？　でも遺跡って危ないんでしょ？

ＧＭ：「ミラたちの実力ならば抜けられる。問題ない」

シェフィル：え、じゃあ、あたしたちは……？

カナデ：ミラたちが戻ってくるまで村を防衛する、でいいんでしょうか？

ＧＭ：「いや、村の防衛は儂とロイド、無事だった自警団が請け負う。お前たちには、別にやってもらうことがある」

シェフィル：やってもらうこと？

ＧＭ：「……そうだ。シェフィル、お前たちは家に戻れ。そこで話そう」

シェフィル：じっちゃんは？

ＧＭ：「ミラたちに、遺跡のルートを伝えたらすぐに戻る。ゆけ」

シェフィル：は、はい。じゃあ、ミラに声を掛けて、家に戻ります。……ミラちゃん、がんばって！

ＧＭ：その言葉に、ミラはこくりと笑顔で頷く。「……シェフィルもね」

シェフィル：もちろん！

ＧＭ：では、ミラと言葉を交わしてのち、キミたち神殿を出て……グラニー家へと向かった。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ちょっと場面を変えてそこはシェフィルの家だ。四人が暖炉のある居間で待っていると、ややあって───〝……ギィ〟粗末な木のドアが開き、グランジが戻ってくる。

シェフィル：あ、じっちゃん。

ＧＭ：「……待たせたな」　ごとり、爺は鉄板のような巨大な剣を壁に立てかけ、のそりとキミらの前に腰掛ける。

シェフィル：それで、わたしたちがやることって？

ＧＭ：「……その前に言わねばならぬことがある。あの魔族を連れた神官の目的は、この村に封じられた秘宝であることはまちがいない」

カナデ：……はい。あの神官の言葉からするとそうでしょう。あの口ぶりからすると、秘宝の場所もすでに探し当てている様子でした。

ＧＭ：「……その可能性は否定できんな」

イリス：で、その〝秘宝〟というのは？

ＧＭ：「……〝薔薇の刻印〟。そう呼ばれるものだ」　グランジは少しの間をとって告げる。

カナデ：薔薇の刻印？　それは、〝薔薇の巫女〟がその身に刻むという魔法の紋章のことですね。出自は不明ながらそれを持つ者は、人としては比類なき〝力〟の資質を得るとか───。

ＧＭ：「……うむ。説明的なセリフをありがとう」

一同：じじぃ──────っ!?（笑）

イリス：シリアスにお茶目なこと言わんでくださいっ！（笑）

シェフィル：じっちゃんの本性を見た……（笑）。

クロヴィス：なあ、その〝薔薇の刻印〟ってのがどんなものかわかんねぇけどよぉ、一般的に知られてるものなのかよ。

ＧＭ：「……いや、一般的に広く知られているものではなかろう。むしろ、神殿はそれにまつわる情報を秘匿していたはずだ。そう、薔薇の刻印とは───」と、グランジは簡単な説明を付け加える。




薔薇の刻印

〝薔薇の巫女〟と呼ばれる者が、その証として身体のどこかに刻まれた印。

　また、この刻印を刻まれた巫女は〝薔薇の武具〟と呼ばれる、五つある伝説のアイテムを封印より解き放ち、その能力を引き出す力を備える。




シェフィル：あの、その刻印って人に渡したりできるもの？

ＧＭ：できないと思っていい。〝薔薇の巫女〟の資格は基本的には血筋により継承され、刻印も親から子へと受け継がれる。

イリス：基本的には？（笑）

ＧＭ：まあ、そういう事象しか確認されていないって話で（笑）。

シェフィル：じゃあ、敵の神官が手に入れても使えないんじゃ……？

クロヴィス：だよな。

ＧＭ：「うむ。だが血筋以外にも刻印を手にした例がある。本来の〝刻印〟は自然発生的……つまり生まれの資質によるものだが、これを人工的に造り出された事例があるのだ」

カナデ：……ああ、ガーベラですか。




ガーベラ

　当代の〝薔薇の巫女〟ノイエに仕える守護の騎士。

〝薔薇の災厄〟の際、神竜ゾハールを倒すべく〝薔薇の武具〟を集めようとしたノイエに代わり、魔族の力を借りて自らに〝刻印〟を刻み、武具を集めて回っていた。

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に登場したＮＰＣである。
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ＧＭ：もっとも、このガーベラは、高位の魔族の協力を得てニセの刻印を造り出し、自分に刻んだという事象なので……。

イリス：厳密にはちょっとちがう話ですね。

クロヴィス：刻印を刻める資質を造り出せてもおかしくない、と。

イリス：……なるほど。

シェフィル：じゃあ、この村にはその人工の刻印がある……？

ＧＭ：その問いに、グランジはゆっくり首を横に振る。「村の地下に封じられているのは、真の刻印のひとつ……〝漆黒〟の〝薔薇の刻印〟だ」

一同：漆黒？

シェフィル：たしか、ノエルの刻印は薄いピンクでしたよね？




ノエル・グリーンフィールド

　当代の〝薔薇の巫女〟の実の娘。

　四年前、自分捜しから転じて、生き別れになっていた母親を探すために、その手がかりとなる〝薔薇の武具〟を集める旅に出た。

　だが、旅をするうちに〝薔薇の武具〟の出自と意味を知り、やがて人に災いをもたらす神竜・ゾハールを打ち倒すに至った。
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イリス：あの、黒の刻印って……僕の夢のシーンに出てきた少女と同じ……。

ＧＭ：そのとおりだ。

クロヴィス：やっぱり〝薔薇の刻印〟はもともと複数あったってことだな……！　な、なんという後付け設定……っ！（一同爆笑）

ＧＭ：後付けじゃねえ！（笑）　『ルージュ』二巻が出た頃には、佐々木あかねとそんな妄想をえんえんと語ってた……っ！

一同：……（←生暖かい笑顔）。

ＧＭ：ちなみに、ノエルが持つのは暫定的に〝紅の刻印〟と名付けておく。

カナデ：紅と黒の刻印があるなら、きっと白い刻印もあるとカナデは推測します。その刻印の継承者は、プリミラといってグランフェルデンにいます。『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ・リプレイ①　ためらい少女と白き薔薇の刻印』絶賛発売中。




　宣伝かい。




シェフィル：悠羅さん……（笑）。

ＧＭ：お、おいといてっ！　グランジは話を続ける。「そもそも、このブリギット村は八〇〇年ほど前、漆黒の刻印を封じた遺跡を守護するために興されたものだ」

イリス：……すると、僕が仕えていた巫女は、八〇〇年前にこの地で死んで……刻印だけがそこに残り、作られた遺跡に封じられた。で、その監視のためにブリギット村が興された？

ＧＭ：そういうことだね。そして刻印を封じた遺跡の情報は秘匿され、いつしか忘れ去られていった。神殿の古文書には記録されてるだろうけどね。

イリス：さっきの敵はこの情報をどこから入手したのでしょう。

ＧＭ：さすがにそれはわからんな（笑）。クラスは神官系だけど、あくまであれは悪しき神竜ゾハールを奉ずる者、という意味だ。エリンディルで言うところの〝神殿〟に所属するものではない……それは保証する。

カナデ：まあ、神殿の文書以外に情報が残ってても不思議じゃありませんし。

イリス：では、敵の目的は？　刻印を奪ってなにを……？

カナデ：んー……それもわかりませんね。刻印を持ってて意味があるのは、〝薔薇の武具〟の開封と、その能力を引き出すこと。でも武具は四年前の事件で力を失っていますし……。

クロヴィス：いろいろくわしいカナデであった。

イリス：さすが参謀（笑）。

シェフィル：それで？　じっちゃんはわたしたちになにを？

ＧＭ：「〝刻印〟は敵の手に渡してはならぬ。あれは、この世界に新たな災厄を呼ぶこととなろう」

クロヴィス：なるほどっ、つまり……！

ＧＭ：「……そうだ」　グランジはゆっくりと頷く。そして一拍の間をおいて……「薔薇の遺跡へと赴き、刻印を狙うかの敵を倒せ……！」

カナデ：……なるほど。おそらく先ほどの神官が、村を襲った妖魔たちの総大将。

シェフィル：あれを倒せば、村もひと安心───と。

クロヴィス：……よおしっ、さっきの借りを返してやろうじゃねぇか。魔族……ディブロウ二匹が相手とかいきなり死にそうな気もするけどよ───ぉ！（笑）

カナデ：《マススラッシュ》……クリティカルされたら即死しますね、うふふ。

クロヴィス：まっさきに死ぬのは鉄砲玉のオレだぜ──────っ！（笑）

イリス：な、なぜ嬉しそうなんですか。

シェフィル：しかもムダにテンションが高いよ、クロちゃん（笑）。

ＧＭ：「……これを持って行け」　グランジは、キミたちに遺跡に入るための〝護符〟を渡す。「これをかざせば、遺跡への扉は開かれよう」

クロヴィス：これがないと入れないのか。てことは、敵は遺跡に入れねぇんじゃ？（笑）

カナデ：（ちょっと考えて）でも、刻印を自分に刻める手段を持ってることを考えれば、遺跡の扉を開くことくらいできるかも……。

シェフィル：《テレポート》してくるとか。

カナデ：なるほど、遺跡の内部に通じる転送石を手に入れてるとかすると、ありえますねえ。

一同：…………。

クロヴィス：遺跡に行かないわけには、いかねぇってことだな（笑）。

シェフィル：でもじっちゃん、村は平気？　わたしたちがいないうちに、また村が襲われることもあるよね。

ＧＭ：「村の守備は、儂とロイドが受け持つ」

カナデ：前の三倍という妖魔が襲ってくるというのに……。

クロヴィス：な、なんだ、この安心感は。

シェフィル：じゃあ、行こうっ！　ボスを倒して、救援を呼びに行ったミラちゃんたちをきょとんとさせちゃおう！（笑）

ＧＭ：───では、各々が装備を手にして立ち上がり、出口に駆け出そうとした時だ。「……シェフィル！」　グランジが、キミを背中から呼び止めた。

シェフィル：……なに？　と、振り向きますけど。

ＧＭ：グランジは、どこか逡巡した様子を見せつつ。「万が一……万が一にだ。刻印が解放されることがあれば、決して、敵に渡すな。それはお前が手にしろ」

一同：…………。

シェフィル：え？

イリス：どういうことですか、グランジさん。刻印は、資格がある者にしか……。

ＧＭ：「…………そうだ。シェフィルには、その資格がある」

一同：そうなのっ!?

カナデ：たしかに黒の刻印の血筋が現在に残っていても不思議ではありませんが……。

イリス：え、それじゃシェフィルは僕が使えていた巫女の末裔……？　僕の夢の中の少女とシェフィルの印象がだぶったのは、そういうわけ？

クロヴィス：……八〇〇年も容姿って遺伝し続けるものなのか……？（笑）

シェフィル：まあ、細かい話はあとだよ、クロちゃん。今は敵を倒しにいこう。

クロヴィス：おうっ、やってやるぜぇ、子供の時から、このくそジジィに鍛えられた技を今こそ……！

ＧＭ：「クロ」

クロヴィス：子供の時から、このおじいさまに鍛えていただいた技を今こそ見せる時であります（一同爆笑）。

カナデ：クロヴィスさん……口調が変です……（笑）。

ＧＭ：「クロ、カナデ、もはや言うことはない。勝て」

カナデ：はい♪

クロヴィス：おう、わかってらぁ、このくそジジ……ィさま。

ＧＭ：「シェフィル。お前はこのギルドのマスターだ。どんな時も、決してあきらめるな」

シェフィル：はいっ。

ＧＭ：「そしてイリス。神官は守りの要。シェフィルを守れ。それがお前の使命だ。少々、くそ生意気な娘だが……冷静にな」

シェフィル：どういう意味よっ!?（笑）

クロヴィス：なんで娘を嫁に出す父親みたいなセリフなんだよっ！（笑）

カナデ：というか、別れのセリフみたいな……（笑）。

イリス：にしてもきくたけさん、おかしいですよそのセリフだけっ！（笑）

ＧＭ：……あれ？　いや、シェフィルの存在が戦いのキーになるから……って意味で（笑）。

シェフィル：まあ、いいや……（笑）。とにかくじっちゃん、行ってくる！　絶対に勝って帰ってくる。心配しないでいいよ。だって……




　シェフィルは仲間の笑顔に囲まれて、自信を持って宣言した。




「……じっちゃんに育てられた〝エーデルワイス〟は負けないよ」




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、シェフィルが啖呵を切って家を飛び出していったところでシーンを切───いや、最後にちょっとだけ演出いれるか。

カナデ：演出？

ＧＭ：そう。キミたちが出て行ったあと、グランジの視点で語る。……風のごとく外に飛び出していく子供たちを、グランジがどこか愛おしげに見送る。

シェフィル：な、なにその演出。

ＧＭ：やがて、キミたちの姿が見えなくなると、彼はゆっくり立ち上がり、そして苦く悶もんの表情を浮うかべる。これまでの戦闘の返り血と……そう、さっきまではうまく腕で隠していたのだろう。グランジの脇腹にじわりと血がにじむ。

一同：っ!?

ＧＭ：その傷口は、かなり深い。立ち上がるだけでも相当な苦く痛つうのはずだ。

シェフィル：ちょ、ちょっと……（笑）。

クロヴィス：怪我してたのか……（笑）。

ＧＭ：「……ふん。この程度の傷で泣き言は言えんな。子供たちに顔向けができん」　誰に聞かせるでもなく、つぶやく。そして、意思の力で痛みを強引にねじ伏せ……。




　───壁に立てかけた巨大な剣の柄を握り込んだ。







◆Middle08◆薔薇ばらの遺い跡せきへ




　八年前、友を救うために上のぼった道を、シェフィルたちは駆かけ上っていく。

　かつて、洞窟から脱出する際さいに使った道は、今は植物に覆おおわれていた。

　枝えだや根を切きり払はらうと、そこは月夜花の咲さく部屋。その先で彼らを待つのは───。




ＧＭ：では、次のシーン。キミたちは、かつて月夜花を取りに行った時と同じく山道を走っている。

クロヴィス：伝説のクマが開けた道って、今も残ってんのかな。あそこからなら、あっという間なんだけど（笑）。

イリス：クマ掌しよう底ていの道ですね。行ってみます？

シェフィル：行ってみよう（笑）。

ＧＭ：かつて通った穴は今も残ってるよ。ただ、さまざまな植物が穴あなに蓋ふたでもするかのように成長しているな。

カナデ：あらあら。あれから八年も経たちましたからねぇ。

イリス：槍やりを使って植物を切りましょう。クロヴィスさんも手伝ってください。

クロヴィス：おう、任せとけ。糸を飛ばして、シュパパパパッと切っちゃうぜー。

ＧＭ：では、数分ほどで、かつてのように人が通れるような穴になった。

シェフィル：じゃあ、穴をくぐって、先に進もう。

イリス：シェフィルのあとに続きます。懐なつかしいですね。

クロヴィス：この穴、昔はもっとでかく見えたんだがなぁ。

カナデ：カナデたちも大きくなりましたからねー。

ＧＭ：穴を抜ぬけると、そこは八年前とほとんど変わっていない。薄うす暗ぐらい部屋を照らす、外から差さし込こむ月の光。そして、部屋の中央にギラッと光る目がふたつ。

カナデ：……クマ？（笑）

ＧＭ：そうだ。かつて、キミたちがコテンパンにした伝説の子グマだ。かつては三メートルほどだったあのクマも、今では五メートルほどにまで成長したぞ。

シェフィル：大きくなったねー。

ＧＭ：どうやら伝説の子グマは、キミたちのことを覚えているようだ。ニコニコしながら、ぺこりと頭を下げてくる。

クロヴィス：すっかりマブダチに。

ＧＭ：成長した伝説の子グマは言う。「人の子たちよ、母の予見したとおり、この地に戻ってきたか……」

イリス：あれ、子グマの方は話せなかったんじゃ（笑）。

ＧＭ：成長したことで話せるようになったんだよ（笑）。

カナデ：親グマはしゃべってましたし、まあできてもおかしくはないのかな？（笑）　クマさん、親御さんはお元気ですか。

ＧＭ：「ああ、息そく災さいだ。だが、寄よる年波には勝てなくてな。三年ほど前から、この地の守護は私わたしが引ひき継ついでいる。それで、今日はどのような用よう件けんで来たのだ？」

クロヴィス：村で起きた異い変へんとか、薔薇の刻印を取りに来たこととかをまとめて説明するぜ。かくかくしかじか。

ＧＭ：「そうか……。その神官とやらはまだ来てはいない。今ならば先んじて遺跡に入れる。封印の扉はこちらだ。ついてこい」のっそのっそと伝説の子グマは歩いて、部屋の奥にある扉まで案内してくれる。

イリス：この扉も変わってませんね。

クロヴィス：なんか端はしっこに彫ほってあるぞ。〝えーでるわいス、さんじょう!!〟？　誰だよ、こんなの彫ったの。

シェフィル：クロちゃんだよ～！（笑）

クロヴィス：マジで!?　本人はまったく覚えてない（笑）。まあいいか。んで、この扉って、どうやりゃ開くんだ？

ＧＭ：その疑問には子グマが答える。「扉の前に立ち、鍵となる〝護符〟を掲げて見せればいい。〝護符〟は……持ってきているな？」

シェフィル：じっちゃんから受け取ってきたよ！　バッグの中から護符を出して、扉にかざします。

ＧＭ：すると、護符に反応して扉が淡い光を放ち……奥から〝ギ、ギギギ……〟と歯車が回るような音が聞こえてくる。そして、扉はゆっくりと左右に開いていき、遺跡の入口が開かい放ほうされる。

イリス：この先に薔薇の刻印があるんですね……。

ＧＭ：クマはこくりと頷うなずき、キミたちに忠ちゆう告こくする。「遺跡の中には、薔薇の刻印を受け取るに足る人物かを試す試練があるという。気をつけていけ」

シェフィル：わかった。アドバイスしてくれて、ありがとね。

ＧＭ：さて、ここから遺跡の中に入ることになるんだけど、探たん索さくの結果によって、クライマックスフェイズでのシチュエーションが変わるんで注意してくれ。

カナデ：時間がかかりすぎると不利になったりするとか？

ＧＭ：そうだね。途と中ちゆうでどういう選せん択たくを取るかでも変わる。このことを念頭に置いた上で、探索をがんばってくれ。

シェフィル：それじゃあ、中に入るよ。

ＧＭ：では、キミたちが遺跡に足を踏ふみ入いれたところで、シーン終了だ。







◆Middle09◆最初の試練




　封ふう印いんの扉とびらをくぐるとその先は、ドーム状じようの部屋になっていた。

　ランタンの灯あかりを頼たよりに室内を調べていく。

　一ひと際きわ目立つのは、部屋の中央辺りに見える巨きよ大だいな物体だ。

　一行は警けい戒かいしながら、室内に足を踏ふみ入いれていった。




ＧＭ：石扉の先は直径二〇メートルほどの、ドーム状の部屋になっている。

クロヴィス：なんか闘とう技ぎ場じようみてえだな。

イリス：油ゆ断だんせずにいきましょう。なにがあるかわかりません。

ＧＭ：では、キミたち全員が中に入ったところで、〝ガシャーン〟と入口にシャッターが落ちる。

カナデ：退たい路ろが！

イリス：周囲を警戒します！

クロヴィス：なんかくるか？

ＧＭ：く、訓練されてるなあ……（笑）。で、えーと……キミたちから、一〇メートル前方に巨大な金きん属ぞくの塊かたまりがある。

カナデ：なんでしょうか。ランタンで照らしてみます。

ＧＭ：するとその塊は、暗くら闇やみの中で〝ガキンガキン〟と動き出してシルエットを変形させていく。だんだんと人の形へと。

シェフィル：これって……！

ＧＭ：ランタンの光を反はん射しやして、立つのは巨大なハンマーを抱かかえた黄金色に輝かがやくゴーレムで、キミたちの前に立ちはだかる！

クロヴィス：ご、ゴールデンゴーレムだー！　やめろ！　オレの装そう備びを金に変えるんじゃない！（笑）

ＧＭ：外見でばればれだな（笑）。

カナデ：……めんどくさいのが来ましたね。他に敵てきは？

ＧＭ：ゴールデンゴーレムの背はい後ごに奥おくへの扉があるんだけど、それを守るように小さな、オルゴールを内ない蔵ぞうしたゴーレムが二体確かく認にんできる。

カナデ：オルゴーレム、支し援えん用のゴーレムですね。

ＧＭ：ゴーレムたちはキミたちを侵しん入にゆう者しやと判はん断だん。排はい除じよしようと襲おそい掛かかってくる！

イリス：申もうし訳わけありませんが、押おし通らせていただきます！

ＧＭ：さあ、戦せん闘とうだ……っ！
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ＧＭ：第一ラウンドのセットアッププロセス。ゴールデンゴーレムは特になし。

クロヴィス：なら、次はオレだ。《クイックフォージ》から《ウェポンフォージ》を使うぜ。（ダイスを振ふる）錬れん金きん術じゆつ判はん定ていは成功。シックルチェインの攻こう撃げき力りよくに＋５Ｄ。（ダイスを振る）ぐっ、ちょっと１が多いな（笑）。＋10点で止まっちまった。

ＧＭ：それでも結けつ構こうな上じよう昇しよう量りようじゃん。次はカナデだな。

カナデ：はい。《クイックソング》から《エチュード》。対象は範はん囲いなので、仲間全員にかかります。（ダイスを振る）呪じゆ歌か判定は成功。このシーンの間、攻撃のダメージを＋15します。

ＧＭ：くそー！　ＰＣがどんどん強化されていく……。

カナデ：そういうコンセプトですから。あきらめてくださいな（笑）。

ＧＭ：あきらめられるか！　覚えてろよ（笑）。

シェフィル：次は【行動値】12でわたしですね。スキルの使用はなしで、ギルドサポートの《陣じん形けい》を使います。

カナデ：このままだとゴールデンゴーレムに接せつ敵てきされて、ひどい目にあってしまいますから。

クロヴィス：オレがぐわーっと前進して、ゴールデンゴーレムとエンゲージするぜ。

カナデ：残りの人は、全員一メートル後こう退たいしましょう。

ＧＭ：一メートルとは半はん端ぱな……って、ああ！　ゴールデンゴーレムとの距きよ離りを六メートルにして、離り脱だつで近づかれないようにしてんのか！

カナデ：そういうことです（笑）。

ＧＭ：理り解かいした（笑）。ゴーレムが動き出すよりもはやく、〝エーデルワイス〟が素す早ばやく敵との間合いを調整し、陣形を調ととのえていく。

カナデ：次はオルゴーレム二体ですね。

ＧＭ：こいつらも特にやることはないんだよな。

イリス：じゃあ、最後は僕ぼくですね。ゴールデンゴーレムに《プロボック》です。（ダイスを振る）こちらは達たつ成せい値ち19です。

ＧＭ：こっちの【精せい神しん】は０だっつーの！（ダイスを振る）達成値６。これでゴールデンゴーレムは［逆ぎやく上じよう］した。

イリス：では、筋きん肉にくをパンプアップさせてポージングしつつ、威い圧あつします！

一同：パンプアップ!?（笑）

ＧＭ：騎き士しじゃなくて、ボディビルダーじゃん。威圧的なポーズを取るイリスに、ゴールデンゴーレムの視し線せんは釘くぎ付づけだ（笑）。これでセットアッププロセスは終しゆう了りようだな。イニシアチブプロセスに移うつる。最初の行動はゴールデンゴーレムから。

クロヴィス：［逆上］を受けたなら、恐おそれることはない。さあ、オレに攻撃してきな！（笑）

ＧＭ：これ、きっついなぁ。イリスは後方だし、ダイスが減へってる状じよう態たいでクロヴィスを狙ねらっても……。いや、きっと読者は期待してるはずだ。ゴールデンゴーレムのオリジナルエネミースキル《マイダスハンマー》で、クロヴィスを攻撃！　お前の装備を黄金に変えてやる！

クロヴィス：よっしゃ、こい！

ＧＭ：当たれー！（ダイスを振る）ダイス目は４！　達成値は21だ。黄金に輝くハンマーが、クロヴィスめがけて、勢いきおいよく振ふり下おろされる！

クロヴィス：こっちの回かい避ひは３Ｄ＋９だから12以上で成功だ。そら！（ダイスを振る）達成値24で避よけ！　天てん井じように金属糸を伸のばして、ジャンピング回避したぜ。

ＧＭ：やりおる。黄金のハンマーが叩たたきつけられ、まばゆい輝かがやきが室内を満たす。だが、そこにクロヴィスの姿すがたはない。

クロヴィス：金属糸を解といて着地。ちっちっちっ、そんなのろまな攻撃じゃあ、オレは捉とらえられねえな。次はこっちの番だぜ。

ＧＭ：うむ。【行動値】16でクロヴィスの行動だ。

クロヴィス：マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》。金属糸を魔ま力りよくで包つつみ込こんで、〈無〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージに変へん更こう。

ＧＭ：げっ！

クロヴィス：メジャーアクションで《エンタングル》を使って、ゴールデンゴーレムに攻撃だ。命中判定は……（ダイスを振る）う、低いな。達成値17。

イリス：フェイト使って振り直しておきますか？

クロヴィス：……そうだな。フェイト１点使って振り直し。（ダイスを振る）ぐはっ、達成値17。変わらねえぇ─────っ！（笑）

ＧＭ：こっちはダイス目が８以上で回避だ。（ダイスを振る）……って、ダイス目３かーいっ!?　め、命中した（笑）。

カナデ：さすが菊きく池ちさん（笑）。

クロヴィス：攻撃が命中したんで、ダメージロールの直前に《シックネス》を使う。これで１点でもダメージが入れば［衰すい弱じやく（２）］と移い動どう不ふ可かの効こう果かを与あたえる。

ＧＭ：きたよ、［衰弱］！　やめてくれー！（笑）

カナデ：移動不可はバッドステータスじゃなくて、《エンタングル》の効果ですね。マイナーアクションで解かい除じよするまで、移動できなくなります。

クロヴィス：ダメージロールは２Ｄ＋37。（ダイスを振る）44点の〈無〉属性魔法ダメージ！　金属糸が絡からみついて呪のろいを流ながし込こむ。オレの魔力は、黄金ですら侵しん食しよくするぜぇ！

ＧＭ：ゴールデンゴーレムの【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は０なので、44点すべて受ける。さらに［衰弱（２）］と移動不可もだな。ピカピカと輝かがやいていたゴールデンゴーレムの装そう甲こうが腐くさり、黄土色に変わっていき……。

クロヴィス：くははっ、ゆっくりと朽くちていきな！

ＧＭ：これで判定するたびにＨＰ10点ロスか。き、きつい……。次はカナデの行動。

カナデ：はーい。ムーブアクションとマイナーアクションはなにもしないで、メジャーアクションで、ゴールデンゴーレムに《ウォータースピア》で追つい撃げきです。

ＧＭ：また魔法ダメージか！　や、やめてー！（笑）

カナデ：戦いは非ひ情じようなのです！　命中判定、えいや！（ダイスを振る）

ＧＭ：おっ、出目が低い！

カナデ：達成値14……これは避よけられてしまいますね。フェイト１点使って振り直します。（ダイスを振る）クリティカルー！

ＧＭ：なにぃいい!?　ゴールデンゴーレムは金属糸でぐるぐる巻まきにされながらも必死で水の槍やりを避けようとするが……（ダイスを振る）ダメだ、クリティカルしない、命中。

クロヴィス：くくくっ、判定したな。さあ、［衰弱（２）］のＨＰロスを受けてもらおうか！

ＧＭ：ぐう……。もう踏ふんだり蹴けったりだよ。とほほ。

カナデ：ダメージロールはクリティカルで２Ｄ増ふえて、８Ｄ＋22。それ！（ダイスを振る）なかなかの出目ですね。28＋22で50点ぴったしの〈水〉属性魔法ダメージです。ダメージが入ったら、［放心］もプレゼントしますね（笑）。

ＧＭ：魔法ダメージだから全部通る。これで［逆上］［放心］［衰弱（２）］か。

シェフィル：バッドステータスだらけだ（笑）。次はわたしですね。ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《シュアショット》。雷らい鳴めいの弓ゆみに矢をつがえて、しっかりと狙ねらいをつけます。

ＧＭ：狩人かりゆうどとしてのシェフィルの鋭するどい目が、クロヴィスの金属糸に縛しばられて、じたばたもがくゴールデンゴーレムを捉とらえた。

シェフィル：メジャーアクションは《バッシュ》で射しや撃げき攻撃です。命中判定は４Ｄ＋６になります。いきまーす、てい（ダイスを振る）。あ、低い。達成値17。

カナデ：なんだか今日は、みなさん、あまり出目がよくないですねぇ。

ＧＭ：達成値17なら出目８以上で回避だ。今度こそ避ける！（ダイスを振る）げっ、達成値16。１足りん！　しかも［衰弱（２）］でＨＰロス10点。もうボロボロだ。

クロヴィス：ここは押おせ押せだな。シェフィル、支し援えんするから全力でいってくれ。

シェフィル：オッケー。ダメージロールで《スラッシュブロウ》使っちゃいます。

クロヴィス：そこに《ピアシングペイン》を使用。そのダメージロールを貫かん通つうダメージに変更。右手の金属糸で呪いを流ながし込こみながら、左手でシェフィルの放った矢に魔力を込こめるぜ。

ＧＭ：魔法ダメージの次は、貫通ダメージか。さっきから高い【物理防御力】がまったく意味をなしてないんだが……（笑）。

シェフィル：ダメージロールは13Ｄ＋41。よいしょ！（ダイスを振る）78点の貫通ダメージです！

ＧＭ：（計算して）……かなりボロボロになってるがまだ耐たえる！

カナデ：あらあら。

ＧＭ：雷鳴のような風切り音が鳴なり響ひびき、魔力を宿した矢や尻じりが腐ふ蝕しよくした金色の装甲に突つき刺ささって亀き裂れつを生む。だが、それでもゴールデンゴーレムは健けん在ざいだ。

イリス：あの三連続攻撃を耐えましたか。

ＧＭ：もうボロボロだけどね。次は行動値８のオルゴーレムＡとＢ。まずＡから動く。内蔵されたオルゴールをポロローンと奏かなでながら、ゴールデンゴーレムに《ジョイフルジョイフル》。呪歌判定は成功したんで、対象は未行動に。

イリス：ということは、またゴールデンゴーレムの行動ですかね。

ＧＭ：そうなるな。オルゴーレムＢの前にゴールデンゴーレムの手番がくる。

カナデ：今度はどうくるんでしょうか。

ＧＭ：悩なやましい……が、ここはリベンジ。マイナーアクションで《エンタングル》の効果を解除して、メジャーアクションでクロヴィスに《マイダスハンマー》で攻撃！

クロヴィス：黄金の恐きよう怖ふ、再ふたたびか。だがしかし、また避けてやるぜ！

ＧＭ：調子に乗っていられるのもここまでよ！　ゴールデンゴーレムの命中判定、くらえ！（ダイスを振る）達成値18！　そして、［衰弱（２）］のＨＰロス10点と。

クロヴィス：それで倒たおれたりしない？

ＧＭ：しないよ（笑）。

クロヴィス：ちっ。でも、３Ｄ振って９以上出ればＯＫだから、余よ裕ゆうだぜ。鼻歌を歌いながら避けちゃうね（ダイスを振る）。

一同：うわぁああああ！？

クロヴィス：３Ｄ振って１、１、２!?　フェイト１点使って振り直し！（ダイスを振る）１、２、４。達成値16。あっはっはっ、当たってるよー！（爆ばく笑しよう）

カナデ：幸運のペンダントを使っても、達成値17で当たりますね。どうにもなりません（笑）。

ＧＭ：慢まん心しんがクロヴィスの動きを鈍にぶらせる。気づいた時には黄金のハンマーが叩きつけられていた。黄金の輝きが少年の身体を包み込んでいく。

シェフィル：く、クロちゃーん!?

ＧＭ：さーて、どの装備を黄金にしようかな！（笑） んー、防ぼう具ぐからランダムに選ぶか。（ダイスを振る）装そう身しん具ぐが黄金六個こに変わった。ちなみに一個三〇〇Ｇな。

クロヴィス：ほほう。オレの装身具は幸運のペンダント、お値ね段だん一〇〇〇Ｇ。つまり買い直しても八〇〇Ｇほどおつりがきますな。

ＧＭ：もっと高いの装備しとけよ！（一同爆笑）

クロヴィス：いや、防具に回す金があんまりなかったんだ（笑）。

ＧＭ：ちくしょー。次はオルゴーレムＢ。こいつもゴールデンゴーレムに《ジョイフルジョイフル》だ。呪歌判定は成功した。再さい度どゴールデンゴーレムの行動になる。

シェフィル：もう一度、《マイダスハンマー》？（笑）

ＧＭ：もうやんない（笑）。ムーブアクションとマイナーアクションはやっぱりなし。メジャーアクションは《ゴールデンビーム》。眼部に集積した魔力を、黄金色のビームとして発はつ射しや。イリスを狙ねらう。命中判定！　（ダイスを振る）達成値21だ。

クロヴィス：では、［衰弱（２）］のＨＰロス10点を減へらしてください。

ＧＭ：げふう……。もう死にそう。今ので肩かたもげたわ（笑）。

イリス：こちらの回避は２Ｄ＋３なので、クリティカルのみです。（ダイスを振る）３ゾロ。避けられないですね。

ＧＭ：では、ダメージロールの直前に、オルゴーレムＡが《ディスコード》を使用。これでダメージは８Ｄ＋40になる。

イリス：け、結構高いですね。

ＧＭ：ダメージロール！　（ダイスを振る）あー、出目はすごくふつうだ。64点の〈光〉属性魔法ダメージ。魔力の込こめられた不協和音が鳴り響き、威い力りよくを増ぞう大だいさせた黄金色のビームがイリスに命中し、大だい爆ばく発はつを起こす！

イリス：自分に《プロテクション》を使って、５Ｄのダメージ軽けい減げんです。（ダイスを振る）あー、こっちもすごいふつうのダイス目ですね（笑）。15点軽減。【魔法防御力】も引いて45点喰らいます。残りＨＰ11点で耐えました。

ＧＭ：さすがに一いち撃げきで仕し留とめるのは無理か。煙けむりが晴れると、そこには傷きずつきながらも、自分の足でしっかりと立つイリスの姿が現あらわれる。

イリス：みなさんを守るのが僕の仕事。そう簡かん単たんにはやられませんよ。

ＧＭ：じゃあ、最後はイリスの行動だな。

イリス：近づいて殴なぐりますかね？

クロヴィス：そうだなぁ。イリスが近づいた場合、仕し留とめられないと、次のラウンドで《マイダスハンマー》の餌え食じきになっちゃう可か能のう性せいがあるのが怖こわいな。

イリス：う、たしかに。壁かべ役やくですし、装備が使えなくなるのはきついですね。

カナデ：じゃあ、支援か回かい復ふくするのがいいんじゃないでしょうか。

イリス：そうします。次のラウンドで確実に倒たおせるように準じゆん備びしましょう。ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションでシェフィルに《ホーリーウェポン》を。魔ま術じゆつ判定は……（ダイスを振る）成功。

ＧＭ：イリスの神しん聖せい魔術によって、シェフィルの雷鳴の弓に聖せいなる光が灯る。

イリス：このシーンの間、攻撃力に＋15されますよ。

シェフィル：ありがとう、イリス。

ＧＭ：これで全員、行動済ずみだな。第二ラウンドに移うつろう。
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ＧＭ：第二ラウンドのセットアッププロセス。なにかする人いる？

イリス：《プロボック》をゴールデンゴーレムに掛かけておきます。再度ポージング！（ダイスを振る）達成値は14です。

ＧＭ：クリティカル以外無理だし、リアクションは放ほう棄きだ。これ以上ＨＰロスを受けたくないし、［逆上］は甘あまんじて受けよう。他にセットアッププロセスをする人は……いないようなので、イニシアチブプロセスに移る。

クロヴィス：さあ、こいよ。ゴールデンゴーレム！

ＧＭ：やってやらぁ！　メジャーアクションで《マイダスハンマー》。クロヴィスに攻撃だ！（ダイスを振る）命中判定の達成値18。そして、クロヴィスの呪のろいによる侵しん食しよくがさらに進む。ＨＰロス10点……やべえ、判定そのものができなくなりそうだ。

クロヴィス：ふふ、苦しかろう！　それはそれとしてこれ以上、アイテムがなくなってはたまらないので、回避！（ダイスを振る）達成値22で成功。ハンマーを振ふろうとした瞬しゆん間かん、絡からませている糸を操あやつって、攻撃の軌き道どうを変えて失敗させた。

ＧＭ：するとオルゴーレムが悲しい音楽を奏で始める。

クロヴィス：ん？　なんかスキルでも使うのか？

ＧＭ：いや、悲しい気持ちをそのまま演えん奏そうしただけ（笑）。

イリス：ただの演えん出しゆつですか（笑）。

ＧＭ：もうボコボコにされてるんだ。悲しい気持ちを音楽に乗せたくもなるわい。もう、［衰弱（２）］が本当にきつい。

クロヴィス：ゴールデンゴーレム！　お前は一歩でもそこを動けば……（握にぎった拳こぶしを大きく開く）ボンだ！　今なら自害を許ゆるしてやろう（笑）。

ＧＭ：「いや、まだ死なんさ」ゴールデンゴーレムが輝くモノアイでそう語る。覚かく悟ごを決めた漢おとこの目だ。

クロヴィス：その覚悟や見事。ならば、オレの手で葬ほうむってやろう！　【行動値】16でオレのメインプロセス。マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》。メジャーアクションは、少しでも命中判定の達成値を上げるために《ワイドアタック》を使って、ゴールデンゴーレムに攻撃だ。

ＧＭ：むう。

クロヴィス：命中判定いくぜ！（ダイスを振る）……なんかさっきから出目が冴さえないなぁ。えーっと、達成値17だ。

ＧＭ：この攻撃、魔法ダメージなんだよな。もう回避するしかない。生き残れ！（ダイスを振る）……って、ここでクリティカルかよ！

クロヴィス：避けられたか……。それはそれとして、ＨＰロス10点を受けてくれ。

ＧＭ：げぶぅ（爆笑）。お、終わった……もう判定できない（笑）。

カナデ：あらあら。カナデが介かい錯しやくしてあげますよ（笑）。メジャーアクションで《ウォータースピア》でゴールデンゴーレムを攻撃です。（ダイスを振る）命中判定は17ですね。

ＧＭ：迫せまり来くる水の槍やりを前に、キュピーンとゴールデンゴーレムの瞳ひとみが光る。「天に帰るに、他者の力は借りぬ！」回避判定だ！（爆笑）

クロヴィス：ちょっ!?（爆笑）

ＧＭ：おら！　（ダイスを振る）達成値10で失敗だが、水の槍が命中する直前、ゴールデンゴーレムは爆ばく裂れつ四散！　ＨＰロス10点で戦せん闘とう不ふ能のうだ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

カナデ：あ、あら～？（笑）

イリス：な、なんという最後！

シェフィル：あは、あはははっ！　お、お腹なか痛いたい……！　……ぷっ、あははっ！（お腹を押おさえながら笑い転げてる）

クロヴィス：金属糸を巻まき戻もどして、爆ばく発はつ痕こんに祈いのりを捧ささげよう。最後まで足あ掻がいたか。見事だ。あんたもまたひとりの戦士だったぜぇ……。




　ゴールデンゴーレムが倒れ、残ったのは非ひ力りきなオルゴーレムが二体。

　オルゴーレムＡ、Ｂは瞬しゆん殺さつされた。







◆Middle10◆橋を越こえろ




　ゴーレムを撃破後、北側のドアを開いてみれば……そこは、真下に深い闇が広がる断崖絶壁だった。

　だが、向こう岸に渡るための希望はあった。




ＧＭ：じゃあ、再さい開かいするぞ。ゴーレムとの戦闘を終えて、さらに先に進むと、風の吹ふき抜ぬける広大な空間に出る。目の前には一本の鉄骨が架かっている。

クロヴィス：鉄骨が橋なのか！

ＧＭ：鉄骨の長さは三〇メートルほどで、その先に奥へ続く扉がある。ただし、鉄骨の下は黒々と大きな［穴］が口を開けていて、落ちると……とても痛い。
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カナデ：つまり、この鉄骨の橋を渡わたれということですね。

ＧＭ：そのとおり。ちなみに橋の向こう側のたもとに一匹のあやしい虫が見える。

イリス：虫？　あやしい？

ＧＭ：体表に雷かみなりを纏わせた、見たこともない虫だ。この虫はオブジェクト扱あつかいで、鉄骨に電流を流しており、乗ると雷らい撃げきによってダメージを受けてしま───。

シェフィル：雷鳴の弓で射撃します。

ＧＭ：…………。

シェフィル：できる……よね？（←さわやかな笑顔）

ＧＭ：オブジェクトは鉄骨の向こう側なので、距離は三〇メートルあるけど……。

シェフィル：雷鳴の弓の射程は三〇メートル（←もっとさわやかな笑顔）。

ＧＭ：お、おう……（笑）。




　シェフィルの放った矢が、雷を纏まとった虫を射い貫ぬいた。

　虫は、死んだ。




＊　　　＊　　　＊




シェフィル：ふう、いい仕事したね。

クロヴィス：さすがだぜ、シェフィル。あとはオレに任まかせてもらおうか！




　クロヴィスは電流の流れなくなった鉄骨を渡わたりきると、他にもあったトラップをすべて難なく解除───〝エーデルワイス〟は無事に先へと進んだのだった。







◆Middle11◆分かれ道




　橋を越こえ、さらに奥へと歩を進める一行。

　次に待っていたのは、右と左への分かれ道だった。

　また正面には頑がん丈じようそうな、窓まど付きの扉がある。

　思わず、一行は視線を交わした。




ＧＭ：んじゃ、次の場所だ。橋を渡って先に進むと、今度は道が左右に分かれている。通路はどちらも緩くカーブしてるんで、奥がどうなっているかはわからないな。あと正面に扉があるね。扉には「Closed」って看かん板ばんがかかってる。
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カナデ：左右の道で見える範囲でなにかありませんか？

ＧＭ：右の道は、どうやら途と中ちゆうに穴が空いてるみたいだ。深さまではわからないが、くぼんでいるのはわかる。

イリス：左の道は？

ＧＭ：通路の真ん中に、大砲が壁に設置されてるな。

クロヴィス：ふむ。最後に目の前の扉はどんな感じだ？

ＧＭ：扉には中を覗のぞける小こ窓まどがついてる。小窓は開いてるから、近づけば中を見られるよ。

イリス：あやしいですね……。

シェフィル：クロちゃん、お願い。

クロヴィス：おう。扉に近づいて、小窓を覗き込むぞ。

ＧＭ：じゃあ、［危き険けん感知］だ。難易度は12。

クロヴィス：げげ！　オレ、［危険感知］は弱いんだよなぁ。２Ｄ＋６になる。（ダイスを振る）出目ががが───っ！　あー……達成値10で失敗だ。

ＧＭ：じゃあ、クロヴィスは小窓を覗き込むんだが、向こう側は暗くてよくわからない。

クロヴィス：もっと目を凝らして覗……。

ＧＭ：小窓から、いきなり直径五ミリぐらいのドライバーが飛び出してくる。

一同：ドライバーっ!?

クロヴィス：ぎゃああああああっ!?　……って、なんでドライバーが飛び出してくるんだよ！　ホラーじゃねえか!?（笑）

イリス：というか、ドライバーってなんですか!!（笑）

ＧＭ：ドライバーとはカナンで一般的に使われている工具だ。クロヴィスは難易度12で【幸運】判定をしてくれ。失敗したら、ドライバーが顔に直撃する。

クロヴィス：おっかねぇええええ！　避けろオレ！（ダイスを振る）ワーオ、ダメですねー。ドシュ！　ギャーっ!?　目がっ、目がぁあああ!?（笑）

ＧＭ：当たる場所は目じゃなくて額ひたいだよ！（笑） ドライバーで突つかれたクロヴィスは、３Ｄ＋15の貫かん通つうダメージを受けるぞ。（ダイスを振る）26点だ。

イリス：《プロテクション》しますよ。（ダイスを振る）12点軽減です。

クロヴィス：じゃあ、14点喰らった。デコを突かれて、思いっきりつんのめって、スッ転ぶ。いてぇえええぇぇっ、いてえよぉおうっ!?　今のはなんだぁっ!?

ＧＭ：小窓から飛び出したドライバーは、するする奥に戻っていく。扉の奥はどうも商店になってるみたいだ。壁にかかった武ぶ具ぐとか、棚たなに収おさめられたポーション類とかが見えるな。

クロヴィス：なんか、この先に店があるぜ。

シェフィル：店？

ＧＭ：さらに観察すると、奥にもカウンターがあるのが見える。また、店の中を妖よう精せいがぱたぱたと飛んでるね。手にはドライバーが握にぎられている。

クロヴィス：さっき突いてきたのはこいつか！

カナデ：とりあえず、ノックしてみましょうか。コンコン。あのー、買い物をさせていただきたいんですけどー。

ＧＭ：すると妖精が小窓の近くまで飛んできて言う。「ん～？　痛い目にあわせてやったのにまだいやがったんですか。閉へい店てん中は売買できないんですよ。ほら、帰ってください！」ドライバーをシュッシュと突きだしながら、威い嚇かくしてくる。

クロヴィス：こ、こいつ……！　ぶっコローす！（笑）

ＧＭ：ちなみに扉は［鍵かぎＢ］が設置されてるから開かないぞ。また、床の隅には転送用と思われる魔法陣が見えるな。

クロヴィス：つまり別の入口があるってことだよな!?

ＧＭ：うむ。

クロヴィス：ダッシュで探しにいくぞ。待ってろ！　ギッタンギッタンにしに行くからな！

ＧＭ：いいけど、右左どっちに行くの？（笑）

クロヴィス：左だ！　大砲の方が、よくわからん穴よりはっきりしていていい。

ＧＭ：了りよう解かい。他の人は？

カナデ：唖あ然ぜんとして見守ってます。

シェフィル：クロちゃんで様子見して、大丈夫そうなら行く（笑）。

イリス：見送ります（笑）。一いち応おうクロヴィスさん、《ヒール》だけはかけておきますね。（ダイスを振る）魔術判定は成功。（ダイスを振る）39点回復ですね。

クロヴィス：全ぜん快かいした。これで安心して突とつ貫かんできるってもんだぜ。待ってろよ、妖精ぃいいい───っ！（笑）

ＧＭ：じゃあ、クロヴィスが大砲に向かって近づいていくとわかるんだが、これ大砲じゃないんだよ。通路全体に紙が貼はられてて、リアルに描えがかれたただの絵なんだ。

クロヴィス：おお、ただの引ひっ掛かけ。書かき割わりというやつか。じゃあそのまま、書き割りをぶち破やぶってやるぜ───っ！

イリス：というか、このまま行っちゃっていいんですか？　大砲が絵ってことは、別の罠があるんじゃないんですか？

クロヴィス：っ!?　いいこと言った！〝キキィイイイイ〟と急ブレーキをかけながらトラップ探知！（ダイスを振る）達成値18！

ＧＭ：……（笑）。じゃあ、そっと紙をどけて奥を見ると、天てん井じようにレールが設置されていて、その先に巨大な鉄球がセットされているのが見えた。

クロヴィス：この書き割りを破やぶって進むと、転がってくると見た。

ＧＭ：うん、そのとおりだ。

シェフィル：ちょっと、クロちゃん。危あぶないじゃーん！

クロヴィス：す、すまねえ───っ!?（笑）。あの妖精が悪いんだっ、あの妖精が！（笑）

カナデ：ところで、鉄球のトラップは解除できるんですか。

ＧＭ：できるよ。




　クロヴィスはトラップを解除し、一行は左の道を前進した。







◆Middle12◆霧きりの通路




　左の通路を進んでいくと、にわかに視し界かいが白く霞かすみがかってくる。

　通路に霧が立ちこめているのだ。

　目に見える形での変化に、〝エーデルワイス〟は警戒を強めた。




ＧＭ：左側の通路をさらに進むと、やがて通路全体がうっすら霧がかってくる。
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イリス：霧ですか。いかにも、なんかありそうですね。

カナデ：警戒していきましょう。

クロヴィス：んじゃ、オレがみんなの一メートル先を進むとしよう。

ＧＭ：霧は先に進むほどに濃こさを増ましていき、ついには一メートル先を視し認にんすることも難むずかしくなってしまう。

カナデ：そこまでいくと、霧というかカーテンですね。

クロヴィス：前が見えなくたって問題ねえさ。オレは死を恐おそれない。先に行くぜ。

ＧＭ：じゃあ、先行してるクロヴィスだけ、【幸運】か【精神】で判定してくれ。

クロヴィス：なんかきやがったな。【精神】のがちょっと高いから、【精神】で判定する。（ダイスを振る）達成値12。

ＧＭ：了解。すると突とつ然ぜん、クロヴィスが、シェフィルたちの目の前から消える。

シェフィル：……あれ？　クロちゃーん、どこー？

クロヴィス：オレはその声って聞こえる？

ＧＭ：聞こえるよ。ただし、かなり遠いけどね。たぶん十メートル以上離はなれてる。

一同：お？

クロヴィス：とりあえず返事をしよう。聞こえてるぜー！

ＧＭ：すると、シェフィルたちには、クロヴィスの声がずっと先から聞こえてくる。

カナデ：おかしいですね。

イリス：ちょっとストップしましょう。下手へたに動くのは危険そうです。

シェフィル：そうだね。クロちゃん、止まってー！

クロヴィス：じゃあ止まる。あのよー（よーよーよー）、霧ってのはよー（よーよーよー）、距離も遠くなんものなのかなぁー（なぁーなぁーなぁー）？（笑）

カナデ：別にエコーかけなくてもいい（笑）。

クロヴィス：いや、距離のある雰囲気を出したくて（笑）。

イリス：ただの霧で互たがいの距離が開くはずもなし。なにか起こってるのはまちがいないですよね。なんなんでしょう……。

クロヴィス：考えても埒らちがあかねえよ。ここは試してみるしかねえだろ。

シェフィル：クロちゃん、下手に動くと危ないよ？

クロヴィス：わかってるって。だから、人間の代わりに服のボタンを投げてみる。それが霧の中でどう動いたか見れば、ヒントになるだろう。

カナデ：なるほど。いい手だと思います。

クロヴィス：んじゃ、適てき当とうなボタンを一個むしって、自分が歩いてきた方向に投げてみる。シェフィル、今からそっちにボタンを投げるから受け取ってくれ！

シェフィル：オッケー！

ＧＭ：じゃあ、クロヴィスは【精神】か【幸運】でまた判定してくれ。

クロヴィス：（ダイスを振る）お、クリティカルだぜ……っ！

ＧＭ：クロヴィスの背後でカラーンとボタンの落ちる音がした。

クロヴィス：（投げたポーズのままうしろを向く）…………なんでだよっ!?（一同大爆笑）

シェフィル：なんでよっ！（大爆笑）

カナデ：こ、これはいったい……っ（大爆笑）

イリス：な、なにが起こってるんですか、これは……（笑）。

クロヴィス：（大爆笑しながら）オレが前でお前らがうしろで……っ!?（←なにを言っているのかわからない）…………って、ああああ！　わかったあぁぁあぁああぁぁっ!?

一同：おおっ!?

クロヴィス：あ、あ、ああー……っ、なんかオレの中のシーフが閃いた！　こうすると抜ぬけられるんじゃねえか!?　そんな方法が！

シェフィル：なになに！

クロヴィス：投げた方向とは逆にボタンは飛んだ。ならば、進行方向とは逆を向いて、うしろに進めば先に行けるのではないか！

シェフィル：な、なんでよっ!?（笑）

クロヴィス：名付けて〝ムーンウォーク作戦〟！　これでイケるんじゃね!?

イリス：クロヴィスはそれが正せい解かいだと思ったの!?

シェフィル：や、やってみて！　クロちゃんやってみて……っ!?

クロヴィス：ならば、やってみようじゃないか。

ＧＭ：（笑いをこらえながら）ム、ムーンウォークすんの？　本当に？

クロヴィス：やりますよ。オレは、オレの中のシーフを信じる！　それにはムーンウォークが必須なんだ……っ。

ＧＭ：じゃあ、難易度12の［危険感知］をしてくれ。ちなみに視界が悪い中でわざわざ背はい面めんで進んでるから、判定にマイナス１Ｄが入るぞ。

クロヴィス：（ダイスを振る）11。

ＧＭ：……え、えーと…………エリンディルにおいては、きわめて不思議な歩行方法でクロがうしろに向かって前に進んでいくと……（一同大爆笑）。

カナデ：すでに言ってる意味がわからないとカナデは思います！（笑）

クロヴィス：で？　で？　進んでいくと？　出口？

ＧＭ：そこには［落おとし穴あな］があった。

クロヴィス：ば、馬ば鹿かなぁああぁあ──────っあ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：クロヴィスは難易度15の【敏捷】判定をしてくれ。成功すれば［落とし穴］に落ちずにすむぞ。

クロヴィス：（ダイスを振る）13。お、落ちた。（甲高い声で）ポ───ウっ!?（笑）

ＧＭ：なら、３Ｄ＋20の貫通ダメージを受けるぞ。（ダイスを振る）32点。

クロヴィス：か、身体の半分がなくなった。グシャァッ！（一同大爆笑）

シェフィル：クロちゃん、変な声したけど大丈夫～？

カナデ：あと、なんだか激げき突とつ音おんも聞こえましたよ。

クロヴィス：だ、大丈夫だ！　くそっ、うしろ歩きしたら、背後にあった穴に落ちちまった。

カナデ：話だけ聞くとマヌケすぎる……（笑）。

シェフィル：もう、クロちゃんなにやってるのー！（笑）

クロヴィス：す、すまねえ（笑）。

イリス：とりあえず、うしろ歩きがまちがいなのは証しよう明めいされました。どうしましょう？




　一行はしばし試行錯誤の末、ついに霧の通路の仕掛けをつきとめる。

　正解は単純だ。判定の結果の数値によって、前後にランダムに進んでしまうというもの。

　クロヴィスが投げた時、判定にクリティカルしているため、ボタンは前方に移動しただけである。クロヴィスの向きは別に関係ない。




ＧＭ：そう、やっと正解にたどり着いたね。この霧の中は空間が歪ゆがんでてな。移動の際さいに行なう判定の達成値で出現場所が変わるんだよ。高い達成値を出せば、霧の向こうに行けるってことだ。

クロヴィス：じゃあ、ムーンウォークは？

ＧＭ：関係ないってばっ！（一同大爆笑）

イリス：（笑いをこらえながら）【精神】で判定します！（ダイスを振る）……あ、低い。達成値11。

ＧＭ：それだと同じ今いるのと場所に出るぞ……（笑）。




　読者の方に説明しておくと、障害なしで霧の中から脱だつ出しゆつするのに必要な達成値は14である。

　こののち、シェフィルは【幸運】判定で達成値16を出して霧の中から脱出。

　カナデもフェイト１点を消費し、【精神】判定で達成値15を出して先に進んだ。

　イリスもフェイト１点を消費して挑いどむも、出目に恵めぐまれず。さらにフェイト１点を消費して判定を振り直して、どうにか突とつ破ぱした。




ＧＭ：では、三人は霧を抜けた。ちなみに、すぐうしろには床ゆかに［穴］が空いているんだが、これがクロヴィスの落ちたところだ。

シェフィル：あっ、クロちゃん。ここにいたんだ。

クロヴィス：おう、みんな先に進めたのか。んじゃ、オレも［穴］から出よう。




　こののち、穴から出るための［登攀］の判定に四回失敗し、やっと脱出したクロヴィスが瀕死の状態だったことを書き添えておこう。




カナデ：これで先に進めますね。なんだか、すっごい疲つかれました（笑）。

ＧＭ：ずいぶん余分な時間かけちゃったな（笑）。では、次のシーンだ。







◆Middle13◆穴あなとポーション




　無事に霧きりを抜ぬけた一行は、さらに奥おくへ奥へと進んでいく。

　やがて彼かれらの前に、ひとつの穴が。

　進路を妨ぼう害がいするものではないが、妙みように気になる。

　穴の中にはなにがあるのだろうか？




ＧＭ：霧の通路を突とつ破ぱすると、道が正面と右手のふたつに分かれてる。
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イリス：おや。

ＧＭ：ここまできたら説明しちゃうけど、この遺い跡せきは中心部を円形の通路が囲うような形けい状じようになってるんだな。正面のは、最初の分かれ道で右に行った場合の通路だ。

シェフィル：じゃあ、右の通路を進めば遺跡中心部なのね。

ＧＭ：そのとおり。ただ、中心部への通路のど真ん中には、［穴］が空いている。もっとも壁かべ沿ぞいに進めば、［穴］を無む視しすることはできるけどね。

クロヴィス：無視できるのか。……逆ぎやくに［穴］の中が気になるな。

イリス：覗のぞいてみます？

クロヴィス：そうだな。ちょっと見てくるわ。

ＧＭ：すると───穴の中から白い女の亡ぼう霊れいがぬっと現あらわれて、すうっと伸びた白い手が［穴］に引ひきずり込こもうとする。難なん易い度ど12で【精せい神しん】判はん定ていだ。失敗したら［穴］に落ちる。

クロヴィス：女の亡霊って可愛かわいい？

イリス：気にするの、そこなんだ!?

ＧＭ：いいから判定しろって（笑）。

クロヴィス：は、はい（笑）。（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ち13で成功だ。伸のばされた手をパシッとはねのける。

ＧＭ：すると、女の亡霊は悲しそうな顔のまま落下していき、消えた。そして、穴の中を確認すると、底にＭＰポーションが置かれているのがわかる。

クロヴィス：んじゃ、ロープを使って、下に降おりてみよう。そしてＭＰポーション、ゲットだぜ……っ！

シェフィル：ポーションっ、ポーションっ♪

ＧＭ：じゃあ、底に降りようとしたところで［危き険けん感知］だ。難易度は13。

クロヴィス：（ダイスを振る）ふっ、達成値14で成功だ。

ＧＭ：やるな。そうすると、［穴］の底に立つと、トラップが発動するのに気づく。クロヴィスはとっさに足を着けるのをやめ───難を逃のがれた。

クロヴィス：おーっと……ＭＰポーションがあるけど、罠くせえぜ、これ！

シェフィル：じゃあさ、イリスが空を飛んで、ポーションだけ取ればいいんじゃない？

ＧＭ：たしかに飛ひ行こう状じよう態たいなら大だい丈じよう夫ぶだな。ただし、［穴］を覗のぞき込こむたびに、さっきの女亡霊が［穴］に引きずり込もうとするから、そこで掴つかまったらアウトだけど。

カナデ：イリスさんならいけるんじゃないですか。【精神】高めですよね？

イリス：５ありますね。期き待たい値ちでいけますし、やりましょう。

クロヴィス：あ、ちょっと待ってくれ。一いち応おう、オレは外に出ておくわ。よっこらせ、どっこいしょ。どうぞ。

イリス：わかりました。クロヴィスさんが出たところで、《ウィング》で飛行状態になって、［穴］を覗き込みます。

ＧＭ：じゃあ、再ふたたび白い女の亡霊がにゅっと手を伸ばしてくる。難易度12の【精神】判定だ。

イリス：いきます。（ダイスを振る）あぁあ───っ!?　出目４で達成９っ!?

一同：イリス──────っ!?

ＧＭ：では空を飛ぶイリスの足を女亡霊の真っ白な手が掴む。彼かの女じよは満面の笑みを浮うかべて、キミを［穴］の底へ引きずり込んだ。

イリス：おわぁああああっ、なんだそりゃあぁぁああぁぁあっ!?

ＧＭ：イリスが［穴］に落ちると同時に、トラップが発動！　［穴］の上で［シャッター］が閉じる。

イリス：な、なにが!?

ＧＭ：［穴］の中にドラム缶かんがあるような感じだと思ってくれ。その上蓋がガシャっと閉まり………………〝どしゅううぅううううぅううぅぅうぅ……っ!!〟

一同：どしゅうっ!?

ＧＭ：うむ、イリスの入ったドラム缶が落とし穴より射出され、煙の尾を曳いて高い天井の闇の中に消えていった。シーンから退場だ。

イリス：え、ぇええええええええっ！　いなくなっちゃうんですかっ（笑）。

シェフィル：なによそれ───っ!?（大爆笑）

クロヴィス＆カナデ：（←大爆笑して息ができない）

ＧＭ：イリスは、ある場所に飛ばされることになるんだが、そちらはあとで演えん出しゆつしよう。

クロヴィス：えっと、アコライトであるイリスがいなくなったわけだが……（笑）。

カナデ：先に進むしかないかと。

シェフィル：スリリングだね……（笑）。

ＧＭ：じゃあ、いずこかへ飛んでいったイリスを呆然と見送ったところで、このシーンは終しゆう了りようとしよう！（笑）







◆Middle14◆ふたつの道




　どこかへ飛ばされたイリスを追って、残された三人は遺い跡せきの中央部へ向かう。

　そんな彼らの前に、再び分かれ道が───。




ＧＭ：イリスが空を飛んでる頃ころ、残る三人は先へと進んでいく。すると、通路が二ふた叉またになっている。
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クロヴィス：また分かれ道か。

カナデ：それぞれの通路はどうなってますか？

ＧＭ：右の通路には階かい段だんがある。左の通路は大きな［穴］が空いてるんだが、空中に三つほど直方体のブロックが浮うかんでるね。

シェフィル：左の通路はわかった。ブロックの上を跳とんで行くんだ。

ＧＭ：そのとおり。

クロヴィス：右の階段はなんだろうな。

カナデ：きっと、登ってる途と中ちゆうで階段が坂状になって、ずざーっと落とされるにちがいありません。

シェフィル：あー、ありそう……（笑）。

ＧＭ：右の通路に関しては見ただけだと判はん断だんできないな。ふつうの階段に見える。

シェフィル：よくわからない右側か、ブロックの上を跳ぶ左側か。どっちにする？

クロヴィス：とりあえず、情じよう報ほうの多い左側に行こうか。ダメなら戻もどってきて、右側の通路を進もう（笑）。

カナデ：そうですね。では、左側の通路へ。

ＧＭ：了りよう解かい。さっきもちょっと言ったけど、こちらはブロックからブロックへと跳び移うつって、向こう岸まで渡わたることになる。ブロックの数は三つだ。

カナデ：向こう岸まで行くには、合計で四回跳び移る必要がありますね。

シェフィル：四回も判定に成功しないとだと、結けつ構こうきついかも……。

ＧＭ：いや、ブロックを跳ばして、一気に距きよ離りを稼かせぐこともできるぞ。能のう力りよく値ちは【筋きん力りよく】で、どれぐらいの距離を跳ぶかで判定の難易度が変わる。

クロヴィス：お、まとめて跳び越えられるのか。

ＧＭ：難易度は、一個こずつ進むなら８、一個跳ばしで10、二個跳ばしで12、一気に向こう岸までいくなら14だ。《アスレチック》があるなら、判定に＋１Ｄのボーナスがつく。

カナデ：失敗した場合は？

ＧＭ：ダメージを喰らう。どれぐらいかは秘ひ密みつだ。さあ、どうする。

シェフィル：わたしは一気に向こう岸を狙ねらうよ。《アスレチック》があるから、３Ｄ＋６でいける。（ダイスを振る）達成値17で成功。

ＧＭ：やるな。では、シェフィルは助走をつけ、一気に向こう岸まで跳び越えていった。

クロヴィス：……シェフィルが向こうにいけたんなら、オレたちは階段からいかないか？　【筋力】３で、４回成功できる自信がない（笑）。

カナデ：たしかに、失敗する可か能のう性せいは十分ありますねぇ。

クロヴィス：たぶん階段は、カナデの予想どおり、途中で坂状になると思う。でも、シェフィルに向こう側からロープを下ろしてもらえば、行ける気がする！

シェフィル：そっちのがいいかも？

カナデ：やってみるのもありかと。

クロヴィス：というわけで、右側の通路にやってきた！　シェフィルにロープを垂らしてもらって、それをしっかり胴どうに巻まきつける。んで、オレから階段を登るぞ。

ＧＭ：了解。そうすると、真ん中あたりまで登ったところで、予想どおり階段が坂状になる。さらに天てん井じようからボトボトと油まで流れてくるぞ。

クロヴィス：うお、す、滑すべるー!?

ＧＭ：本来はここで難易度13の【敏びん捷しよう】判定なんだが、ロープのおかげでみんなの判定の達成値に＋２のボーナスをあげよう。

クロヴィス：（ダイスを振る）達成値17で成功！　思いっきりすっ転びそうになるけど、ロープを頼たよりに耐たえる！

ＧＭ：やるな。だが、まだ終わりじゃないぞ。階段の先、登り切ったところの天井から〝ガシャン〟と音がして、巨きよ大だいな鉄球がゴロンと落ちてくる。

クロヴィス：ぶっ!?（笑）

シェフィル：階段の上なら、こっちで止められないっ!?

ＧＭ：シェフィルは坂の上にいるからできるよ。難易度14の【筋力】判定に成功すれば、鉄球が坂を転がる前に止められる。

クロヴィス：シェフィル、止めてくれー！

シェフィル：任まかせてー（ダイスを振る）。あら、達成値10。

ＧＭ：止まらんな（笑）。シェフィルは咄とつ嗟さに鉄球の動きを止めようとするが、無む情じように坂を転がり出してしまう！

シェフィル：クロちゃん、ごめん！　重かったっ（笑）。

クロヴィス：このやろ───っ!?（笑）　やばい。このままでは潰つぶされる。そして、イリスがいないから、ダメージ軽けい減げんも回かい復ふくももらえない！

カナデ：あ、カナデは隣となりの通路に避ひ難なんしておきますね。

クロヴィス：お前───っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：カナデはそれで回かい避ひできるな。クロヴィスは？　このままだと鉄球に潰されるぞ。

クロヴィス：まてっ、ウェイトっ!?　……おおっ、そうだ！　オレはロープをほどいて坂を滑すべって一気に降こう下か。そのまま通路を突つっ走ぱしり、通路をダッシュ！　さっきイリスが射出された［穴］に鉄球を落とす！

ＧＭ：［穴］に落とすのか！（笑） それは想定外だ。でも面白いからよしとしよう。坂を滑すべり降おり、通路を全力疾しつ走そうして鉄球から逃にげるクロヴィス。

クロヴィス：うおぉおおお！

ＧＭ：やがて［穴］が見えてくるが、脇わきに避よける余よ裕ゆうはない。［穴］を［跳ちよう躍やく］の判定で跳び越える必要がある。難易度８の【筋力】判定だ。

クロヴィス：アイキャンフラーイ！（ダイスを振る）達成値８！　ギリギリ成功！

一同：おおー！

ＧＭ：数秒ほど身体が浮ふ遊ゆう感かんに包まれ、ギリギリで［穴］の向こう側へと跳び降りる。その直後、鉄球が［穴］に落ち、イリスの時と同じく天高く撃うち出された。

クロヴィス：ふっ、宇う宙ちゆう旅行でも楽しむがいいさ。飛び去る鉄球を見送って、坂に戻もどるぜ。




　見事な機転で難を逃れたクロヴィス。

　こののち、彼らは無事に坂となった階段を登り切って合流した。







◆Middle15◆遺跡の妖よう精せい




　分かれ道の先は小部屋になっており、奥には巨大な門がそびえていた。

　部屋の隅すみを見ると床ゆかに魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。

　シェフィルたちの探たん索さくは続く───。




ＧＭ：分かれ道の先に進むと小部屋がある。正面には巨大な扉とびらがあり、部屋の隅には魔法陣がある。
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カナデ：魔法陣？

ＧＭ：うむ。よく見れば近くに看かん板ばんが立っていて、「武ぶ器き屋やはここ」と書かれてるな。ここから妖精の武器屋に転てん移いできるみたいだ。

カナデ：向こうからは戻ってこられるんですかね？

ＧＭ：教えても問題ないから言っちゃうが、ちゃんと戻ってこられるよ。

クロヴィス：ポーションとか仕入れたい人がいれば、行くのもありだな。

ＧＭ：なお、ドロップ品の換かん金きんもしてくれるよ。

シェフィル：なら行こうよ。それなりに消しよう耗もうしてるし、ポーションの補ほ充じゆうができるならした方がいいんじゃない？

カナデ：じゃあ、みんなで魔法陣に乗りましょう。

ＧＭ：魔法陣の上に乗ると一いつ瞬しゆん視し界かいが光に包まれ、〝シュン〟と転移する。するとそこはすぐに妖精の武器屋だ。さっき覗のぞき込こんだ扉の内側だね。

クロヴィス：やっと会えたぜー。

ＧＭ：すると、超ちよう丁てい寧ねいに「いらっしゃいませ、お客様～♪」って言います。この妖精、正せい規きのルートを通ってきた人には大変優やさしいようだ。

クロヴィス：ほう。だが、それはそれとしてメンチを切ってすごむぜ！（笑） さっきはよー、ずいぶん舐なめたことやってくれたじゃん、あ～？

ＧＭ：「最近、閉へい店てん中なのに店を覗のぞこうとする悪い人が多くて」

クロヴィス：だったら覗き窓とか作るなよっ!?（一同大爆笑）

シェフィル：（←手を叩きながら大爆笑している）

ＧＭ：「まあまあ。過すぎたことはお気にらさらず。今のみなさんは正規ルートできたお客様！　商売させていただきますよ～」

カナデ：とりあえず拾ってきたドロップ品をさばいちゃいましょうか。全部で……二〇五〇Ｇ分ですね。

ＧＭ：「おおー、なかなかの収しゆう穫かくですね。あっ、この金きん塊かい。ゴールデンゴーレムさんをやっつけたんですね、たいしたもんです。はい、これがお代です。なんかお買い物の方はございますか～？」

シェフィル：幸運のペンダントって売ってますか？

ＧＭ：「もちろんです。装そう備び品ひんは定てい価かの一割わり増ましですけど」

クロヴィス：くっ、ぼりやがって……！（笑）

シェフィル：定価になりません？　わたしたち困こまってるんです！

ＧＭ：「それは大変ですねー。はい、幸運のペンダント。一一〇〇Ｇです」

イリス：微み塵じんも揺ゆるがない！（一同爆笑）

クロヴィス：し、しかたねえ。一一〇〇Ｇで買う。まだ九五〇Ｇ残るしな……。

シェフィル：あまったお金でポーションでも買おっか。

カナデ：どのポーションを買いましょう。ハイＭＰポーションあたりですかね？

クロヴィス：それなら三本買えるな。

イリス：ＨＰよりはＭＰの方がいい気がしますね。

シェフィル：じゃあ、ハイＭＰポーションを三本くださいな。こっちは割り増しじゃないよね？　さっき〝装備品は〟一割り増しって言ってたし！

ＧＭ：「はい、装備は一割り増しです。それ以外は三割り増しです」

一同：おいぃ─────────っ!?

ＧＭ：と、キミらの叫びを聞いて妖精はにこりと微笑む。「───冗談です」

クロヴィス：こ、殺す……っ！　こいつ絶対に殺す……っ！（一同爆笑）

ＧＭ：「はい、毎度～！」クロヴィスの叫びを無視して、妖精はさわやかな笑顔でハイＭＰポーション三本を渡わたしてくれた。

カナデ：まあ、目的を達成したということで、もうここを出ましょう。イリスさんも気になりますし。

クロヴィス：……お、おう。んじゃ、戻るか……。

ＧＭ：「お帰りですか～。では、魔法陣の使用料おひとり三〇Ｇになりま～す」

クロヴィス：金取るのかよ!?

カナデ：あの、さっきのドロップ品を売ったお金、ほとんど使い切ってるんですけど……。残り五〇Ｇ（笑）。

ＧＭ：「困こまりましたねー。でしたら先ほどお売りしたハイＭＰポーションを買い取りましょうか？　三分の一の価か格かくでですけど」

クロヴィス：こ、こいつ……っ！（笑）く、くっそ……わかったよ、払はらうよ！　自前の金から三〇Ｇ出す！

カナデ：仕方ないですね。カナデも払います。

シェフィル：もー、しょうがないなぁ（笑）。

ＧＭ：妖精はほくほく顔でみんなを見送るよ。「毎度ありー！　それではまたのおこしをお待ちしておりま～す！」

クロヴィス：（裏返った声で）もう二度とこねえよっ！（一同爆笑）
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ＧＭ：では、再び魔法陣に乗ると、キミたちはさっきの部屋へ戻る。

カナデ：ひどい店でした（笑）。

クロヴィス：くっそ、オレがグレネードを持っていれば、すぐさま魔法陣に投なげ込こんでやるとこだぜ。

シェフィル：なんか疲つかれたね（笑）。

カナデ：気を取り直して進みましょう。イリスさんを捜さがさないと。

クロヴィス：ああ、そうだなぁ。んじゃ、奥の扉を調べるか。どんな感じの扉なんだ？

ＧＭ：一ひと際きわ大きな、薔薇ばらの紋もん章しようが刻きざまれた扉だ。鍵かぎはかかってない。奥からはなにやら声が聞こえるな。声は二種類あって、片かた方ほうはイリスのものだ。

カナデ：この奥にイリスさんがいるみたいですね。

シェフィル：よし、扉を開けるよ！

ＧＭ：では、〝ゴゴン〟と扉が開いたところでシーン終了。クライマックスフェイズへ移い行こうするぞ……っ！
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◆Climax01◆薔薇ばらの刻こく印いん




　ここで少しばかり時は巻まき戻もどる。

　シェフィルたちが妖よう精せいと不毛なやり取りを交わしていた頃。

　天高く打ち上げられたイリスは、遺い跡せきの中央に位置する円形の闘とう技ぎ場じようのような部屋に飛ばされていた。

　そこで彼かれを待っていたのは───。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズだ。時間を少し巻き戻して、まずイリス視し点てんで始めるぞ。他の三人は途と中ちゆうから合流する形になる。

シェフィル：はーい。

ＧＭ：場所はさっき演えん出しゆつした、薔薇の紋もん章しようが刻きざまれた巨きよ大だいな扉とびらの先。円形の闘技場のような部屋だ。そこに───。

イリス：……そこにドラム缶に詰め込まれた僕ぼくが……「あぁああああああああっ!?」と、落ちてきます！（笑）

ＧＭ：正解。激しい衝撃と共に、ドラム缶はその部屋の床に突き立った。かなりの高さから落ちることになるんで、落下の衝しよう撃げきで２ＤのＨＰロスを受ける。（ダイスを振ふる）……５点、ＨＰを減へらしてもらおう。

イリス：……いたた、ひどい目にあいました。で、周囲を見ると……？

ＧＭ：そこは、石造りの円筒形の部屋だ。どこか闘技場を思わせる。あまりの高さに、その天井は見えない。そしてキミの視線の先、部屋の奥には───「……おや？　なにか降ってきたと思えば、あなたですか」　妙に余裕をもった口調の……。

イリス：そのしゃべり方は、村を襲ったゾハールを奉ずる神官！　立って槍を構えます。

ＧＭ：正解。そして、その脇を固めるように立つのは二体の魔族・ディブロウだ。

イリス：……ちょっと待ってください。もしかしてここ、クライマックス戦闘の部屋では。

ＧＭ：そう言ったじゃないか。

クロヴィス：イリス───っ、さらばだ───────っ!?（一同爆笑）

イリス：見捨てないでくださいよっ!?

ＧＭ：（笑）。キミが緊きん張ちようした面持ちで対たい峙じしているのに対し、相手は余よ裕ゆうの表ひよう情じようを見せる。そして、すぐに気づくんだが……神官のすぐ隣となりに、水晶でできたゴーレムが立っている。

イリス：水晶のゴーレム？

ＧＭ：異様なことにゴーレムは、光のリング───おそらくは神官の魔術と思われるものに縛られ、拘束されている。

イリス：……？？？？

ＧＭ：「おや、このゴーレムが気になりますか？　これはこの遺跡の守しゆ護ご者しやであり、〝薔薇の刻印〟を封ふうじる石せき版ばんを体内に内ない蔵ぞうした特別な個こ体たいですよ」

イリス：そのゴーレムの中に……！　でも、ひとりで仕掛けても……。

カナデ：即死だとカナデは思います。

クロヴィス：頼むから一人称を自分の名前にするのはやめてくれ。ひねり殺したくなる。

ＧＭ：（笑）。では、動くに動けないイリスに、神官は言う。「……さて、少し待ってもらえますか。あと数分もあれば、このゴーレムを破は壊かいし、〝薔薇の刻印〟を取り出せますので」　そう言いながらゴーレムに手を当てて……力を込める。炸裂音と共に光が弾け、ゴーレムの身体の一部が砕けた。

シェフィル：掘り出そうとしてる……？

イリス：まずい！　これは止めないと……！

ＧＭ：焦しよう燥そう感かんが募つのる中、縛られたゴーレムが身じろぎし、顔を上げる。

イリス：え？

ＧＭ：『うう、助けて……！』

一同：しゃべんのっ!?（大爆笑）

クロヴィス：しかもなんでヒロインチックなんだよっ!?（笑）

カナデ：ま、まあ、いつものこと……？

ＧＭ：細かいことは気にしない。えー……ゴーレムは身体が水晶でできていて、うっすらと内部の構こう造ぞうが見える。よく見れば、胴どう体たい中心部に奇き妙みような印しるしが刻まれた石版があるとわかる。

イリス：あれが薔薇の刻印!?

ＧＭ：焦るような声。それを聞いて、ゾハールの神官は面白そうに言う。「ほほ、さぞかしお懐かしいことでしょう、あなたにとっては」

イリス：……どういうことですか。

ＧＭ：「おや？　もうご存じかと思ったのですが。〝漆黒の刻印〟……かつて、あなたが守ろうとして守りきれなかった少女が身に刻んでいたものですよ、〝薔薇の騎士〟殿？」

イリス：それは理解していますが……〝薔薇の騎士〟？

ＧＭ：「なるほど。憶えてはいないのですか。八〇〇年という時の流れが記憶を消したか、それとも巫女を守れなかった事実があなたの記憶を閉ざしたのか……くふふ」

イリス：い、いやらしい笑い方をするな！（笑）

シェフィル：イリス、話を引っ張って！　わたしたちが到着するまでの時間稼ぎ！（笑）

カナデ：と、シェフィルが謎の怪電波でイリスに連絡を取ります。

シェフィル：ピピピ……じゃなくてっ!!

ＧＭ：不気味なことさせんなよっ!?（一度爆笑）

イリス：で、電波は来ないけど意図は理解しました。えー……敵の大神官！　聞かせてもらおう、その過去の話！

ＧＭ：「教えてあげる義理はありませんが……まあ、いいでしょう。もしかすると、あなたはこの私に仕えることになるかもしれませんしね」

イリス：!?　は……？

ＧＭ：「かつて、神の世界より神竜ゾハール様がこの地上に降臨されました。人々はかの竜をあがめ、そのお世話役を人の中より差し出しました。強い〝力の資質〟を持った者を」

カナデ：それが〝薔薇の巫女〟。

ＧＭ：「……そうです。彼女らは誠心誠意、竜に仕え……」

シェフィル：ら？　彼女〝ら〟？

ＧＭ：「ええ、当代の〝薔薇の巫女〟ノイエの祖先……〝紅の刻印〟の巫女以外にも、複数が存在していたのですよ」

クロヴィス：まあ、黒とか白の刻印が存在する以上、そうなるか。

ＧＭ：「神竜ゾハール様は、巫女たちにいたく感心されましてね。その例として、巫女たちを守る騎士を造り、授けたのですよ」

イリス：それが、〝薔薇の騎士〟。

ＧＭ：「ええ。象徴する守護石を持つ〝巫女〟の守り人。〝薔薇の騎士〟……〝薔薇の守護騎士〟〝薔薇の守護者〟などの名称を持つようですが……彼らは巫女ひとりにつき、ひとりの守護騎士が仕えたと文献にはあります」

イリス：で？　僕がお前に忠誠を誓うってどういうことです。

ＧＭ：「絶対遵守───騎士は、巫女が生きている限り、その言葉には背けない。そんな関係だったそうですよ。それは呪いにも似た力。この私が〝刻印〟を手に入れれば、そうなるかもしれないでしょう？　瑠璃を守護石とする薔薇の守護騎士イリスさん？」

イリス：そ、そうか。セッション前にきくたけさんが、「好きな石とかない？」と聞いていていたのはそういうことですかっ（一同爆笑）。

クロヴィス：メタな発言が（笑）。

イリス：他にも聞きたいことがあります。僕が仕える巫女は、なぜ殺されたんです。僕も、誰かと戦っていたようですが。

ＧＭ：「強欲な方ですね。私はそれを話す義理はないと思いませんか？」

イリス：ふん、話せないというなら、それでもかま……。

ＧＭ：「お話しましょう」（一同大爆笑）

クロヴィス：いい人じゃねーかっ！（大爆笑）

シェフィル：ちょっ……ちょっと……っ（←大爆笑している）

ＧＭ：「そう、記録によればそれは八〇〇年ほど前のこと。巫女のひとりが、あろうことか魔族の力を得て、〝薔薇の武具〟なるものを造り、ゾハール様に造反したのです」

シェフィル：その話は『ルージュ』でも書かれてましたね。

ＧＭ：うん。「……造反そのものは失敗に終わり、そこで事件の幕は引かれたかに思えたのですが───ゾハール様は気づかれたのです。造反を企んだ巫女は消えましたが、武具は残されました。そして、武具は〝薔薇の巫女〟であれば誰にでも扱えることに」

イリス：それが、僕の仕える巫女が殺された理由？

クロヴィス：でも、イリスの回想シーンでは人間に殺されていたような。

ＧＭ：「殺された理由がそれか、と言われればそのとおり。ただ、さすがはゾハール様。面白いことを思いついたのですよ」

イリス：面白い？

ＧＭ：「そう、自分の世話をさせる巫女は、ひとりいればいい。そこで、その時にお気に入りだった〝紅の刻印〟の巫女だけを残し、その他すべてにある呪いをかけたのです」

クロヴィス：……キナくさい話に。

イリス：その呪いとは？

ＧＭ：「───三六五日後、〝巫女〟がひとりにならない限り、全員の巫女が死ぬ」

クロヴィス：それはひでぇ！（笑）　それってつまり、巫女が最後のひとりになるまで殺し合えってことじゃねえか（笑）。

ＧＭ：いやいや、ちゃんと慈悲もあった。慈悲というよりは賞品か。

シェフィル：というと？

ＧＭ：本来、巫女は生きている限り、その人生を死ぬまで神竜に捧げる存在だ。が、最後まで生き残った巫女は、その力こそ失なわれるものの、ひとりの人間として幸せに生きていける……そんな賞品を用意した。

クロヴィス：もっとひで───────っ！（大爆笑）　それ。殺し合うことを助長してるだけじゃねえか！（笑）

イリス：つまり、僕の巫女はその戦いにおいて、敗れた。

ＧＭ：「そうです。呪いがかかった日より、それまで苦楽を共にしてきた巫女や騎士同士が殺し合う……ああ、なんて甘美なお話でしょう」　神官はうっとりした表情で……。

イリス：うっとりするな！（笑）　じゃあ、回想シーンで僕が戦っていたのは、同じ〝薔薇の守護騎士〟と〝薔薇の巫女〟そういうことですか。

ＧＭ：「ええ。そして、面白いのはここです。……ゾハール様の呪いはまだ生きています」

イリス：え……？

クロヴィス：じゃあ、なにか？　そこにある〝漆黒の刻印〟を手に入れると……。

ＧＭ：「そう！　ゾハール様の呪いが降りかかり、死ぬことができます……！」うっとり。

一同：うっとりじゃなくて！（笑）

イリス：でも、出現する刻印がひとつだけなら、呪いはかからないですよね？

シェフィル：あ、ゆーらさんのリプレイでも、刻印出てきますよね……？

カナデ：……出てきます（笑）。ＰＣ①のプリミラ・ヘッジホッグという女の子と、その妹にはっきりくっきりと……（笑）。

クロヴィス：なるほど……今回のキャンペーンの仕掛けが見えてきたぞぉ……えぐいぞぉ……（笑）。

ＧＭ：「さて、少し長く話しすぎましたね。邪魔をするというのであれば仕方がありません。ディブロウさん、適てき当とうに痛いためつけてやりなさい。それでも抵てい抗こうするなら、殺してかまいません」指示を受けたディブロウ二体が剣けんを引ひき抜ぬき、前に出てくる。

カナデ：（ディブロウになり）「かしこまりました、大神官殿どの」

クロヴィス：（もう一体のディブロウになり）「ようやく戦えるぜ。俺おれは人を切きり刻きざむのが大好きなんだ！　ひーっひっひっ！」

カナデ：ディブロウもしゃべると……（笑）。

ＧＭ：「では、そろそろ始めましょうか？」　神官の声と共に、おもむろに……〝ヴン！〟部屋の中央あたりに光でできた防ぼう御ぎよ壁へきが展てん開かいされる。

イリス：うわ！　ゴーレムを《カバーリング》すれば破壊されないですむと思ったのに！　近づけない!?

ＧＭ：正解。では、そんなところで背はい後ごの扉が開き、分ぶん断だんされていたシェフィルたちが駆かけつける。ふつうにダンジョンを突とつ破ぱして、買い物をして戻もどってきたところだ（笑）。

クロヴィス：（なぜか低くドスの聞いた声で）……フン、どうやらパーティの始まりには間に合ったようだな。

イリス：かっこいい！（笑）

ＧＭ：「おや、遅おそかったですね。わざわざこの遺跡の封ふう印いんを解といてくれて、ありがとうございます」ゾハール大神官がくつくつと笑いながら言う。

シェフィル：遅くないもん！　これでも急いで来たんだもん！（笑）

カナデ：か、買い物とかしてましたけど（笑）。

ＧＭ：「いや、やはり遅いと思いますよ。私たちはあなたたちのうしろから入りましたが、十分間に合いましたし、ねえ」

カナデ：……なるほど。やはり、あなたたちはこの遺跡に入ることはできなかったのですね。で、カナデたちが迷宮の突破に時間を掛けているうちに、別ルートで追い抜いた。

ＧＭ：そのとおり。特に、霧の通路の突破に手間取り、妖精の部屋へ買い物にいったことで追い抜けた───そういうことだ。

クロヴィス：ほう。まるでオレのせいみたいだ。

シェフィル：もうっ！　クロちゃんの馬ば鹿か馬鹿馬鹿っ！（笑）

クロヴィス：い、いやっ、あの白い霧の解かい決けつ法ほうは、オレなりに真ま面じ目めに推すい理りしてやってたんだよ！　オレはベストを尽つくしたんだよっ！（笑）

ＧＭ：「あそこで一発で突破していれば、私たちがあとから入ってくるところでしたよ」

イリス：そうだったんですか!?（笑）

シェフィル：カナちゃん！　なんか言ってやって！（笑）

カナデ：えぇっ!?（笑）

クロヴィス：そうだそうだ、言ってやれ。

カナデ：えっと、えーっと……とりあえず、イリスさん。状況を教えていただけませんか？

イリス：……すばらしい。ようやくふつうの意見が聞けて涙なみだが（笑）。向こうで捕まってるゴーレムの中に、〝刻印〟が封じられています！

クロヴィス：つまり……えー、なんだ。目の前にいるあいつら全員ぶち殺しゃいいんだろ？

カナデ：ちょっと乱らん暴ぼうですけど、まちがってはいない……かな？（笑）

ＧＭ：「ふん。雑魚ざこが増ふえようと関係ありません。いいでしょう。まとめて始末してあげます！」と、ここから戦せん闘とうになるが、先にいろいろ説明しておくことがあるんで聞いてくれ。

シェフィル：はーい。

ＧＭ：敵てきはゾハール大神官とディブロウ二体。あと、薔薇の刻印が封印されたゴーレム……刻印ゴーレムになる。勝利条件はゾハール大神官を倒たおすこと。

カナデ：ふむふむ。

ＧＭ：中央には光の壁かべがあって、部屋をふたつに分ぶん割かつしている。それぞれの初期配置は……（コマを配置していく）。

イリス：奥にゾハール大神官と刻印ゴーレム、手前に僕たちとディブロウですね。

ＧＭ：そうだ。ディブロウＡとＢの距離は６メートルね。

シェフィル：６……？（と、少し考え込む）

ＧＭ：なお、光の壁をまたいで移い動どうや攻こう撃げきは行なえない。ただし、ダメージ軽けい減げんやダメージ増ぞう加かなど、支し援えん系けいのスキルは可か能のうとする。

クロヴィス：光の壁をなんとかしないと、ゾハール大神官を攻撃できないんだな。

イリス：光の壁を解かい除じよする方法は？

ＧＭ：光の壁はオブジェクトとして扱あつかう。ＨＰや【物理防ぼう御ぎよ力りよく】、【魔ま法ほう防御力】を設せつ定ていしてある。

カナデ：つまり、攻撃で破は壊かいできる？

ＧＭ：そういうこと。次に刻印ゴーレムと薔薇の刻印の扱あつかいについて説明するぞ。

シェフィル：一番重要なところだね。

ＧＭ：薔薇の刻印は、刻印ゴーレムの内部に封ふうじられている。薔薇の刻印を回かい収しゆうするには、刻印ゴーレムを破壊すればいい。破壊したキャラクターに対して、薔薇の刻印が打うち込こまれることになる。

カナデ：大神官、刻印ゴーレムを破壊しようとしてましたよね。どれぐらいで壊こわれます？

ＧＭ：３ラウンド目のクリンナッププロセスだな。それを経けい過かすると、ゾハール大神官の魔ま力りよくが、刻印ゴーレムを破壊してしまう。

イリス：意外と保もちますね。

クロヴィス：ただ、ディブロウ二体がいるからなぁ。こいつらの相手をしながら、三ラウンド以内にボスを倒すのは、結けつ構こう骨ほねだと思うぜ。

ＧＭ：ちなみに、刻印がゾハール大神官に渡わたっても、それで敗北が確かく定ていしたりはしない。ただし、ゾハール大神官がそれを手に入れた場合、パワーアップするぞ。

イリス：神官が〝薔薇の刻印〟を手に入れた場合、彼を倒たおせば取とり戻もどせるんでしょうか。

ＧＭ：うん。刻印ゴーレムと同じく、倒したキャラクターに薔薇の刻印が移うつることになる。

カナデ：でも、それをできるのは、さっきのグランジさんの話からしてシェフィルだけ……。

クロヴィス：……だな。

ＧＭ：……では、説明はこんなところだ。戦闘を始めよう！




●第一ラウンド

▼行こう動どう値ち

　クロヴィス　　　　　　　16

　刻印ゴーレム　　　　　　15

　ディブロウＡ、Ｂ　　　　14

　カナデ　　　　　　　　　13

　シェフィル　　　　　　　12

　ゾハール大神官　　　　　11

　イリス　　　　　　　　　２
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ＧＭ：では、セットアッププロセスからだ！

クロヴィス：《クイックフォージ》から《ウェポンフォージ》を使うぜ。（ダイスを振る）錬れん金きん術じゆつ判はん定ていは成功。フェイト２点使って攻こう撃げき力りよくを＋７Ｄする！（ダイスを振る）……お、いい数字！　このシーンの間、シックルチェインの攻撃力に＋27！　右みぎ腕うでの金きん属ぞく糸しの切れ味がより鋭するどくなったぜぇ！

ＧＭ：く！（笑）　次は刻印ゴーレム、ディブロウだが、こちらは特にすることはない。

カナデ：次はカナデですね。《クイックソング》から《エチュード》を使います。呪歌判定は……（ダイスを振る）成功。このシーンの間、全員の与えるダメージに＋15されますよ。

ＧＭ：カナデが奏かなでるバイオリンの音色が空間を満たすと共に、全員の身体に力が宿る。

シェフィル：ありがとう、カナちゃん！　次はわたし。ここで《陣じん形けい》！　ディブロウは《マススラッシュ》で範はん囲い攻撃をしてくるから、みんな散開！　が、いいよね、参謀のカナちゃん？

カナデ：的確な判断かと（笑）。

クロヴィス：オレはディブロウＡに突っ込む！

イリス：前進してディブロウＢにエンゲージです。

カナデ：カナデは横に一メートルほど移動して、シェフィルさんとエンゲージを離はなします。

ＧＭ：いきなりバラけたか。さすがにミドルでディブロウを見せた意味、わかってるな。
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　本来、《カバーリング》を持つキャラクターがふたり存在するエーデルワイスは、受けるダメージを誰がどう受けるかコントロールしやすい。盾役のイリスが前に出ても、シェフィルがカナデと同じエンゲージに入ることで、防御の薄いところを守りながら戦えるという非常に優れた戦術を取れる。

　が、ディブロウの範囲に対する攻撃《マススラッシュ》は、ＰＣのＨＰを一撃で０にするほど強力だ。へたに守りを固めながら戦えば、かえって危機に直面することとなりかねない。

　ゆえに、ミドルでディブロウがどのような能力を持っているかを見せ、クライマックスバトルで戦術を組み立てるヒントとしたのである。




ＧＭ：次はゾハール大神官！　「すばしっこいネズミどもですね。少し静かにしなさい！」と、《フェイス：ブレーグ》を使用！

シェフィル：って、なに？

カナデ：魔術で【行動値】を減げん少しようさせるエネミースキルですか。

ＧＭ：そうだ……が、せっかく「対象：範囲（選せん択たく）」なのに意味がない（笑）。ま、【行動値】が一番高いクロヴィスに使おう。ゾハール大神官が「ぬんっ！」と念じると、どす黒い瘴気がクロヴィスにまとわりつく……！

クロヴィス：うお、なんだぁ!?




　このスキルに対してクロヴィスは抵抗に失敗、その【行動値】は一気に４まで低下する。

　続くイリスは、あることに気づいたシェフィルの指示のもと、クロヴィスとエンゲージしているディブロウＡに《プロボック》を使用した。

《プロボック》にかかれば、Ａは［逆上］となってイリス以外に対する攻撃の命中判定はマイナス２Ｄされる。つまり、ディブロウにクリティカルされない限り、回避にまず成功するとふんだのである。

　なお、ディブロウＡとＢの距離が６メートルなのは、《プロボック》に成功した場合、Ａがエンゲージを離脱・移動してイリスを攻撃できないようにするためだ。




ＧＭ：戦闘の仕掛けに気づいたか……（笑）。

シェフィル：ここまでは折り込みずみってことね……（笑）。




　だが、イリスはフェイトを使って振り直しまでするも、《プロボック》に失敗する。




シェフィル：荻さ──────んっ!?（一同爆笑）

イリス：荻さんじゃないから！　イリスだから！（笑）

ＧＭ：「ふふふ、ディブロウさんはその程度の挑発では揺ゆらぎませんよ」ゾハール大神官が、にやりと笑う。これでセットアッププロセスは終了。イニシアチブプロセスに移うつろう。

クロヴィス：オレの【行動値】ががっくり落ちたから、ディブロウからか。

ＧＭ：うむ。まずディブロウＡだ。メジャーアクションで《マススラッシュ》！　対象はクロヴィス……！（ダイスを振る）……クリティカルしない。

クロヴィス：ししししたら死ぬから、やめてっ（笑）。まあ、しないなら、よけられ……。

ＧＭ：《バトルコンプリート》！　今の命中判定を振り直す。むん！（ダイスを振る）……はっはっは、クリティカルっ！

一同：……ちょっ!?

クロヴィス：よけられるか──────っ!?（ダイスを振る）……失敗！

ＧＭ：そしてさらに、ゾハールの神官がディブロウＢに《シーリィ》を使用！　ダメージに＋10して……（ダイスを振る）86点の物理ダメージだな。

クロヴィス：ぶふっ！　耐えられるかぁあああっ!?




　……結局、この攻撃に対してイリスは《アフェクション》を使用……ダメージを０とする。




クロヴィス：い、いきなり防御の切り札を切るハメに……（笑）。

イリス：いきなりクロヴィスが倒されるよりマシですよ。このギルドは僕が、守ります。

ＧＭ：「ならば、あなたから仕留めてあげましょう。ディブロウさん！」　指示を受けたディブロウＢが動く。メジャーアクションで《マススラッシュ》を使用してイリスに攻撃だ！　命中判定は……（ダイスを振る）クリティカルせず。

イリス：……ほっ。

ＧＭ：しかしこいつも《バトルコンプリート》で振り直し！（ダイスを振る）……よしっ、クリティカル───っ！

一同：うそ───────っ!?

シェフィル：い、いつものきくたけさんじゃないっ！

イリス：（ダイスを振る）こちらの回避はクリティカルせず。命中しました。

ＧＭ：クリティカルしたので、ゾハール大神官が再び《シーリィ》！　「ディブロウさん、そのままみじん切りにしてしまいなさい！」

イリス：き、きついですね。ですが、耐たえてみせます……！

ＧＭ：ディブロウの二刀流から放たれる無数の斬ざん撃げきが、嵐あらしのようにイリスに迫せまる！　支し援えんも込こみでダメージロールは９Ｄ＋51！（ダイスを振る）85点の物理ダメージ！

イリス：自分に《プロテクション》！　（ダイスを振る）10点軽減して、さらに【物理防御力】を引いて32点止めます。（計算して）…………残りＨＰ４点で耐えました！

一同：生きてた──────っ！（笑）

カナデ：こっちが想定してる最悪はまぬがれた……ここでカナデの番！　メジャーアクションで《ウォータースピア》をディブロウＡに！　さらに《リゼントメント》も使用！

ＧＭ：いきなり切きり札ふだを切ってきた！

カナデ：早く倒さないと、イリスさんとクロヴィスさんが細こま切ぎれにされてしまいますからね……っ（笑）。命中判定いきます。それ！（ダイスを振る）達成値21！




　回避の低いディブロウは、当然この攻撃をよけることはできず、81点のダメージを受けたうえに［放心］する。加えて、クロヴィスは《シックネス》を使用、［衰すい弱じやく（２）］を与えた。




ＧＭ：また判定するとダメージな［衰弱］地じ獄ごくの始まりか……（笑）。「ほう、呪のろいとはすばらしい。よければ私の部下になりませんか？」　大神官がクロヴィスに言う。

シェフィル：ちょっと、クロちゃんはうちの大事な鉄てつ砲ぽう玉だまなんだからね！（笑）

クロヴィス：そのとおりよっ、オレはシェフィルに従う鉄砲玉よ───ぅっ！

ＧＭ：「……い、いいのですが……あなた、人としてそれでいいのですか」　ゾハールの大神官は理り解かいできないと頭を抱かかえた（一同爆笑）。次はシェフィル！

シェフィル：とにかく、敵の数を減らさないとね。ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《シュアショット》……メジャーアクションで《バッシュ》、ディブロウＡに攻撃！　命中判定は４Ｄ＋６です！　いきまーす（ダイスを振る）。達成値は20！




　シェフィルの矢は、確実にディブロウＡを捉えた。同時に、彼女は《スラッシュブロウ》でダメージをさらに増加、加えてクロヴィスが《ピアシングペイン》で貫通ダメージに変更する。回避で振った判定により［衰弱（２）］で10点のＨＰロス、そこにこのダメージだ。

　耐えきれるはずもなく、ディブロウＡは断末魔の咆哮を上げ、絶命した。




クロヴィス：次はオレの行動よぉ！　残りのディブロウさえ倒しちまえば……。

ＧＭ：「おやおや、悩なやんでおられる？　おとなしくディブロウさんと遊んでなさい？　私はディブロウ以上に強い。あなたがこちらに来たところで、痛いたい目をみるだけですよ」

クロヴィス：ちょちょちょ挑発してきやがったっ!?（笑）　オレはバカだしよぉ、そう言われるとよォ、プッツンしてゾハール大神官の方に行きたくなるんだよォ……っ！（と、自分のコマをずいっと光の壁にエンゲージさせる）

ＧＭ：え？　あああ、いやちょっと待……！

シェフィル：動揺してる！　クロちゃん、いっけ───っ！（笑）




　ちなみに、ＧＭの想定は「ディブロウを倒さない限り、ＰＣは光の壁を壊しにかからない」であった。大神官が、「ディブロウと遊んでいろ」「私は、ディブロウより強い」と発言したのは、戦闘の展開に関するヒントのつもりだったのだが……。

　───クロヴィスに対しては逆効果であった。




クロヴィス：マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》。メジャーで《エンタングル》を使用して攻撃だ。命中判定は……（と、ダイスを掴み───）。

ＧＭ：（計算では、一撃じゃ破壊できない予定……頼む……）

クロヴィス：（ダイスを振る）きたぜっ、クリティカルだっ！

ＧＭ：ぎゃ─────────っ!?




　ＧＭの願いもむなしく、光の壁は一撃で粉砕された。




ＧＭ：クロヴィスの放った金属糸が光の壁の上を走り、次の瞬しゆん間かん、〝カシャァアン〟というガラスの割われるような音と共に砕くだけ散ちる。「……まさか一撃とは……予想外でしたよ。すばらしい。ですが……あなたはそれをするべきではありませんでした」

一同：は？

クロヴィス：余裕だな、あ？　まさか、壁が壊れたのも計算の内だってのか？　おお？

ＧＭ：「……いいえ？」神官がにやりとほくそ笑んだ直後、刻印ゴーレムに異変が起こった。

一同：…………は？

ＧＭ：『だ、だめっ、わ、私はそんなこと……っ、アババババッ!?』（一同爆笑）

カナデ：刻印ゴーレムを洗せん脳のうしてる───っ!?

ＧＭ：そうだ。ややあって刻印ゴーレムの目があやしく輝かがやき、キミたちを睨にらみつけた。そこにあるのは敵てき意い！　壁がないので、神官と刻印ゴーレムも攻撃に参加できるようになった。

一同：なに───────っ！（笑）

シェフィル：こ、これ……かえって状況が悪くなってない……？

クロヴィス：ままままるでオレのせいみたいだ！　オレのせいだ！（一同大爆笑）

イリス：大丈夫です、どんなにつらいことになろうと、僕が守ってみせま……。

ＧＭ：（相手を馬鹿にする口調で）「おやおや、イリスさん。かつて自分の主を守れなかったあなたが、なにをできるというのです。あなたには、守れはしないのですよ。なにもね」

イリス：マスターが死んだ時の記き憶おくがフラッシュバックして、顔をしかめます。ですが、それを振ふり払はらって叫さけびますよ。……たしかに、僕はかつてマスターを守れなかった。だけど、だからこそ……っ、今度は仲間を守ってみせる！




　そう宣言し、イリスは《ウィング》を使用、その背の翼を大きく広げる。

　続けて唱えた《ホーリーウェポン》により、槍のダメージは＋15───淡く、そして白く槍を構え直したところで戦いは次ラウンドへと突入した。




●第二ラウンド

▼行動値

　クロヴィス　　　16

　刻印ゴーレム　　15

　ディブロウＢ　　14

　カナデ　　　　　13

　シェフィル　　　12

　ゾハール大神官　11

　イリス　　　　　２
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスだ。

クロヴィス：オレは特にないが……シェフィル！　カナデもイリスも攻撃強化のスキルは使い終わってるし……ここらで八年ぶりの《限げん界かい突とつ破ぱ》、いっとくか!?

シェフィル：だね！　承認……！

一同：《限界突破》──────っ！（笑）

ＧＭ：ＯＫ、その宣言と共に、キミたちの潜在能力が解放されていく……！




　続いてＰＣたちは、このセットアッププロセスにおいて再び《陣形》を使用。

　クロヴィスがゾハール大神官とエンゲージする他、各々がベストと思われるポジションへと移動する。

　加えて、カナデは《ファイトソング》でイリスの《アフェクション》を復活。イリスはゴーレムに対して《プロボック》を使ってこれを成功させる。




ＧＭ：うぬ、では刻印ゴーレムの視線はイリスに釘付けだ。『ラァブ……』（一同大爆笑）

イリス：な、なんですかっ、この熱い視線は!?

カナデ：ラブじゃないからっ！　［逆上］だからっ！（笑）

ＧＭ：ともかく、これでセットアッププロセスは終了。イニシアチブプロセスに入って……トップはクロヴィスからだ！

クロヴィス：瘴しよう気きがなくなって身軽になったぜ。マイナーアクションで《オルタナティブウェポン》。メジャーアクションで《エンタングル》を使って、ゾハール大神官に攻撃だぜぇ───っ！（ダイスを振る）命中判定の達成値は20！

ＧＭ：ゾハール大神官の回避は２Ｄ＋５……（ダイスを振る）……無理だよっ！

クロヴィス：ヒャッハ──────っ！　殺とった───っ！　極細の金属糸がずずずとゾハール大神官の体内に潜り込んでいって、神経に接触。痛つう覚かくを刺し激げきする。

ＧＭ：「……っ!?　な、なんですかこの攻撃は……っ、もう呪いでもなんでもありません……っ」（一同大爆笑）

クロヴィス：ちなみにダメージロールの前には《シックネス》を使い……あれこれあって、ダメージロールは４Ｄ＋54。ダメージ入ったら［衰弱（２）］、《エンタングル》の効果でオレもお前も移動不可……それとシックルチェインの効果で［スリップ］も与えるぜ。

ＧＭ：［衰弱］はいや───っ!?（一同大爆笑）

クロヴィス：あ、動きたければ［スリップ］と《エンタングル》の効果、両方解除してね？

ＧＭ：ふざけんなよややこしいっ!?（一同爆笑）ええい、次は刻印ゴーレムの行動だ！




　神官に操られた刻印ゴーレムが放った攻撃は……ビーム！

　エリンディルに存在するゴーレムがビームを撃てることはもはや常識だ。

　その光の奔流は、イリスに直撃……！　もはやＨＰが残り４点だった彼にこれが耐えられるはずもなく、彼らはギルドサポートより《蘇生》を使うことを選択した。




カナデ：これで防御の切り札、二枚目……。

イリス：（ダイスを振る）《プロテクション》分を合わせて……残りＨＰ42点です！

ＧＭ：ほう、かなり残ってるな……だが！　ここでディブロウＢだ！《マススラッシュ》でイリスを攻撃！（ダイスを握って）クリティカルしろ───っ!!（ダイスを振る）

一同：するな──────っ！




　気合い一閃、威勢よく転がったダイスはしかし、クリティカルせず。

《バトルコンプリート》もすでに使えず……イリスに与えたダメージはわずかに５点だ。




イリス：……どうしました。あなたの攻撃はクリティカルしないとその程度ですか。

ＧＭ：その言葉に、ディブロウＢはうろたえた。ゾハール大神官が背後から優しく声をかける。「……真面目にやりなさい、ディブロウさん。殺しますよ」（一同爆笑）

クロヴィス：や、優しいなあ……？（笑）

カナデ：次はカナデの番です。ディブロウＢを攻撃です♪

シェフィル：そのあとはわたし。カナちゃん、ディブロウＢに集中攻撃だよね。

カナデ：はい♪




　笑顔のふたりから放たれる水の槍と、雷鳴を纏った矢───。

　それは容赦なくディブロウへと降り注ぎ、その生命力を削り取っていく。

　……だが、かの魔物はまだ倒れはしなかった。




一同：倒れないっ！

クロヴィス：こ、根性見せやがったな、ディブロウさん……。

ＧＭ：「ぐ、ぐも……」（←死にそう）（一同大爆笑）

イリス：次はゾハール大神官……！

ＧＭ：「ホホホ、よく攻撃に耐えました。えらいですよ、ディブロウさん」と、彼は笑顔で拍手しながら部下の魔族を讃え───。

クロヴィス：おい、お前は［スリップ］して床に転がってるぞ。

ＧＭ：……ゆ、床に転がったまま笑顔で拍手し───（一同大爆笑）。

カナデ：（大爆笑しながら）なんでそういう馬鹿な演出入れるんですかっ！（笑）

ＧＭ：つ、つい。ともかく大神官の行動順番！　転んだままだと格かつ好こうがつかないな。ムーブアクションで［スリップ］を解除、マイナーアクションでオリジナルのエネミースキル《ライトアップ》を使用！　頭上に無数の光球を浮うかび、次に放つ魔法攻撃の威力を上げる！

クロヴィス：む、魔法攻撃をしてくるか。

ＧＭ：メジャーは《魔術攻撃：光》だ。対象はクロヴィス以外からランダムに決めよう。

クロヴィス：なぜ!?　オレは目の前にいるのにっ!?　ヘイヘイ、カモン！（笑）

ＧＭ：だってお前、回避を４Ｄで振ふれるだろーが！　（ダイスを振る）対象は……イリス！

イリス：ある意味で、いちばん都合のいいところにきたか……？

ＧＭ：「それはどうですかね？」ゾハール大神官の手に光が収しゆう束そくし……解き放たれる！　命中判定は３Ｄ＋15。（ダイスを振る）達成値は26！　そして、［衰弱（２）］を喰らってるのでＨＰ10点ロスか……き、きつい（笑）。




　大神官の放った攻撃はイリスを直撃、とっさに《プロテクション》を唱えて18点を軽減するも、彼の【魔法防御力】はわずかに４。ダメージを消しきることはできず、27点のＨＰをもぎ取られる。




イリス：……の、残りＨＰは10！

ＧＭ：むう。ゾハール大神官の放った光球は大だい爆ばく発はつを起こすが、魔力による障しよう壁へきで身を守っていたイリスを仕し留とめるにはいたらなかった。そして、行動はイリスに移る。

イリス：やっとここで初の攻撃！（笑）　メジャーで目の前にいるディブロウＢを槍で突つきます！　命中判定は《限界突破》の効果で３Ｄ＋10……（ダイスを振る）達成値23です！

ＧＭ：よけろ、ディブロウさん！（ダイスを振る）……ってぇ、ファンブルっ!?




　そしてイリス渾身の一撃により、哀れなディブロウはここに爆散。

　戦いは、次のラウンドへと持ち越された。




●第三ラウンド

▼行動値

　クロヴィス　　　16

　刻印ゴーレム　　15

　カナデ　　　　　13

　シェフィル　　　12

　ゾハール大神官　11

　イリス　　　　　２
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　この第三ラウンドは、ゾハール大神官の人生において、もっとも屈辱なひと時であったことだろう───。

　なにせ［衰弱（２）］を受けていた彼は、なにかの判定をするたびに10点のＨＰロスである。イリスの放った《プロボック》に抵抗するを試みるかどうかすら、悩む始末だ。

　幾ばくかの逡巡の末、【精神】の高い大神官はＨＰを失ないつつも抵抗することを選択……しかし、そのダイス目はきっちりとファンブル。

　ＨＰを失なってなお［逆上］を受けるという、彼にとって最悪の展開である。あばば。

　もちろん、屈辱タイムはその後も続いた。

　最初の行動順番となるクロヴィスはＭＰを回復させつつ、再び《エンタングル》によって大神官に攻撃を敢行。「ど、どうせよけられん！」という崇高な意思のもと、よぶんなＨＰロスを避けて、回避判定を放棄する。

　そこに炸裂するのは、《アニスゼティク》という呪いのスキル……！「タイミング：セットアッププロセス」のスキルを使用不可にするスキルだ。

　この攻撃により、大神官の受けたダメージは38点───。

　だが、それはまだいい。

　ダメージを受けた結果、大神官がここまでその身に蝕まれた呪いは［縛鎖（セットアップにスキル使用不可）］、［スリップ（移動不可）］、［衰弱（２）（判定するとＨＰロス10点）］……ついでにシックルチェインに絡め取られてさらに移動不可───移動するためには、シックルチェインの効果と［スリップ］、両方を解除しなければならないときた。

　もはやそこには、かわいそうな生命体がいるだけだった。




一同：ひで──────っ！（一同大爆笑）

ＧＭ：シックルチェイン……いや、クロヴィスの〝糸〟に絡み取られ、地面に引ひき倒たおされた大神官。「……く、この私に二度も膝ひざをつかせるとは……っ」

クロヴィス：くっくっく、くやしいか？　オレはこういう嫌いやがらせに秀ひいでてるんだ。




　いやな自慢である。




ＧＭ：つ、続いては刻印ゴーレム！　ビームはさっき撃ったし、今度は豪ごう腕わんを見せるとするか。ムーブアクションでシェフィルのエンゲージに移動する！




　だが、もともとは刻印を封じるためのゴーレム───その戦闘能力は決して高くはない。

　その豪腕をもってシェフィルを殴りつけるも、彼女の【物理防御力】、そしてイリスの《プロテクション》に阻まれて───与えたダメージはわずかに７点にとどまる。

　そして再びやってくるエーデルワイスのターン。

　フェイトをつぎ込んで放たれたカナデの《ウォータースピア》が、大神官を直撃した。

　43点のダメージに加え……。




カナデ：えーとこれで……［放心］［スリップ］［縛鎖］［衰弱（２）］、移動不可？

ＧＭ：もう、かわいそうな生命体では語れないほどかわいそうなことに……（一同爆笑）。

クロヴィス：シェフィル、そろそろ畳み掛けちまおうぜ。

シェフィル：だね……っ！　えー……マイナーアクションで《シュアショット》、メジャーアクションで《バッシュ》！　さらに《ボルテクスアタック》も使います！（ダイスを振る）……命中は23！

ＧＭ：敵はもはや避ける素そ振ぶりすら見せない。「くくく、もはや回避なぞ必要ない」と、余裕の笑みを浮かべ───。

イリス：余裕のない笑みのまちがいでは。

カナデ：余裕ないから笑うしかないというか。

ＧＭ：やかましいわっ!?

シェフィル：ダメージロールは７Ｄ＋[image: ]！　ほ……っ！（ダイスを振る）

一同：……うおあっ!?

イリス：おおっ!?　きたっ、きたきた、きましたよ───っ！

カナデ：５と６ばっかり……（笑）。

シェフィル：ダメージは出目39＋[image: ]で[image: ]ピッタリの物理ダメージ！　どうよ！

ＧＭ：７Ｄで39ってどんだけだよっ!?　稲いな妻ずまのごとき矢の一撃が一条の光となって大神官を射貫いた。雷らい鳴めいにも似た轟ごう音おんが神しん殿でん中に響ひびき渡り、ほとばしった閃せん光こうがキミたちの視し界かいを一瞬くらませた。

クロヴィス：うおっ、まぶしい!?

ＧＭ：そして部屋を満たした光が消え、キミたちは視界を取とり戻もどしていく。そこには……苦しげに胸を押さえるも不敵に笑む大神官。「……ふふ、今のはなかなかでしたよ」

カナデ：なんか余裕っぽいっ!?

クロヴィス：まさか《アフェクション》……？

ＧＭ：いや、とても痛い。よく見れば、大神官の足はかくかく震えてる。

シェフィル：紛らわしいわよっ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：「今のはとても痛いたかった……さすがの私も死ぬかと思いました。ですがね、余裕なのは本当なのですよ───」

一同：……は？

ＧＭ：次はゾハール大神官の行動！　ムーブアクションでゆっくりと立ち上がり、マイナーで《ライトアップ》、そしてメジャーで《トライレイ》……っ！

カナデ：《トライレイ》？　オリジナル……？

ＧＭ：そのとおり！　視界内のキャラクター三体を選び、魔法攻撃を行なうというスキルだ！（くわっと目を見開いて）今、大神官の指先に光が収束、巨大な光球が三つ───。

クロヴィス：《インタラプト》。

ＧＭ：…………。

クロヴィス：不敵な笑いを浮かべる大神官の指先で、光球がはじけた。

ＧＭ：なんでまだ《インタラプト》温存してんだよっ!?　ディブロウで使うだろうって想定だったから忘れてたよっ!?

クロヴィス：実はついさっきまでオレも忘わすれててよぉう……ほら、オレってバカだからよぉう……でも、思い出したから使おうと思ってよぉう！

ＧＭ：───ゾハール大神官の行動、終わり。




　大爆笑の渦に巻き込まれるプレイヤーたち。

　しかし、「余裕なのは本当なのですよ」というセリフの意味を、その段階では誰も理解する者はいなかった。それに最初に気づいたのは、カナデだった。




カナデ：……あれ？　今って、何ラウンド目でしたっけ……？

シェフィル：ええと、《限界突破》を使ったのが前のラウンドだから……。

クロヴィス：今が二ラウンド目……いや、ちげえ!?　三ラウンド目だよ、今っ！

ＧＭ：《限界突破》を使うのって、一ラウンド目ってのがセオリーだしねえ（笑）。

イリス：あれ!?　すると、ゴーレムが破壊されるのは……このラウンドの最後？

シェフィル：まずい！　行動残ってるのはあとイリスだけっ!?　さっきの攻撃でフェイト使っておくんだった！　イリスだけで倒せる!?

イリス：や、やってみます！




　気を引き締め直し、聖なる光を放つ槍を繰り出すイリス。

　本来、支援を基本とする彼の攻撃力は決して高いものではない。

　その結果は───。




イリス：だあっ！（ダイスを振る）14＋41で55点の物理ダメージ！

ＧＭ：【物理防御力】を引いて39点のダメージ……！　そして……っ！

一同：どう!?

ＧＭ：……まだ倒れない！

一同：なに──────ぃっ!?

ＧＭ：本当にギリギリだよ！（ぱさ、と大神官のＨＰ管理シートをテーブルに出す）

クロヴィス：げぇ───っ！　さっき、放棄した回避判定をもし全部振ってたら、これ、死んでたんじゃねえか……？

ＧＭ：よし、いい感じで生き残った！　では、ここでクリンナッププロセスに入り……いきなりゴーレムは苦しげな咆哮を上げる！

シェフィル：ああっ、ゴーレムさん！

ＧＭ：だが、その言葉に返す言葉もなく───〝……パアン！〟　刻印ゴーレムが砕け散り、〝漆黒の薔薇ばらの刻印〟が中空に浮かぶ！　「ホホホ、あなたたちはよくやりました。ですが、ここからが本番と言ってもいいでしょう。もう私の力に、あなたたちは抗あらがうことはできない！」大神官は叫ぶと、薔薇の刻印をつかみとってその額ひたいに押し当てる！

一同：額かよ！

ＧＭ：彼は〝薔薇の巫女〟ではない。魔法的に身体を無理に改造し、刻印の力の一部を引き出せるようになったに過ぎない。ふいに、力を強引に取とり込こんだ大神官の身体が変形し、身体中から薔薇の蔦つたが伸のびて身体を覆おおっていく……！

クロヴィス：変身してる───っ！（笑）

シェフィル：な、なんなの……？

ＧＭ：やがて彼は巨大な薔薇のような、醜悪な怪かい物ぶつへと変異した。これによって幾ばくかのＨＰが回復し、以後の判定に＋１Ｄ、使用回数制せい限げんのあるスキルを無む制せい限げんに使えるようになり……そしてバッドステータスもすべて解除される！

クロヴィス：な、なにぃいいいいい!?

カナデ：《フェイス：ブレーグ》とさっき使った《トライレイ》とかの回数制限が解除されるわけですか。……ちょっとやばいですねぇ、これ。

ＧＭ：「（低く落ち着いた声で）……さあ、絶ぜつ望ぼうをくれてやるぞ、お前ら」　すさまじい殺意が室内に満ちたところで、第四ラウンドへ移るぞ！

クロヴィス：な、なんか声も変わってやがる……（笑）。




●第四ラウンド

▼行動値

　ゾハール大神官（変へん異い）　21
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ＧＭ：第四ラウンドのセットアッププロセス！　ゾハール大神官はパワーアップ、【行動値】も大おお幅はばに伸びた。こちらの【行動値】は21だ。

クロヴィス：お、オレより速いだと!?

ＧＭ：まずはゾハール大神官からだ！　《フェイス：ブレーグ》！　対象はクロへ！




　石畳の床を突き破って伸びた無数の薔薇の蔦がクロヴィスを絡め取る。

　イリスは、少しでもクロヴィスの回避の成功率を上げようと《プロボック》をかけるが、それはあっさりと弾かれる。

　そして、大神官のメインプロセスへと突入した。




ＧＭ：マイナーアクションで《ライトアップ》、メジャーアクションで《トライレイ》！　対象は……シェフィル、イリス、カナデだ！　薔薇の化け物の指先にふくれあがった三つの巨大な光球……「さあ、消えろ……ぉ！」それが今、解き放たれた！　命中判定！（ダイスを振る）達成値は30！

一同：30──────っ!?

イリス：（ダイスを振る）回避失敗！　だ、誰だれかひとりでもいいので、がんばって回避を！　三人同時は手が回りません！

カナデ：あの化け物、さっきＨＰはろくに回復してないって言ってました。ここで落とされなければ……！（ダイスを振る）ダメです───っ!?

ＧＭ：さあ、残るはシェフィル！

シェフィル：ＧＭ、この攻撃って魔法攻撃ですよね？

ＧＭ：え？　もちろん。だから、戦士のシェフィルが喰らえば相当やばいはずだ。

シェフィル：《シュートアウト》を使いますっ！

一同：あ！

ＧＭ：そ、そうか。そんなもの取ってたな、そういえば。が、達成値30を超こえられるか？

カナデ：なるほど、やる価か値ちはあります！　フェイトも入れて全力でいきましょう！

シェフィル：オッケー。フェイト３点入れて、６Ｄ＋６でいきます！（ダイスを振ふる）
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　勢いきおいよく振られた六個このダイスが、テーブルの上を転がっていく。

　その結果は───。




シェフィル：６が三個出てる……っ！　クリティカル───っ！

一同：きた───────っ!!（笑）

イリス：さすが小こ暮ぐれさん！（笑）

ＧＭ：マジか……っ！　怪かい物ぶつと化したゾハール大神官の手から放たれる、巨大な三つの光球───だがその直後、雷らい光こうのごとき素す早ばやさでシェフィルは弓に矢をつがえ、解き放っていた。矢に射い貫ぬかれた光球のひとつが……弾はじけ飛とぶ！　迎撃された！

一同：おお！

カナデ：まさか、ほんとに《シュートアウト》が役に立つなんて……（笑）。

ＧＭ：シェフィルの正せい確かく無む比ひな迎げい撃げきに、ゾハール大神官は驚きよう愕がくする。「馬鹿な！　高速で飛ぶ光球の中心を射貫くだと……ぉっ!?」

シェフィル：……じっちゃんによく訓練させられてたからね。

ＧＭ：「ぐっ！　だが、貴様の仲間はどうかな？」イリスとカナデは命中してるからダメージロール行くぞ（ダイスを振る）。グレイト！　78点の〈光〉属性の魔法ダメージだ！

カナデ：消しよう滅めつしました。

イリス：いやいやっ、僕に任せてください！　《カバーリング》＋《カバームーブ》でカナデをかばいます。さらに《アフェクション》で自分の受けたダメージを０に！

ＧＭ：が……っ！　そうか、さっき《ファイトソング》で復活させてたか……！

イリス：渾こん身しんの力で槍やりを横一線に振ふるい、残る光球二個を一気に吹ふき飛ばします。

一同：かっこいいっ!!（笑）

ＧＭ：イリスの一いつ閃せんで光は霧む散さん……それを目の当たりにした大神官が震ふるえる声で言う。「そ、そんな、馬鹿な……！　わ、私は刻印の力を手にしたのだぞ！」

イリス：睨にらみつけて言いましょう。……あなたに、僕の仲間を傷きずつけさせはしません。

ＧＭ：イリスの気き迫はくに押おされ、ゾハール大神官があとずさる。「くっ、薔薇の刻印の力を手に入れた私が、気け圧おされるなど……！」

カナデ：シェフィル、敵が怯みました。カナデは待機、シェフィルに行動を回します。

シェフィル：わかった。任せて……！

ＧＭ：ここで、避よけるっ！　ここを避ければ……！

シェフィル：あー……なんかドキドキしてきた！（笑）　マイナーで《シュアショット》、メジャーアクションで《バッシュ》！　命中判定は……（ダイスを振る）24！

ＧＭ：こちらの回避！（ダイスを振る）出目は…………９！　達成値19！　失敗っ!?

一同：よぉしっ！

シェフィル：（ダイスを振る）ダメージロールは出目20で……61点の物理！　どう!?

ＧＭ：（計算して）ダメージは……35点！　シェフィルの放った矢は、大神官の眉み間けんに突つき刺ささり───シェフィルを見下ろしてにやりと笑う。「……痛みなぞ、感じぬ」

一同：っ!?

ＧＭ：……が！　次の瞬間、ゾハール大神官の身体が急速に枯かれ始めた。

一同：あせらせるな──────っ!?

ＧＭ：「おっ、おおっ！　神しん竜りゆうより下か賜しされた力を得た、こ、この私が、ぐがが……!?」

イリス：その力はあなたには相応ふさわしくない……そういうことですよ。

ＧＭ：「……ぐぐっ！　だ、だが、最大の目的はすでに果たした。薔薇の刻印は解放されたのだ！　必ずや、我わが同どう志しが……刻印を……！」　ゾハール大神官はそう言い残すと、完全に枯れ果て、消滅した───あとに残るのは……。

シェフィル：薔薇の刻印？

ＧＭ：そうだ。それは今、キミの眼前に浮かんでいる。

シェフィル：そっと手を伸のばします。

イリス：……シェフィル、ちょっと待ってくださいっ！　それにはゾハールの呪いがかかっています。触れては……。

クロヴィス：……そうだった。

カナデ：ちなみに、ここで刻印を回収しないとどうなります？

ＧＭ：いずこかへ飛び去ることになる。さっき、神官が言ってたけど、奴の仲間は刻印を探して回っている。その手に落ちる可能性が高い。まあ、次のシナリオネタだな。

シェフィル：（ちょっと考えて）……やっぱり手に取ります。

イリス：シェフィル！

シェフィル：大丈夫。じっちゃんに言われたもん。お前が回収しろ、って。だから……。

ＧＭ：ＯＫ。では、それに触れると同時に刻印は黒い光としか言いようのないものを放ち、ふいに、シェフィルの右の肩かた下した、鎖さ骨こつのあたりに鋭い灼しやく熱ねつ感かんが走る。

シェフィル：つ……っ！

ＧＭ：熱はすぐに冷め、肩を見れば───そこには黒い薔薇の刻印が浮うかび上あがっている。

シェフィル：これが、薔薇の刻印……。

イリス：呪いが……。

クロヴィス：難題は残ったけどよぉ、とりあえずこれで一仕事終わりだな……？

イリス：───いえ、これがきっと始まりなんだと思います。これから始まる厳きびしい戦いの。

シェフィル：でも、立ち止まってはいられないよね。とりあえずさ、村に帰ろう？

ＧＭ：ＯＫ。それでは、キミたちが遺い跡せきをあとにしたところで、シーンを終了としよう！　エンディングフェイズに入ろう！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆惨さん劇げきは去り




　シェフィルたちが村に戻ったのは、東の空が白み始める頃だった。

　子供の時から慣れ親しみ、共に生きてきた愛するブリギット村───その変わり果てた様相にシェフィルたちは絶句した。




ＧＭ：では、エンディングに入ろう！　四人は〝薔薇ばらの刻こく印いん〟を回かい収しゆうし、村へと戻もどってきた。そこでは激はげしい戦いがあったのだろう。多くの建物は壊れ、半ば焼やけ野原のような有あり様さまだ。

クロヴィス：ひ、ひでえな……。

シェフィル：じっちゃんや村人は無事かな……。

クロヴィス：いや、出発前の演出からするとどう考えても……。

ＧＭ：不安が渦巻く中、キミらは村の中央へとやってくる。村人たちの逃げ込んだ神しん殿でんは形を留とどめており……入口の前にはボロボロになった、グランジが座り込んでいる。

シェフィル：じっちゃん！

ＧＭ：「……戻ったか」

クロヴィス：って、生きてんのかよっ!!（笑）　あんな演出しといてっ!?（一同爆笑）

シェフィル：じっちゃん、わたしたち……。

ＧＭ：「……わかっている。戦いのさなか、妖魔どもはいきなり潮が引くように撤退を始めたからな。よくやったな、お前たち」

カナデ：グランジさん、あの、村の方々は……？

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、無事だ。神殿に逃げ込んだ者に被害はない」

イリス：ほっ。あれ？　ロイドさんは？　一緒に戦っていたんですよね？

ＧＭ：「……この地を去った。おそらく、な」

イリス：？　どういうことです。ミラさんを追っていったってことですか？

ＧＭ：「……奴は、裏切り者だったのだよ。神竜ゾハールを奉ほうじる一いつ派ぱと内通しておった。奴はミラたちが対応したものの……すんでのところで逃にげ、いずこかへと去った」

イリス：……えええ、ロイドさんが!?

カナデ：……それで説明がつきますね、二回目に村の中央がいきなり襲撃された理由が。

イリス：あ、ああ……村へ入るルートの一ヶ所は、ロイドさんが守っていたんでしたっけ。守るふりをして、敵を引き入れたってことですか。

ＧＭ：「もしくは、村の中央のどこかに、《テレポート》のマーキングをしていたか、だな」

シェフィル：ああ、それでいきなり村の真ん中に敵が……。

カナデ：もし、敵が〝刻印〟の情報を神殿の古文書から手に入れたと仮定すると、それができたのもロイドさん……そういうことでしょうか。

ＧＭ：「おそらくな。奴は十数年も前にこの村に来ていた。が、刻印を封じた遺跡に入るための鍵を探し当てられなかった。だから、村に潜り込んでチャンスを狙っていたのだろう」

シェフィル：じっちゃんが、鍵を誰にも渡さなかったのが結果的に正解……（笑）。

クロヴィス：ロイドも気になるけどよ、ミラはどうした？

ＧＭ：「迷宮を抜け、ディアスロンドへと向かった。あれも迷宮である力を手にしたはず」

一同：ある力？

ＧＭ：グランジはこくりと頷き、重々しく告げる。「……そう、〝薔薇の武具〟のひとつをな」

シェフィル：え？　〝薔薇の武具〟もこの村に？

カナデ：……グランジさん。〝薔薇の武具〟は、四年前に起きた〝薔薇の災厄〟の際、そのすべてが力を失なったと聞きますが───。

ＧＭ：「……そうだ。が、時代がそれを必要とする時が、やってきたのだ」　そう告げながら、グランジはシェフィルの肩に見入る。「───漆黒の薔薇を、その身に受けたか」

シェフィル：うん。敵に封印を解かれちゃって……だから……。

ＧＭ：グランジは、やや肩を落とし───「……すまん。お前にそれを背負わしたくは、なかった。その〝刻印〟には……」

シェフィル：呪いが、かかってるんだよね？

ＧＭ：「……知っていたか」

クロヴィス：なんかよぉ、親切な敵がすべて教えてくれてよぉ？（一同爆笑）　なんか〝刻印〟はひとつしか存在しない限り、呪いは効果を発揮しな……。

ＧＭ：グランジは、愛する孫娘に刻まれた刻印に見入り、つぶやく。「……いや、残念ながら、すでに呪いは発動している」

一同：なにいっ！（笑）

クロヴィス：……って、そうか。ゆーらさんのリプレイか……（笑）。

ＧＭ：そのとおり。ちなみに余談だが、シェフィルが〝黒き薔薇の刻印〟を手にした時刻と、『ヴァイス』においてプリミラという少女が〝白の薔薇の刻印〟を刻まれたのは、まったく同じ時刻という設定。そして、ミラが迷宮内で〝薔薇の武具〟のひとつを解放した時刻も。

イリス：なるほど、〝刻印〟同士と〝武具〟が呼び合うように……。

クロヴィス：なんかかっこいいぞ。新たに時代が動く瞬間、って感じか。

カナデ：……これで最悪、『ヴァイス』のギルドと殺し合いですね、うふふ。

一同：こらこらこらっ！（笑）

シェフィル：大丈夫だよ。わたしが死ぬまで三六五日。それまでに呪いを解除できれば……。

ＧＭ：「───〝薔薇の武具〟を探せ」

一同：……はい？

シェフィル：それってどういう……。

ＧＭ：「もとより、〝薔薇の武具〟とは神竜ゾハールを打ち倒すために造られたもの。シェフィルにかけられた呪いが、ゾハールに起因するものであれば───」

イリス：おお、呪いを解除できるかもしれない！

一同：なるほど！

カナデ：ちなみに『ヴァイス』の第一巻で、プリミラたちは〝武具〟のひとつを入手してます。

ＧＭ：そして、ミラが〝武具〟のひとつを持ってどっか行きました。

一同：ミラ─────────っ！（笑）

シェフィル：で、でも！　ミラたちはディアスロンドに行ったんだよね!?　ついさっき！　今から追えば……。

ＧＭ：クリスたちが持ってきた転送石を使って、もう近くにはいないんじゃないかな。

一同：…………（笑）。

シェフィル：ま、まあ、行った先がわかるなら……大丈夫だよね？

クロヴィス：お、おう、あと三六五日あるしな。

イリス：『ヴァイス』の人たちが持っている武具はどうするんです。

クロヴィス：そりゃおめえ、あっちは１レベル、こっちは６レベル。いざとなりゃあ……。

一同：こらこらこらこらこらっ！（笑）

ＧＭ：てか、キミたちは〝白の刻印〟を持った人物がどこに存在するかなんて知らないぞ。

クロヴィス：さらばシェフィル──────っ!?（一同大爆笑）

シェフィル：クロちゃんっ!?

ＧＭ：そんなやり取りを見ながら、グランジは言う。「……落ち着け。すべては、夜が明けてからのこと。今は、その疲れた身体をゆっくり休めることが先決だ。次なる敵は、明日にも攻めてきても不思議ではないからな」

イリス：攻めてくる？　神官は倒しましたよ？

カナデ：……なるほど。今回のボスは倒したけど、相手が組織だとすると……新手を送り込んでくる可能性が高いとカナデは思います。しかも、〝刻印〟がすでに開封されてる情報は、敵にも伝わっているでしょうし。

クロヴィス：……次は、シェフィルを狙ってくるってことか。

シェフィル：…………。

イリス：まあ、今ここで話をしていても意味はないでしょう。一旦、休憩をしませんか？

ＧＭ：ＯＫ。キミたちは解散し、家に戻って眠りにつく……それでシーンを閉じよう！







◆Ending02◆旅立ちの時




　夜明け前───静まり帰ったブリギット村に、ひとつの人影があった。

　少女は、決意を瞳ひとみに宿し……ひとりで村の外へと歩き始めた。




ＧＭ：では、本シナリオ最後のシーンへと入ろう。ここは……。

シェフィル：ＧＭＧＭ、さっきのシーンでみんなが家に帰ったあと、すぐに旅支度してひとりでこっそり家を抜け出していい？

ＧＭ：お？

シェフィル：〝薔薇の刻印〟を持っているわたしが村にいると、またひどいことが起こる。すぐにだって、それが起こるかもしれない。それが不安で……。

クロヴィス：ひとりで、抜け出そうと。

カナデ：……なるほど。〝武具〟を探すにも、村を拠点にすると、またここが襲われると。

シェフィル：───そう。じっちゃんが眠ったあと、こそこそ旅支度を調えて、手紙を書いて残して、こっそりと家を出たい。

ＧＭ：面白い、その方向でいこうか（笑）。

クロヴィス：それはつまり、オレたちに先回りしろという合図だな！

ＧＭ：（笑）。舞ぶ台たいはもうすぐ朝日が昇ろうかという時じ刻こく。まだ夜の闇やみに包まれたブリギット村にしよう。

シェフィル：準じゆん備び万ばん端たんの状じよう態たいで神殿をそっと出ます。そして、一度神殿を振り返って。「……ごめんね、みんな」って寂しそうにつぶやいてから、歩き出しますよ。

カナデ：じゃあ、村の途と中ちゆうでバイオリンを弾ひきながら待ってます。

クロヴィス：オレも一いつ緒しよにいるぜ。

イリス：僕はもう少しあとでいいですかね？

シェフィル：了りよう解かい。じゃあ、ふたりを見て、びっくりします（笑）。

クロヴィス：よう、疫病神。

シェフィル：よ、よう、鉄てつ砲ぽう玉だま……じゃなくて。とっさに旅支度を隠かくします。ふたりとも……どうしたの？

クロヴィス：それはこっちのセリフだよなぁ。

カナデ：ずいぶん遅おそかったですね、ちょっと待ちくたびれちゃいましたよ。もちろん、こちらも旅準備は終わってます。

シェフィル：な、なんのことかなぁ？（笑）

クロヴィス：とぼけんなよ。散歩って時間じゃねえだろ。

シェフィル：……ごめん。でも、みんなを巻まき込こみたくないの。ひとりでなんとかする。

クロヴィス：まあそりゃあそうだよな。お前がいる限かぎり、魔ま物ものが襲おそってくるわ、薔薇の巫女みこの連中も襲ってくるんだろう。それは真まっ当とうな暮くらしなんかできねえよ。いりゃあ、村のみんなは迷めい惑わくする。だからお前は疫やく病びよう神がみだよ……っ。

シェフィル：…………ひどくない？（笑）

クロヴィス：今のオレはツンモードなんだ（笑）。

カナデ：クロさんは怒おこってるんですよ。なにも報しらせず、出て行こうとしたからです。ほら、クロさん優やさしいですから。

クロヴィス：馬ば鹿か、そ、そそ、そんなんじゃねえよ!?（爆ばく笑しよう）

カナデ：シェフィル、ひとりで背せ負おい込こまないでください。カナデたちは、同じギルドの仲間じゃないですか。

シェフィル：カナちゃん……。

クロヴィス：お前はギルドマスターなんだぞ。仲間を放って行くなんて、オレが許ゆるさねえからな。絶ぜつ対たいについていくぞ！

シェフィル：クロちゃん……。ふたりとも、ごめんね。それと、ありがとう。

カナデ：いえいえ。

クロヴィス：わかればいいんだよ。んじゃ、行くぞ！

シェフィル：……うん！

ＧＭ：そして三人は再ふたたび歩き出す。やがて、村の正門へとたどり着ついたその時───。

イリス：では、そこで登場します。門に背せを預あずけながら、待っていましょう。

シェフィル：……イリス！

イリス：お待ちしていました、シェフィル……と、恭うやうやしく膝ひざをついて一礼します。

シェフィル：な、なんでそんなに改まってるの。

イリス：あなたは、ギルドマスターとしてではなく、我がマスター───〝薔薇の巫女〟にございます。〝守護騎士〟として、あなたをお守りする義務があります。

シェフィル：マスター!?　いつもとちがうイリスに、ドギマギします（笑）。

イリス：あなたが刻印を打たれた時に、昔のことを思い出しました。あの時、僕はある女じよ性せいを守ることができなかった。




　それは遠い過か去この傷きず跡あと。

　今は失なわれた、巫女との記き憶おく。




イリス：刻印を得たあなたは、あの人と同じようにやがて、苛か酷こくな運命にさらされるでしょう。僕はあなたに、あの人と同じ想いをさせたくありません。

シェフィル：……。

イリス：そしてなによりも、八年間共に歩んできた友として、あなたを放っておくことなどできませんよ。騎き士しは友を守るものです。

カナデ：シェフィルさん、観念したらどうですか？

クロヴィス：ほら、ギルドマスターだろ。どんっと構かまえて言えばいいんだよ。「わたしについてこい！」ってさ！

シェフィル：……もう、みんな馬鹿なんだから。わかった！　これからもよろしくね！




　互たがいを結ぶ絆きずなを確たしかめ合い、子供たちは歩き出す。

　苛酷な運命が待ち受ける旅路へと。

　その先に待つ結末はどのようなものなのか。




　───今はまだ、知るものはいない。





『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』

みっしょん01「シェフィルと漆しつ黒こくの薔薇ばら」

─ＦＩＮ─
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超ちようあとがき




『アリアンロッド』の新しいリプレイシリーズがここに始まった。

『アリアンロッド・サガ』シリーズも終わらぬうちに、このような企画を始められることは、嬉しくて悲鳴を上げそうだ！　……悲鳴を上げてるのは主にスケジュールだが。




　この『シュヴァルツ』は、久保田悠羅くぼた・ゆうらの『ヴァイス』と平行して始まったシリーズだ。

　そしてすでにおわかりかと思うが、両シリーズとも、拙せつ作さく『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズの設せつ定ていを共有している。

『ルージュ』は私わたしが書いたリプレイの中でも、特に思い入れの深い作品のひとつだ。

　刊かん行こうした当時から、イラストを担たん当とうした佐さ々さ木きあかねと一いつ緒しよに、あれこれと雑ざつ談だんしながら設定を膨ふくらませていったことを今でもよく憶えている。いや、使わない設定が山ほどあったので、妄もう想そうに分類されるサムシングと言ってよかったのだが───それが今回、『ヴァイス』と『シュヴァルツ』の企き画かくによって引き出されることになり、「妄想」は「設定」へと華麗なる変貌を遂げた。あの頃の妄想がなければ、実現しなかった二作である。

　まあ、あれだ。妄想は実に大切───そんな話である（笑）。

　本ほん編ぺんをお読みいただければおわかりになると思うが、本作『シュヴァルツ』では、〝黒い薔薇ばらの刻こく印いん〟というものが登場し、主人公であるシェフィルに刻まれる。

　かつて、この地上に降臨して人類を滅ぼしかけた神しん竜りゆう王おうゾハールは、この〝薔薇の刻印〟に対して呪のろいをかけた。

　ひとつの時代に、薔薇の刻印は同時に複ふく数すう存そん在ざいすることはできない、というものだ。

　もしも刻印を宿す者が複数現あらわれた場合は、三六五日以内にどちらも死ぬ。ただし片かた方ほうがなくならない限りは───。

　一方の『ヴァイス』でも〝刻印〟を宿した人物が登場する。

　このままではどちらも死んでしまう運命にあることはおわかりだろう。それを避さけるためには、〝薔薇の刻印〟を宿す者を、ただひとりにしなくてはならない。

『シュヴァルツ』『ヴァイス』とも、〝薔薇の刻印〟に関わったＰＣたちがどのような選せん択たくをしていくか、今後の物語を楽しみにしていただきたい。




　さて、ここでもうひとつお知らせしたいことがある。

　現げん在ざい、『アリアンロッド』のファンブック……その第四弾の制せい作さくが進行中だ。

　ファンブックには、ボイスドラマを収しゆう録ろくしたＣＤが付ふ属ぞくするのが恒こう例れいなわけだが、こちらは『ヴァイス』『シュヴァルツ』の祖先となる『ルージュ』をテーマにしたものとなる。

　もちろんノエルの声は、プレイヤーでもある力りき丸まる乃のりこさんが担当だ。

　そしてファンブックには、常にリプレイも収録されるのだが、その内容は『ルージュ』、そしてこの『シュヴァルツ』にも深く関係した内容だ。具体的には、今回ＮＰＣとして登場したゼロとミラ……彼らの視し点てんで、本書と同じ事じ件けんを描えがいたリプレイとなっている。

　ちなみに、ゼロは声せい優ゆうの江口拓也えぐち・たくやさん、そしてミラはボイスドラマのエンディングを歌うボーカルＡ．ｍ．ｕ．さんに、それぞれ演えんじてもらった。

　また、久保田悠羅、田中天たなか・たかしはこちらにもプレイヤーとして参加している。つまり、本書のリプレイの収録時点で、両名ともすでに村の襲しゆう撃げきというイベントを知っていたわけだが、彼らはそれを承しよう知ちしたうえでうまくやってくれた。さすがベテラン（笑）、深く感かん謝しやしている。

　発売日を含めた『ファンブック』のさらなる情じよう報ほうは、今後の発表をお待ちいただきたい。




　今後は、アルディオン大陸を舞ぶ台たいにした『アリアンロッド・サガ』シリーズと平行し、エリンディルを舞台とした『シュヴァルツ』、『ヴァイス』も同時に進行していく予定だ。

　最後に、佐々木あかねに描いてもらったゼロとミラのラフを紹しよう介かいしてお別れとしよう。




二〇一二年一〇月某ぼう日じつ　菊きく池ちたけし
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